
� 金属器（第１８３図）

遺跡から出土した弥生時代中期以降の金属器は中世・近世のものが多い。Ａ～Ｄ区より古銭が出土

し，煙管はＡ・Ｂ区から，小柄はＡ区から出土した。出土層はほぼ�ｃ層からである。このことは中

世・陶磁器類とも同様で�ｃ層が中世・近世の包含層であるからと言えよう。

遺跡からは，これら以外に釘類・留金具などの金属製品や小破片が出土しているが，多くのものは

残存状況が極めて悪い。

１は鉄銭で，面文が「洪武通宝」である。「洪」の文字は残存状況が悪く潰れている。背も酸化に

より損傷が激しく文字の有無が判別付かない。また，残存状況が良くないため渡来銭か鐚銭かは判断

しがたいが，文字のくずれと粗悪な状況から鐚銭である可能性もある。厚さは薄肉である。

２・３・５・７・８は銅銭で，面文が「寛永通宝」である。面文より新寛永であろう。２・３・７・

８は背が無である。５は背上部の背文「元」より寛保高津銭だと思われる。初鋳年代は１７４１年である。

４・６は銅銭で，面文が「寛永通宝」である。古寛永であろう。背が無である。４は面・背いずれ

も肌の部分のみ黒色を呈している。６は一部欠損している。

９～１１は青銅製の煙管の雁首である。９の器壁は薄く，１０の器壁は厚い。いずれも残存状況は不良

である。１１の断面形態は円形である。

１２は青銅製の小柄である。断面は薄く，端部が「Ｕ」字形である。

１３は青銅製の鍔の様な形状をしているが，具体的な種類は不明である。厚みは非常に薄い。周縁お

よび表面の残存状況は極めて不良である。

１４は青銅製の仏具の稜花皿と思われる。型成形であろう。残存状況は形態の歪みが著しい。

第８１表 中・近世金属器

図 番号 区 グリッド 出土層位 種類・器種 法量（単位：�） 備考

１８３ １ A M－２６ �c 鉄銭 洪武通宝 直径２．３ 内面窓径０．６

１８３ ２ A I－３０ �c 銅銭 寛永通宝 直径２．３ 内面窓径０．７ 新寛永

１８３ ３ A L－２８ 攪乱 銅銭 寛永通宝 直径２．５ 内面窓径０．７ 新寛永

１８３ ４ A 表採 － 銅銭 寛永通宝 直径２．３ 内面窓径０．６ 古寛永

１８３ ５ A L－２４表採 － 銅銭 寛永通宝 直径２．３ 内面窓径０．７ 新寛永

１８３ ６ B S－１４ � 銅銭 寛永通宝 直径２．２ 内面窓径０．６ 古寛永

１８３ ７ C V－４ �c 銅銭 寛永通宝 直径２．２ 内面窓径０．７ 新寛永

１８３ ８ D 表採 － 銅銭 寛永通宝 直径２．５ 内面窓径０．６ 新寛永

１８３ ９ A J－２ �c 青銅製煙管 雁首 径１．６

１８３１０ B U－１２ �c 青銅製煙管 雁首 径１．７

１８３１１ B R－１４ �c 青銅製煙管 雁首 残存長６．１

１８３１２ A J－２９ � 青銅製 小柄 残存長１８．０

１８３１３ C U－７ �c 青銅製 不明 径４．０ 厚さ０．１

１８３１４ A M－２６ 攪乱 青銅製 仏具稜花皿 口径８．０ 器高３．０ 底部径３．４

－３１６－
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第１８３図 弥生時代中期以降の金属器（１～８ Ｓ＝１／１，９～１４ Ｓ＝２／３）
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第５節 遺物の分布
１．遺物の取り上げと出土状況

ここでは，今回の調査において出土資料の中心をなす縄文時代後期から弥生時代前期にかけての遺

物の出土状況について見ていく。検討資料については，調査において出土位置の記録を行ったものに

限定される。

最初に遺物の取り上げ基準について述べておきたい。

出土位置の記録を行ってから取り上げる遺物の層位は�ａ層と�ｂ層に限定した。�層以上の出土

遺物については，近世以降の耕作地造成等の撹乱を受けているものと判断し，グリッドごとに層位の

記録を行って一括して取り上げを行った。ただし，調査開始当初においては出土傾向がつかめていな

かったことと層位の認定において曖昧な部分があったことから，�層出土のもので出土位置記録する

など多少の例外が認められる。また，本来は無遺物層と考えられる�層についても若干出土位置の記

録を行ったものがあったが，基本的には�ｂ層と同じ扱いで良いものと考える。

第１８４図 各調査区細分名称図（Ｓ＝１／１，６００）
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・・・Ⅶ層露出部分�

・・・削平・撹乱�

・・・雨裂�

権現脇遺跡 折り込みＰ３１９＿３２０ ＣＭＹＫ 山道 木下 宮副 ３７５×２９７

調査区航空写真（西から） 調査区航空写真（東から）

第１８５図 全体図（Ｓ＝１／８００）
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土器については，出土数が膨大であったため，時間的なことを考慮して全資料ではなく選択的に出

土位置を記録した。記録の対象としたのは，分類や時期の判定などをしていく上で有効と考えられる

ものを中心とし，ある程度残りの良い土器片や周辺の出土状況などから接合などが考えられるものな

ども含めた。その他の細片などの資料はグリッドごとに出土層位を記録して一括して取り上げを行っ

た。

石器については，基本的に�ａ層・�ｂ層出土のものについては全点出土位置の記録を行って取り

上げた。

出土遺物の分布を見ていくにあたって便宜的に各地区の細分名称を決めておきたい。

Ａ区については後世の耕作地造成によって撹乱を受けた網掛け部分を目安としてＡ‐１区～Ａ‐５区

の５つの小区画に細分する。Ｄ区については大部分が削平を受けており，出土資料の分布の検討がで

きるほど�ａ層・�ｂ層の残る部分が少ないため，検討対象となりうるＦ列以南について取り扱うこ

ととし，Ａ‐１区に含めることにする。

Ｂ・Ｃ区については東西に横切るように２条の雨裂が確認されたため，これをもとにＢ区は北から

Ｂ‐１区，Ｂ‐２区，Ｂ‐３区の小区画に，Ｃ区は北からＣ‐１区，Ｃ‐２区，Ｃ‐３区の小区画に細分す

る。ただし，Ｃ区の北東部分はＢ区に隣接するため本文中ではＢ‐１区として取り扱った部分がある。

調査区全体は緩やかに西から東へと傾斜するため，調査に入る以前は階段状に耕作地が造成されて

いる状況であった。そのため，各小区画を区画する南北方向の撹乱部分やＡ‐４区やＡ‐５区，Ｂ‐１

区に見られる小区画を南北方向に横切る撹乱部分は地割の線であり，その東側部分は削平を受けてい

ることを考慮する必要がある。

Ｂ・Ｃ区で確認された２条の雨裂については中世期の遺物の出土が雨裂２の覆土最下位から確認さ

れているため中世期以降の埋没として判断される。形成時期に関しては雨裂２の周辺では同器種が雨

裂をまたいで分布域を持つものがあり，一方で雨裂１の北側部分であるＢ‐１区においては集中的な

遺物の出土があるのに対し雨裂１の南側では比較的遺物の出土が希薄である傾向もうかがえる。Ｂ‐

１区の遺物の中心は突帯文期の資料であるから雨裂は突帯文期前夜に形成され，特に雨裂１はそれ以

降の生活領域にいくらかの制限をもたらした可能性がある。ただし，雨裂１から雨裂２へ向かっては

北西から南東へと傾斜しており，雨裂１の南側は後世の削平を受けているので，突帯文期の資料がこ

の部分にも分布していた可能性があり，断定はしない。

Ｂ・Ｃ区雨裂１周辺において斜線をかけた部分があるが，この部分は�層の露出が見られたところ

である。特にＢ‐１区では�層掘削時よりコブシ大から１ｍを超えるような大礫まで多量に出土し，

�ａ層や�ｂ層はこれらの礫の間を充填するように堆積している状況が見られた。�層は土石流の堆

積物によるものと思われるが，斜線部分では�層や�層がほとんど堆積せず，�層以上が直接堆積す

る状況であった。
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Ａ・Ｄ区�ａ層土器・石器分布

取り上げを行った点数は土器・石器ともに�ｂ層に比べると少ない。

Ａ‐１区の２７列のように撹乱部分の東側は削平を受けて空白域となっているところも見られるが，

分布の傾向は�ｂ層ともほぼ共通する。土器と石器での大きな分布の違いは認められない。

第１８６図 Ａ・Ｄ区�ａ層土器・石器分布（Ｓ＝１／８００）
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Ａ・Ｄ区�ｂ層土器・石器分布

土器・石器ともに主体的な出土を見せる。

特にＡ‐１区，Ａ‐４区北西部分，Ａ‐５区北東部分にかけて遺物の集中が見られ，Ａ‐２区やＡ‐３

区での出土は希薄である。

土器と石器での大きな分布の違いは認められない。

第１８７図 Ａ・Ｄ区�ｂ層土器・石器分布（Ｓ＝１／８００）
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Ｂ・Ｃ区�ａ層土器・石器分布

取り上げを行った点数は土器・石器ともに�ｂ層に比べると少ない。

遺物の出土はＢ区に多く，Ｃ区では希薄である。特にＢ‐１区西側に集中する。

土器と石器での大きな分布の違いは認められない。

第１８８図 Ｂ・Ｃ区�ａ層土器・石器分布（Ｓ＝１／８００）
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Ｂ・Ｃ区�ｂ層土器・石器分布

取り上げを行った遺物の点数はＢ‐１区に特に集中する。また，Ｃ区の南東部分からＢ区の南側部

分にかけての雨裂２周辺でもまとまった出土が見られる。Ｃ区西側部分では遺物の出土は希薄である。

土器と石器での大きな分布の違いは認められない。

第１８９図 Ｂ・Ｃ区�ｂ層土器・石器分布（Ｓ＝１／８００）
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２．土器の分布

各器種の出土数と出土層位の比率

まずＢ・Ｃ区とＡ・Ｄ区の両区における各器種の出土数を見る。

器種の断定に際しては，一概に深鉢や浅鉢と言ってもそれぞれ器形やサイズ，文様，調整，胎土，

色調などの特徴には大きな差があり，器種断定の有効な基準となる属性をどのくらい持っているかに

よって各器種の出土点数は違ってくる。また用途や機能の問題もある。よって単純に出土数を持って

各器種間の個体数の多寡を推し測ることは難しい。

深鉢については，両区とも深鉢Ｃ類，深鉢Ｂ類，深鉢Ａ類の順で出土数が多い。しかし，深鉢Ｅ類

の出土数については両区の間で大きな差がある。Ｂ・Ｃ区においては４２６点の出土があるのに対し，

Ａ・Ｄ区では１６点と非常に少ない。また，深鉢Ｃ類，深鉢Ｄ類，深鉢Ｅ類では浅鉢の多くの器種と同

様Ｂ・Ｃ区の出土数がＡ・Ｄ区の出土数を上回るが，深鉢Ａ類，深鉢Ｂ類ではＡ・Ｄ区の出土数がＢ・

Ｃ区の出土数を上回る。

浅鉢については，非常に器種が多様である。まとまった出土が見られるのは浅鉢Ａ類，浅鉢Ｂ類，

浅鉢Ｃ類，浅鉢Ｆ類，浅鉢Ｈ類，浅鉢Ｋ類，浅鉢Ｌ類，浅鉢Ｍ類がある。浅鉢では多くの器種におい

てＡ・Ｄ区の出土数をＢ・Ｃ区の出土数が上回るが，浅鉢Ｆ類ではＡ・Ｄ区がＢ・Ｃ区を上回る。ま

た，浅鉢Ｋ類ではＢ・Ｃ区で５３点とまとまった出土が見られるのに対し，Ａ・Ｄ区では１点のみと大

きな違いがある。

次に各器種の�ａ層出土数と�ｂ層出土数の比率を見る。

全体として出土層位の主体は�ｂ層であり，おおよそ６０％～８０％を占めている。

器種別に見ていくと，深鉢ではＢ・Ｃ区，Ａ・Ｄ区それぞれにおいて深鉢Ａ類・深鉢Ｂ類に対して

深鉢Ｃ類の�ａ層出土比率が低いことが指摘できる。また，深鉢Ｅ類が深鉢の中では両区とも�ａ層

の比率が最も高いことも共通する。一方，深鉢Ｄ類の�ａ層の比率は，Ｂ・Ｃ区では深鉢Ａ類・深鉢

Ｂ類と近い値を示すのに対し，Ａ・Ｄ区では深鉢Ｃ類と近い値でやや違いが認められる。

深鉢底部については，深鉢底部Ａ類・深鉢底部Ｂ類に対して深鉢底部Ｄ類・深鉢底部Ｅ類の�ａ層

の比率が高く，�ｂ層の比率が低いというところでＢ・Ｃ区とＡ・Ｄ区の両区で共通するが，深鉢底

部Ｃ類においては違いが認められる。Ｂ・Ｃ区での比率は，�ａ層５２．６％，�ｂ層４７．４％で，Ａ・Ｄ

区では�ａ層２０．０％，�ｂ層８０．０％という値を示し，Ｂ・Ｃ区では�ａ層での出土比率が高い。この

ことは，深鉢Ｅ類の出土状況がＢ・Ｃ区では多数あるのに対し，Ａ・Ｄ区では皆無に近い状況である

ことが関係しているものと考えられる。つまり，深鉢底部Ｃ類の一部には深鉢Ｅ類，すなわち刻目突

帯文土器の底部を含んでいることを表している。

浅鉢については，出土数の比較的安定したものについて見ることにする。浅鉢Ａ類・浅鉢Ｂ類・浅

鉢Ｃ類においてはＢ・Ｃ区では浅鉢Ａ類，浅鉢Ｃ類の�ｂ層の比率に対して，浅鉢Ｂ類の�ｂ層の比

率が低い。浅鉢Ｆ類ではＢ・Ｃ区とＡ・Ｄ区では出土層位の比率に差がある。また，Ｂ・Ｃ区におい

ては他の器種に対して突帯文土器に伴う浅鉢Ｋ類の�ｂ層の比率がやや低く，また組織痕土器である

浅鉢Ｍ類も�ｂ層の比率が比較的低い。

Ｂ・Ｃ区の壷についても他の器種に比べ�ｂ層出土の比率がやや低いようである。
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第８２表 器種別出土数（出土位置記録分）

器種
Ｂ・Ｃ区 Ａ・Ｄ区

�ａ層 �ｂ層 計 �ａ層 �ｂ層 計

深 鉢 Ａ 類 １５ ２６．８％ ４１ ７３．２％ ５６ ３９ ３５．８％ ７０ ６４．２％ １０９

深 鉢 Ｂ 類 ３７ ２３．１％ １２３ ７６．９％ １６０ ６６ ３５．７％ １１９ ６４．３％ １８５

深 鉢 Ｃ 類 ８０ １４．７％ ４６３ ８５．３％ ５４３ ６２ １８．８％ ２６８ ８１．２％ ３３０

深 鉢 Ｄ 類 １０５ ２４．９％ ３１７ ７５．１％ ４２２ ５０ １６．８％ ２４８ ８３．２％ ２９８

深 鉢 Ｅ 類 ２３５ ５５．２％ １９１ ４４．８％ ４２６ ６ ３７．５％ １０ ６２．５％ １６

深鉢底部Ａ類 ４ ２２．２％ １４ ７７．８％ １８ ６ ３３．３％ １２ ６６．７％ １８

深鉢底部Ｂ類 ２７ ２６．７％ ７４ ７３．３％ １０１ ７ ２１．２％ ２６ ７８．８％ ３３

深鉢底部Ｃ類 ４０ ５２．６％ ３６ ４７．４％ ７６ ６ ２０．０％ ２４ ８０．０％ ３０

深鉢底部Ｄ類 １２ ４１．４％ １７ ５８．６％ ２９ ７ ３０．４％ １６ ６９．６％ ２３

深鉢底部Ｅ類 １０ ５２．６％ ９ ４７．４％ １９ ７ ３６．８％ １２ ６３．２％ １９

浅 鉢 Ａ 類 ８ １９．０％ ３４ ８１．０％ ４２ ６ ２５．０％ １８ ７５．０％ ２４

浅 鉢 Ｂ 類 ２３ ３９．７％ ３５ ６０．３％ ５８ １１ ２２．０％ ３９ ７８．０％ ５０

浅 鉢 Ｃ 類 １０ １８．５％ ４４ ８１．５％ ５４ １２ ３１．６％ ２６ ６８．４％ ３８

浅 鉢 Ｄ 類 ２ ７．７％ ２４ ９２．３％ ２６ ０ ０．０％ ３ １００．０％ ３

浅 鉢 Ｅ 類 ０ ― ０ ― ０ ０ ０．０％ １ １００．０％ １

浅 鉢 Ｆ 類 ２１ ３０．４％ ４８ ６９．６％ ６９ １６ １５．８％ ８５ ８４．２％ １０１

浅 鉢 Ｇ 類 ０ ０．０％ １ １００．０％ １ ２ ４０．０％ ３ ６０．０％ ５

浅 鉢 Ｈ 類 ２９ ３２．２％ ６１ ６７．８％ ９０ １８ ２６．１％ ５１ ７３．９％ ６９

浅 鉢 Ｉ 類 ４ ２３．５％ １３ ７６．５％ １７ ０ ０．０％ １ １００．０％ １

浅 鉢 Ｊ 類 ４ ２５．０％ １２ ７５．０％ １６ ０ ０．０％ １ １００．０％ １

浅 鉢 Ｋ 類 ２０ ３７．７％ ３３ ６２．３％ ５３ １ １００．０％ ０ ０．０％ １

浅 鉢 Ｌ 類 ３０ ２０．０％ １２０ ８０．０％ １５０ ３０ ２９．４％ ７２ ７０．６％ １０２

浅 鉢 Ｍ 類 ２５ ３８．５％ ４０ ６１．５％ ６５ １７ ３１．５％ ３７ ６８．５％ ５４

浅 鉢 Ｎ 類 ０ ― ０ ― ０ ０ ０．０％ ２ １００．０％ ２

浅 鉢 Ｏ 類 ０ ― ０ ― ０ ４ ８０．０％ １ ２０．０％ ５

壷 １０８ ４３．９％ １３８ ５６．１％ ２４６ １１ ５２．４％ １０ ４７．６％ ２１
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第１９０図 Ｂ・Ｃ区器種別出土数 第１９１図 Ａ・Ｄ区器種別出土数
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深鉢A類�

深鉢B類�

Ｂ・Ｃ区深鉢Ａ類・深鉢Ｂ類の分布

深鉢Ａ類は器種判断の材料となる属性が少ないため，断定できるものがある程度残りの良い口縁部

に限られ，量的には少ない。また，口縁部形態が深鉢Ａ類に似る深鉢Ｂ類もあるのでそのことも考慮

する必要がある。出土は�ｂ層からが多く，また，Ｂ‐１区を中心に分布する。Ｂ‐２区，Ｂ‐３区，

Ｃ区ではほとんど見られない。

深鉢Ｂ類の分布も深鉢Ａ類と似る。�ａ層より�ｂ層の出土が多くＢ‐１区を中心に分布し，わず

かばかりの出土がＢ‐２区，Ｂ‐３区にある。Ｃ区においてはほとんど出土しない。

第１９４図 Ｂ・Ｃ区深鉢Ａ類・深鉢Ｂ類の分布（Ｓ＝１／８００）
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深鉢A類�

深鉢B類�

Ａ・Ｄ区深鉢Ａ類・深鉢Ｂ類の分布

深鉢Ａ類の出土は�ａ層より�ｂ層の割合が高い。分布のまとまりは大きく分けて３つある。Ａ‐

１区，Ａ‐３区の北側部分，Ａ‐５区の北東部分である。撹乱や削平の影響を考えれば，これらの３つ

のまとまりは一連のもので弧状に分布すると考えることもできる。

深鉢Ｂ類も�ｂ層を主体に出土する。深鉢Ａ類同様，Ａ‐１区，Ａ‐４区の北側部分，Ａ‐５区の北

東部分にまとまって分布し弧状の広がりを持つ可能性がある。また，Ａ‐２区，Ａ‐３区の北側部分，

Ａ‐５区の東側部分にもわずかながらの分布が見られる。

第１９５図 Ａ・Ｄ区深鉢Ａ類・深鉢Ｂ類の分布（Ｓ＝１／８００）
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Ｂ・Ｃ区深鉢Ｃ類の分布

深鉢Ｃ類は圧倒的に�ａ層からの出土より�ｂ層からの出土が多い。深鉢Ｃ類は器面の色調が橙色

系を呈し，器面調整は貝殻条痕の後ナデもしくは研磨を施すことが多く，他の深鉢類と区別がつきや

すい。

分布は大きく二つに分かれる。一つはＢ・Ｃ区を西から東へと走る雨裂１の北側部分であるＢ‐１

区である。もう一つはＢ・Ｃ区の南側を東西に走る雨裂２の両岸周辺である。この二つのまとまりは

さらに細分が可能であり，口縁部文様帯に施された沈線の本数を基準として後述する。

第１９６図 Ｂ・Ｃ区深鉢Ｃ類の分布（Ｓ＝１／８００）
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Ａ・Ｄ区深鉢Ｃ類の分布

深鉢Ｃ類は圧倒的に�ａ層からの出土より�ｂ層からの出土が多い。Ｂ・Ｃ区でも指摘したように

橙色系の赤味の強い器面色調と貝殻条痕の後ナデもしくは研磨を施す外面の器面調整から断定できる

ものが多い。

出土層位の主体は�ｂ層にある。分布は，まずＡ‐５区の東側部分が目に付く。Ａ‐５区の西側やＡ

‐３区，あるいはＡ‐４区の北側の分布についても一つのまとまりとして捉えられるかもしれない。ま

た，Ａ‐１区では集中は見せないが満遍なく出土し，密度が高い。Ａ‐２区の南側部分やＡ‐４区の南

東側部分でも一定の出土がある。口縁部文様帯の沈線の本数を基準として細分を後述する。

第１９７図 Ａ・Ｄ区深鉢Ｃ類の分布（Ｓ＝１／８００）
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Ｂ・Ｃ区深鉢Ｃ類口縁部（文様帯沈線２本・３本）の分布

口縁部文様帯に２本の沈線を施すものは，いずれも�ｂ層からの出土である。出土点数は少なく，

Ｂ‐１区で２点，Ｂ‐３区で２点，Ｃ‐２区で２点，Ｃ‐３区で１点があるのみである。数量的に少ない

ので断定できないが，Ｂ‐１区と雨裂２周辺という二つのまとまりに分けることが可能か。

口縁部文様帯に３本の沈線を施すものも，やはり出土は�ｂ層からの出土がほとんどである。Ｂ‐

１区で３点の出土が見られるほかは，すべて雨裂２周辺である。

口縁部文様帯の沈線が２本のものも３本のものも雨裂をまたいで分布している。

第１９８図 Ｂ・Ｃ区深鉢Ｃ類口縁部（文様帯沈線２本・３本）の分布（Ｓ＝１／８００）
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Ａ・Ｄ区深鉢Ｃ類口縁部（文様帯沈線２本・３本）の分布

口縁部文様帯に２本の沈線を施すものは，いずれも�ｂ層からの出土である。分布はＡ‐１区の北

側部分に限られ，そのほかの小区画では認められない。

口縁部文様帯に３本の沈線を施すものは，出土層位の主体は�ｂ層にある。各小区画に少数ではあ

るが点在する状況で，まとまりとして捉えることはできない。

第１９９図 Ａ・Ｄ区深鉢Ｃ類口縁部（文様帯沈線２本・３本）の分布（Ｓ＝１／８００）
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Ｂ・Ｃ区深鉢Ｃ類口縁部（文様帯沈線４本・５本・６本・０本）の分布

口縁部文様帯に施された沈線の本数に限らず，いずれもほとんどが�ｂ層からの出土で，�ａ層か

らの出土はわずかである。

４本のものは，Ｃ区南東部分の雨裂２周辺でわずかに見られ，大部分はＢ‐１区からの出土である。

５本のものも４本のものとほぼ同様の分布を見せる。

６本のものはＣ区南東部分の雨裂２周辺でまとまっており，Ｂ‐１区でも１点が出土する。

０本のものはＣ区で３点が散在するが，残りは大きく二つのまとまりを見せる。一つはＢ‐１区で，

もう一つはＢ区南東隅の部分である。

第２００図 Ｂ・Ｃ区深鉢Ｃ類口縁部（文様帯沈線４本・５本・６本・０本）の分布（Ｓ＝１／８００）
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Ａ・Ｄ区深鉢Ｃ類口縁部（文様帯沈線４本・５本・６本・０本）の分布

沈線の本数に限らず，いずれも�ａ層より�ｂ層からの出土数が多い。いずれも出土数が少なく分

布を追うには不十分なところもある。

４本のものはＡ‐５区の西側部分にややまとまり，ほかは各小区画に点在する。

５本のものはＡ‐４区以外の各小区画に点在するが，Ａ‐２区にややまとまる。

６本のものはＡ‐５区東側部分に２点が出土するくらいで，まとまりは捉えられない。

０本のものの出土はＡ‐１区に限られる。

第２０１図 Ａ・Ｄ区深鉢Ｃ類口縁部（文様帯沈線４本・５本・６本・０本）の分布（Ｓ＝１／８００）
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Ｂ・Ｃ区深鉢Ｄ類の分布

出土層位の主体は�ｂ層にある。深鉢Ｄ類は貼り付けを持つものや沈線間の幅が広い平行沈線や弧

状沈線を施すものなどがある。また胎土に小礫を多量に含む薄手のものが一定量含まれ，これらは胴

部片であっても特定がたやすい。

まとまりとしては大きく３つに分かれる。雨裂１の北側，Ｂ‐１区でまず二つのまとまりが見られ

る。東西に分かれるが，特に東側の出土は集中的である。また，Ｂ‐３区を中心に雨裂２の周辺でも

出土が多く，Ｂ区のさらに東側へも出土域の広がりがあることを推測させる。Ｃ区の西側になると出

土は希薄である。

第２０２図 Ｂ・Ｃ区深鉢Ｄ類の分布（Ｓ＝１／８００）
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Ａ・Ｄ区深鉢Ｄ類の分布

出土層位の主体は�ｂ層にある。

まず，Ａ‐１区において帯状に比較的広範囲の出土のまとまりが捉えられる。中でもグリッドＨ‐２９

付近は集中的である。また，Ａ‐３区の西側やＡ‐５区の西側でも比較的まとまった出土が見られる。

あるいはこの二つのまとまりは一連のものとして捉えることも可能かもしれない。Ａ‐２区，Ａ‐４区

では散在的である。

第２０３図 Ａ・Ｄ区深鉢Ｄ類の分布（Ｓ＝１／８００）
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Ｂ・Ｃ区深鉢Ｅ類（刻目原体・指）の分布

出土層位は�ａ層の出土数が�ｂ層の出土数をやや上回る。

�ｂ層の分布はＢ‐１区の西側部分にほぼ限定される。一方�ａ層ではグリッドＱ‐１１付近は削平を

受けて出土がないが，�ｂ層同様Ｂ‐１区の西側部分に集中を見せる。しかし�ｂ層に比べ分布域は

広い。主にＢ‐１区の東側部分やＢ‐２区に広がりが見られ，�ｂ層の出土状況が地形に沿って拡散し

たような状況である。

第２０４図 Ｂ・Ｃ区深鉢Ｅ類（刻目原体・指）の分布（Ｓ＝１／８００）
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Ａ・Ｄ区深鉢Ｅ類（刻目原体・指）の分布

Ｂ・Ｃ区に対して非常に出土量は希薄である。出土はＡ区の東側に限られ，まとまりとして捉えら

れるのはＡ‐１区のグリッドＧ‐３１の付近があるが，ほかは散在的で，調査区外からの流入と見たほう

が良いであろう。

第２０５図 Ａ・Ｄ区深鉢Ｅ類（刻目原体・指）の分布（Ｓ＝１／８００）
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Ｂ・Ｃ区深鉢Ｅ類（刻目原体・棒）の分布

出土数は�ａ層が�ｂ層をやや上回る。

分布状況は指による刻目を施すものとほぼ同様で，�ｂ層においてはＢ‐１区の西側部分に偏って

出土するが，�ａ層ではその分布域に加え，さらに南側と東側に広がりを見せる。原位置からの拡散

状況として捉えられよう。

第２０６図 Ｂ・Ｃ区深鉢Ｅ類（刻目原体・棒）の分布（Ｓ＝１／８００）
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Ａ・Ｄ区深鉢Ｅ類（刻目原体・棒）の分布

Ｂ・Ｃ区の出土数に対してＡ・Ｄ区での出土数はきわめて少ない。�ｂ層においてグリッドＪ‐２４，

Ｊ‐２５，Ｉ‐２９でそれぞれ１点ずつが出土するのみである。Ａ‐２区，Ａ‐４区，Ａ‐５区での出土は�

ａ層，�ｂ層いずれも皆無である。

第２０７図 Ａ・Ｄ区深鉢Ｅ類（刻目原体・棒）の分布（Ｓ＝１／８００）

－３４３－



Ｂ・Ｃ区深鉢Ｅ類（刻目原体・ヘラ）の分布

出土数は�ａ層のほうが�ｂ層よりもやや多い。

分布状況は指や棒によって刻目を施したものと似ており，雨裂１の北側，Ｂ‐１区に集中する。た

だ�ｂ層での分布では指刻みや棒刻みのものがＢ‐１区の中でも西側に偏るのに対して，ヘラ刻みの

ものはＢ‐１区の東側にも分布を見せる。また�ａ層ではＢ‐２区にも出土がある程度見られ，原位置

からの拡散状況として捉えられよう。

第２０８図 Ｂ・Ｃ区深鉢Ｅ類（刻目原体・ヘラ）の分布（Ｓ＝１／８００）
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Ａ・Ｄ区深鉢Ｅ類（刻目原体・ヘラ）の分布

�ａ層，�ｂ層ともに出土数はきわめて少なく，点在する状況である。分布のまとまりは捉えられ

ず，他地点からの流入と考えられる。

第２０９図 Ａ・Ｄ区深鉢Ｅ類（刻目原体・ヘラ）の分布（Ｓ＝１／８００）
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深鉢底部A類�

深鉢底部B類�

Ｂ・Ｃ区深鉢底部Ａ類・深鉢底部Ｂ類の分布

いずれも�ｂ層からの出土が�ａ層からの出土より多い。器面の色調は，深鉢底部Ａ類が黄色系を

呈するものが多く，深鉢底部Ｂ類は橙色系の赤味の強いものが多い。いずれも深鉢Ｃ類の底部になる

ものが多いと考えられる。

深鉢底部Ａ類は出度数が少なくまとまりとしては捉えにくいが，Ｂ‐１区の北側部分にやや集まり，

雨裂２の周辺にも点在する。また，Ｃ区最西部のグリッドＵ‐４でも３点の出土がある。

深鉢底部Ｂ類はＢ‐１区と雨裂２周辺の二つを大きなまとまりとして捉えることができる。グリッ

ドＳ‐１２，Ｔ‐１１にも比較的まとまっており，これらがどちらかのまとまりに含まれるものかもしれな

いし，独立したまとまりとして捉えることは可能であろう。

第２１０図 Ｂ・Ｃ区深鉢底部Ａ類・深鉢底部Ｂ類の分布（Ｓ＝１／８００）

－３４６－



深鉢底部A類�

深鉢底部B類�

Ａ・Ｄ区深鉢底部Ａ類・深鉢底部Ｂ類の分布

いずれも�ｂ層からの出土が�ａ層からの出土より多い。器面の色調は，深鉢底部Ａ類が黄色系を

呈するものが多く，深鉢底部Ｂ類は橙色系の赤味の強いものが多い。いずれも深鉢Ｃ類の底部になる

ものが多いと考えられる。

深鉢底部Ａ類は�ａ層を含め，Ａ‐１区からまとまって出土がある。ほかの小区画ではせいぜい１

～２点が点在するくらいでＡ‐５区には出土していない。

深鉢底部Ｂ類は大きく二つのまとまりが見られる。一つはＡ‐１区で，もう一つはＡ‐３区からＡ‐

５区の北東側部分にかけてである。

第２１１図 Ａ・Ｄ区深鉢底部Ａ類・深鉢底部Ｂ類の分布（Ｓ＝１／８００）

－３４７－



深鉢底部C類�

深鉢底部D類�

深鉢底部E類�

Ｂ・Ｃ区深鉢底部Ｃ類・深鉢底部Ｄ類・深鉢底部Ｅ類の分布

いずれも出土数は�ｂ層が�ａ層よりやや多い。

深鉢底部Ｃ類は多くがＢ‐１区に集中するが，雨裂２周辺においてもまとまるまではいかないが点

在する状況にある。

深鉢底部Ｄ類も深鉢底部Ｂ類とほぼ同様の分布で，Ｂ‐１区に多く集まり，雨裂２周辺にも特に雨

裂の南側に多く分布する。

深鉢Ｅ類の分布はほぼＢ‐１区に限定される。

第２１２図 Ｂ・Ｃ区深鉢底部Ｃ類・深鉢底部Ｄ類・深鉢底部Ｅ類の分布（Ｓ＝１／８００）

－３４８－



深鉢底部C類�

深鉢底部D類�

深鉢底部E類�

Ａ・Ｄ区深鉢底部Ｃ類・深鉢底部Ｄ類・深鉢底部Ｅ類の分布

いずれも出土層位の主体は�ｂ層にある。

深鉢底部Ｃ類は各小区画に点在するが，Ａ‐１区で二つのまとまった出土がある。一つはグリッド

Ｈ‐２９付近で，もう一つはグリッドＫ‐２７・２８付近である。

深鉢底部Ｄ類は各小区画に点在するが，グリッドＨ‐２９付近に一つまとまりが捉えられる。

深鉢底部Ｅ類も各小区画に点在するが，グリッドＭ‐２６付近にまとまりがある。大きく捉えればＡ‐

１区からＡ‐５区の東側までを大きな一つのまとまりとして捉えられるかもしれない。

第２１３図 Ａ・Ｄ区深鉢底部Ｃ類・深鉢底部Ｄ類・深鉢底部Ｅ類の分布（Ｓ＝１／８００）

－３４９－



浅鉢A類�

浅鉢B類�

Ｂ・Ｃ区浅鉢Ａ類・浅鉢Ｂ類の分布

浅鉢Ａ類，浅鉢Ｂ類ともに出土の中心は�ｂ層にある。

浅鉢Ａ類は大きく二つのまとまりが認められる。一つはＢ‐１区でＱ列付近を中心に東西に帯状の

分布を見せる。もう一つは雨裂２の南側に多く出土していることから，分布の中心はＢ・Ｃ区のさら

に南側にあると思われる。

浅鉢Ｂ類も二つのまとまりが認められる。一つはＢ‐１区のＱ列付近で，もう一つはＣ区南東部分

の雨裂２付近で，浅鉢Ａ類に比べると分布が西側に限定される。

第２１４図 Ｂ・Ｃ区浅鉢Ａ類・浅鉢Ｂ類の分布（Ｓ＝１／８００）

－３５０－



浅鉢A類�

浅鉢B類�

Ａ・Ｄ区浅鉢Ａ類・浅鉢Ｂ類の分布

浅鉢Ａ類，浅鉢Ｂ類ともに出土の中心は�ｂ層である。

浅鉢Ａ類は出土点数が少なく各小区画に点在するが，Ａ‐３区からＡ‐５区にかけて一つのまとまり

を持つようである。

浅鉢Ｂ類はＡ‐１区に集中が認められる。最も集中的に出土しているのはＡ‐１区の南西部分である

が，そこからＤ区南端部にかけて一定の出土を見る。その他の小区画では点在はするが，一定のまと

まりとして捉えることはできない。

第２１５図 Ａ・Ｄ区浅鉢Ａ類・浅鉢Ｂ類の分布（Ｓ＝１／８００）

－３５１－



Ｂ・Ｃ区浅鉢浅鉢Ｃ類の分布

深鉢Ｃ類の出土層位は�ｂ層に主体を置く。まとまりが大きく二つ認められる。一つはＢ‐１区で，

１３列より東にまとまる。もう一つは雨裂２の付近で特に雨裂の南側に出土点数が多いことから，こち

らのまとまりは分布の中心がＢ・Ｃ区のさらに南側にあるのものと思われる。

第２１６図 Ｂ・Ｃ区浅鉢Ｃ類の分布（Ｓ＝１／８００）

－３５２－



Ａ・Ｄ区浅鉢Ｃ類の分布

浅鉢Ｃ類の出土層位の主体は�ｂ層にある。

二つのまとまりが捉えられる。一つはＡ‐１区でやや密度は低い。もう一つはＡ‐５区の北東部分で，

特にグリッドＭ‐２４付近に集中した出土が見られる。

第２１７図 Ａ・Ｄ区浅鉢Ｃ類の分布（Ｓ＝１／８００）

－３５３－



浅鉢D類�

Ｂ・Ｃ区浅鉢Ｄ類・浅鉢Ｅ類の分布

浅鉢Ｄ類の出土層位はほぼ�ｂ層に限られる。

分布域は雨裂２の周辺にほぼ限られ，Ｃ区の西側部分での出土はなく，Ｂ区の北半部分でも出土は

希薄である。

Ｂ・Ｃ区での浅鉢Ｅ類の出土は出土位置記録分においては見られない。一括取り上げ資料の中にわ

ずかに認められるのみである。

第２１８図 Ｂ・Ｃ区浅鉢Ｄ類・浅鉢Ｅ類の分布（Ｓ＝１／８００）

－３５４－



浅鉢D類�

浅鉢E類�

Ａ・Ｄ区浅鉢Ｄ類・浅鉢Ｅ類の分布

浅鉢Ｄ類，浅鉢Ｅ類ともに出土は�ｂ層に限られる。散発的な出土でまとまりは捉えられない。

第２１９図 Ａ・Ｄ区浅鉢Ｄ類・浅鉢Ｅ類の分布（Ｓ＝１／８００）

－３５５－



浅鉢F類�

浅鉢G類�

Ｂ・Ｃ区浅鉢Ｆ類・浅鉢Ｇ類の分布

浅鉢Ｆ類は�ｂ層において主体的に出土している。分布の状況は大きく二つのまとまりに分かれる。

一つはＢ‐１区で，特にグリッドＱ‐１４，Ｒ‐１４に集中が認められる。もう一つのまとまりはＢ区の雨

裂２の周辺で，Ｃ区の出土は少ない。

浅鉢Ｇ類については，Ｂ・Ｃ区において出土位置を記録したものはなく，一括取り上げ資料にわず

かに認められる。

第２２０図 Ｂ・Ｃ区浅鉢Ｆ類・浅鉢Ｇ類の分布（Ｓ＝１／８００）

－３５６－



浅鉢F類�

浅鉢G類�

Ａ・Ｄ区浅鉢Ｆ類・浅鉢Ｇ類の分布

浅鉢Ｆ類の出土層位の主体は�ｂ層にある。分布はまとまりとして二つが捉えられる。最も集中し

て出土しているのはＤ区からＡ‐１区の北側部分であり，グリッドＨ‐２９付近を中心として分布する。

グリッドＪ‐２４・２５付近にも一定数のまとまりがあるが，これはＡ‐１区との間が撹乱と削平を受けて

いる事を考えれば一連のものとして捉えるべきかもしれない。また，もう一つのまとまりとしてＡ‐

５区の西側部分がある。

浅鉢Ｇ類についてはグリッドＮ‐２４において�ａ層で１点，�ｂ層で２点の出土があるが，同一個

体である。

第２２１図 Ａ・Ｄ区浅鉢Ｆ類・浅鉢Ｇ類の分布（Ｓ＝１／８００）

－３５７－



浅鉢H類�

浅鉢I類�

Ｂ・Ｃ区浅鉢Ｈ類・浅鉢Ｉ類の分布

浅鉢Ｈ類の出土層位の主体は�ｂ層である。大きく二つのまとまりが認められる。一つはＢ‐１区

で，グリッドＱ‐１４を中心として東側に偏る。もう一つは雨裂２の周辺である。こちらはもしかする

とＣ区部分とＢ区部分とに分かれるかもしれない。

浅鉢Ｉ類は�ｂ層出土のものが�ａ層出土のものより多い。出土域はほぼ雨裂１の北側，Ｂ‐１区

にほぼ限定され，Ｂ‐１区の中でも西側に出土数が多い。深鉢Ｅ類同様，雨裂１が生活領域に影響を

与えていた可能性がある。

第２２２図 Ｂ・Ｃ区浅鉢Ｈ類・浅鉢Ｉ類の分布（Ｓ＝１／８００）

－３５８－



浅鉢H類�

浅鉢I類�

Ａ・Ｄ区浅鉢Ｈ類・浅鉢Ｉ類の分布

浅鉢Ｈ類の出土層位の主体は�ｂ層にある。Ｄ区の南側部分からＡ‐１区，Ａ‐４区の北西部分，Ａ

‐５区の北東部分にかけて帯状に分布する。その他の部分ではほとんど出土していない。

浅鉢Ｉ類については�ｂ層においてグリッドＫ‐３０より１点が出土しているのみであり，深鉢Ｅ類

と同様にＡ・Ｄ区の出土は少ない。

第２２３図 Ａ・Ｄ区浅鉢Ｈ類・浅鉢Ｉ類の分布（Ｓ＝１／８００）

－３５９－



Ｂ・Ｃ区浅鉢Ｋ類の分布

浅鉢Ｋ類の出土層位の主体は�ｂ層であるが，�ａ層からの出土の割合も高い。出土域はＢ区の雨

裂１北側部分，Ｂ‐１区にほぼ限定され，Ｂ区の他の部分やＣ区からの出土は非常に少ない。深鉢Ｅ

類や浅鉢Ｉ類の出土状況と同様のあり方である。

第２２４図 Ｂ・Ｃ区浅鉢Ｋ類の分布（Ｓ＝１／８００）

－３６０－



Ａ・Ｄ区浅鉢Ｋ類の分布

Ａ・Ｄ区における浅鉢Ｋ類の分布はＢ区の状況と対照的で，�ｂ層からの出土はない。わずか１点

が�ａ層で出土しているのみである。この１点も出土状況を考えれば流入と考えるべきであろう。

第２２５図 Ａ・Ｄ区浅鉢Ｋ類の分布（Ｓ＝１／８００）

－３６１－



浅鉢L類�

浅鉢M類�

Ｂ・Ｃ区浅鉢Ｌ類・浅鉢Ｍ類の分布

浅鉢Ｌ類は�ｂ層を主体に出土する。分布は大きく二つに分かれる。一つは雨裂１より北側のＢ‐

１区である。もう一つは雨裂２の周辺である。こちらのまとまりは，８列付近までで，それより西に

はほとんど分布しない。

浅鉢Ｍ類も出土層位の主体は�ｂ層にあるが，�ａ層からの出土数も多い。分布は雨裂１の北側，

Ｂ‐１区にほぼ絞られ，Ｂ‐２区，Ｂ‐３区，Ｃ区での出土はほとんどないといって良い。

第２２６図 Ｂ・Ｃ区浅鉢Ｌ類・浅鉢Ｍ類の分布（Ｓ＝１／８００）

－３６２－



浅鉢L類�

浅鉢M類�

Ａ・Ｄ区浅鉢Ｌ類・浅鉢Ｍ類の分布

浅鉢Ｌ類はＡ‐１区の北部からＡ‐５区の北東部にかけて帯状に分布し，また，Ａ‐２区のグリッド

Ｋ‐３０，Ｌ‐３０付近にもまとまる。Ａ‐３区，Ａ‐５区においては散在して出土する程度である。

浅鉢Ｍ類もＡ‐１区の北部からＡ‐５区の北東部にかけて帯状に分布する。また，Ａ‐２区，Ａ‐３区

に数は少ないが散在する。

第２２７図 Ａ・Ｄ区浅鉢Ｌ類・浅鉢Ｍ類の分布（Ｓ＝１／８００）

－３６３－



Ｂ・Ｃ区浅鉢Ｍ類（種類別）の分布

アンギンは雨裂より北側のＢ‐１区にまとまるが，そのなかでも山手側の１１列，１２列部分への偏り

が若干認められる。

網目はＢ・Ｃ区では組織痕の種類として最も出土数が多く，その分布は雨裂１の北側，Ｂ‐１区に

ほぼ限られる。なかでもグリッドＱ‐１４付近での集中が顕著である。

籠目・平織りについては出土数が少なく，まとまりを追うことはできないが，アンギンや網目に伴

出するものか。

第２２８図 Ｂ・Ｃ区浅鉢Ｍ類（種類別）の分布（Ｓ＝１／８００）

－３６４－



Ａ・Ｄ区浅鉢Ｍ類（種類別）の分布

アンギンは浅鉢Ｍ類のなかでは最も出土数が多い。Ａ‐１区からＡ‐４区北西部分にかけて帯状に分

布が認められる。Ａ‐２区やＡ‐３区においてもわずかに散在するが，Ａ‐５区での出土はない。

網目もアンギンに次ぎ出土数が多いが，分布はほぼＡ‐１区に限られ，その他の小区画ではほとん

ど出土がない。

籠目はグリッドＮ‐２４・２５付近に数は少ないがまとまる。平織りについてはドットで取り上げたも

のはなかった。

第２２９図 Ａ・Ｄ区浅鉢Ｍ類（種類別）の分布（Ｓ＝１／８００）

－３６５－



浅鉢J類�

Ｂ・Ｃ区浅鉢Ｊ類・浅鉢Ｎ類・浅鉢Ｏ類の分布

浅鉢Ｊ類は，点数は少ないが出土域はＢ‐１区・Ｂ‐２区にほぼ限定される。

浅鉢Ｎ類の出土は見られない。

浅鉢Ｏ類の出土は見られない。

第２３０図 Ｂ・Ｃ区浅鉢Ｊ類・浅鉢Ｎ類・浅鉢Ｏ類の分布（Ｓ＝１／８００）

－３６６－



浅鉢J類�

浅鉢N類�

浅鉢O類�

Ａ・Ｄ区浅鉢Ｊ類・浅鉢Ｎ類・浅鉢Ｏ類の分布

浅鉢Ｊ類はＡ‐１区に１点認められるのみである。

浅鉢Ｎ類はＡ‐５区での出土がわずかに認められるが，他の小区画での出土はない。

浅鉢Ｏ類はＡ‐１区での出土がわずかに認められるが，他の小区画での出土はない。

第２３１図 Ａ・Ｄ区浅鉢Ｊ類・浅鉢Ｎ類・浅鉢Ｏ類の分布（Ｓ＝１／８００）

－３６７－



Ｂ・Ｃ区貼り付け・リボン状突起・ヒレ状突起を持つ土器の分布

出土層位の主体はいずれも�ｂ層である。

粘土紐や粘土塊の貼り付けは基本的に深鉢Ｄ類に施される。よって深鉢Ｄ類の分布に重なるが，散

在する状況で，まとまりとしては捉えづらい。Ｂ‐２区の東側にややまとまるか。

リボン状突起・ヒレ状突起の分布は雨裂１の北側Ｂ‐１区の東側部分に限定される。

第２３２図 Ｂ・Ｃ区貼り付け・リボン状突起・ヒレ状突起を持つ土器の分布（Ｓ＝１／８００）

－３６８－



Ａ・Ｄ区貼り付け・リボン状突起・ヒレ状突起を持つ土器の分布

いずれも出土層位の主体は�ｂ層である。

深鉢Ｄ類に見られる粘土紐や粘土塊の貼り付けはＡ‐１区とＡ‐５区西側部分にまとまりが認められ

る。

リボン状突起・ヒレ状突起を付すものはＡ‐１区において比較的まとまった出土が見られる。また，

Ａ‐５区のグリッドＮ‐２４にも出土が見られるが，貼り付けの分布するＡ‐５区西側部分からの出土は

１点のみで，分布が異なる。

第２３３図 Ａ・Ｄ区貼り付け・リボン状突起・ヒレ状突起を持つ土器の分布（Ｓ＝１／８００）

－３６９－



Ｂ・Ｃ区胎土に小礫を多量に含む土器の分布

深鉢Ｄ類の中で胎土に多量の小礫を含むものが見られる。多くが薄手の作りで，外面は貝殻条痕調

整，内面はナデ調整を施す。

出土層位の主体は�ｂ層にある。Ｂ‐１区の特に東側で集中的に出土が見られる。また，Ｃ区南東

部分からＢ区南側部分にかけて雨裂２の周辺でまとまった出土が見られる。Ｃ区西側部分の出土は希

薄である。

第２３４図 Ｂ・Ｃ区胎土に小礫を多量に含む土器の分布（Ｓ＝１／８００）

－３７０－



Ａ・Ｄ区胎土に小礫を多量に含む土器の分布

出土層位の主体は�ｂ層である。

Ｂ・Ｃ区に対して出土が希薄である。Ａ‐１区においてある程度まとまった出土が見られるが，ほ

かの小区画では散在的である。

第２３５図 Ａ・Ｄ区胎土に小礫を多量に含む土器の分布（Ｓ＝１／８００）

－３７１－



Ｂ・Ｃ区彩色土器の分布

出土層位の主体は�ｂ層にある。

まとまりとして二つが捉えられる。一つは雨裂１の北側，Ｂ‐１区のグリッドＱ‐１４付近である。も

う一つは雨裂２の周辺で，グリッドＵ‐１２・１３に集中する。Ｃ区における出土はない。

第２３６図 Ｂ・Ｃ区彩色土器の分布（Ｓ＝１／８００）

－３７２－



Ａ・Ｄ区彩色土器の分布

赤色顔料を塗付する土器の分布である。しかしここで扱う彩色土器に丹塗りの壷は含めない。

出土層位の主体は�ｂ層である。Ａ‐１区からＡ‐４区の北西部分，Ａ‐５区の東部分にかけて帯状

の大きなまとまりが捉えられる。Ａ‐２区，Ａ‐３区，Ａ‐５区の西側部分での出土は見られない。

第２３７図 Ａ・Ｄ区彩色土器の分布（Ｓ＝１／８００）

－３７３－



Ｂ・Ｃ区壷の分布

出土層位はやや�ｂ層出土数が�ａ層出土数を上回る。

分布は�ｂ層ではほぼＢ‐１区に限定される。�ａ層ではＢ‐１区において集中するがＢ‐２区にお

いても一定の出土が見られる。Ｂ‐１区での出土は特に西側の１１列，１２列付近で集中を見る。分布域

が�ａ層で広がることは，深鉢Ｅ類と同様，遺物が地形に沿って拡散したものとして捉えられよう。

第２３８図 Ｂ・Ｃ区壺の分布（Ｓ＝１／８００）

－３７４－



Ａ・Ｄ区壷の分布

出土数は�ａ層，�ｂ層ともに極めて少ない。深鉢Ｅ類の状況と同様である。散在的な出土ではあ

るが，調査区の北側であるＡ‐１区，Ａ‐３区に偏る。調査区の北西部からの流入として考えられるか

もしれない。

第２３９図 Ａ・Ｄ区壺の分布（Ｓ＝１／８００）

－３７５－



３．石器の分布
剥片素材石器群
�ａ層ではＡ‐１・２・５区で分布密度が高く，Ａ‐３・４区ではやや密度の低い分布となっている。

Ａ‐１区では地区の中央を南北軸に沿って分布し，Ｇ‐３０，Ｋ‐２８では高密度の分布が見られた。Ａ‐２
区では地区全域に分布し，Ｌ‐３０・３１では高密度に分布している。Ａ‐３・４区は分布の希薄な地区で
あるが，４区では地区東側のＭ‐２８と西側のＬ‐２７の２ヶ所で偏在して分布する。Ａ‐５区は地区全域
に密度の高い分布が認められた。
�ｂ層ではＡ‐１区の全域に分布が広がり，特にＪ‐２７周辺やＦ‐３０では密度の高い分布が見られる。

Ａ‐２区は�ａ層で集中したＬ‐３０の分布密度が低くなり地区全域で散在的な分布となっている。Ａ‐
３区では地区北側に分布域を広げるが散在的な分布である。Ａ‐４区は�ａ層の分布と同じく地区の
東西２ヶ所で偏在的に分布し，Ｍ‐２６は特に密度の高い分布となっている。Ａ‐５区では地区全域で散
在的な分布となるが，Ｍ‐２４でやや密度の高い分布が認められた。

第２４０図 Ａ・Ｄ区剥片素材石器群の分布（Ｓ＝１／８００）

－３７６－



礫・岩片素材石器群
�ａ層では剥片素材石器群の分布と同じくＡ‐１区は，地区の中央を南北軸に沿って分布しており，

Ｉ・Ｊ‐２９周辺ではやや密度の高い分布が見られた。Ａ‐２区では剥片素材石器群が集中するＬ‐３０よ
り北側で散在的に分布している。Ａ‐３区では地区のやや南側に分布が広がっており，Ａ‐４区ではＭ
‐２６・２８の２ヶ所で密度は低いが偏在した分布が見られた。Ａ‐５区では地区全域で散在的な分布と
なっている。
�ｂ層では�ａ層と比べて出土量が増加し，各区で分布域の広がりが見られる。Ａ‐１区では�ａ

層での分布域より西側まで分布が広がり，Ｈ‐２９やＪ‐２８周辺では分布密度がやや高くなっている。Ａ
‐２区では地区の南側に分布の中心が移っている。Ａ‐３区では地区の中央まで分布が広がるが，散在
的な分布である。Ａ‐４区では地区の東西２ヶ所で偏在的に分布した。特にＭ‐２８・２９では高密度に分
布する。Ａ‐５区では地区北側のＭ‐２４周辺とＮ‐２２周辺の２ヶ所でやや密度の高い分布が見られた。

第２４１図 Ａ・Ｄ区礫・岩片素材石器群の分布（Ｓ＝１／８００）

－３７７－



原石・石核
�ａ層では原石の出土はなく，石核はＡ区東側の１・２区で偏在的に分布する。Ａ‐１区では地区

の中央を南北軸に沿って分布し，Ｉ・Ｌ‐２８の２ヶ所で３点ずつの近接した分布が見られた。Ａ‐３・
４・５区ではそれぞれ散在的に分布している。
�ｂ層では�ａ層と比べて出土数が増加し，原石の出土も見られた。石核はＡ‐１区全域に分布が

広がっており，Ｆ‐３０，Ｊ‐２７北側，Ｊ・Ｋ‐２８・２９中央付近の３ヶ所では高密度の分布が見られた。
原石は石核の集中域では，出土していない。Ａ‐２～４区では原石の出土はなく，石核は散在的に分
布している。Ａ‐５区では２ヶ所で偏在した分布が見られた。
原石・石核の分布域は，剥片・砕片との分布域の重なりが�ａ層ではＡ‐２区のＬ‐３０周辺，�ｂ層

ではＦ‐３０，Ｍ‐２４で認められる。

第２４２図 Ａ・Ｄ区原石・石核の分布（Ｓ＝１／８００）

－３７８－



剥片・砕片類
�ａ層ではＡ‐１区の中央を南北軸に沿って分布しており，Ｊ・Ｋ‐２８・２９周辺では剥片・砕片とも

に高密度の分布が見られる。Ａ‐２区では地区全域に分布し，特にＬ‐３０・３１周辺では剥片・砕片が高
密度に分布している。Ａ‐３・５区では地区全域に広く分布しているが，散在的な分布となっている。
Ａ‐４区は地区東側のＭ‐２６，地区西側のＭ‐２８・２９の２ヶ所で偏在して分布している。
�ｂ層では�ａ層と比べて出土数が増加しＡ区全域で分布が広がる。Ａ‐１区では地区全域での分

布となり，特にＦ‐３０，Ｉ・Ｊ‐２８の３ヶ所では高密度に分布している。Ａ‐２区は�ａ層で集中した
Ｌ‐３０で出土数が減少し，地区全域で散在的な分布となる。Ａ‐３区は他の地区と比べて分布密度は低
いものの地区西側のＫ‐２３でやや密度の高い分布が見られた。Ａ‐４区ではＭ‐２６でやや密度の高い分
布が見られるものの全域で散在的な分布となっている。Ａ‐５区では中央の雨裂を挟んで東側のＭ‐２４
周辺で高密度の分布が見られた。

第２４３図 Ａ・Ｄ区剥片・砕片の分布（Ｓ＝１／８００）

－３７９－



石鏃未製品
�ａ層では出土数が少ない。Ａ‐５区ではＮ‐２１で２点が近接して分布する。
�ｂ層ではＡ‐１区の南側で５点が分布しており，特にＪ‐２８では３点が近接して分布する。
石鏃
�ａ層ではＡ‐１・２・５区に分布している。Ａ‐１区では１点のみの出土であり，Ａ‐２区のＬ‐３０，

Ａ‐５区のＮ‐２２の２ヶ所に偏在した分布が見られる。
�ｂ層では�ａ層と比べてＡ‐１・５区で出土数が増加し，Ａ‐２区では減少する。Ａ‐１区ではＫ‐

２８で３点が近接して分布する。Ａ‐５区では�ａ層で地区の北側に集まっていた分布が地区の中央か
ら南側に分布域が移る。散在的な分布であるが，Ｏ‐２２では２点の近接した分布が見られた。
局部磨製石鏃は�ｂ層のＡ‐１・４区に分布するが，近接はしておらず，打製石鏃の分布域とも重

なりが認められない。

第２４４図 Ａ・Ｄ区石鏃・局部磨製石鏃・石鏃未製品の分布（Ｓ＝１／８００）

－３８０－



石錐
�ａ層ではＡ‐１区でのみ２点が出土した。�ｂ層ではＡ‐１区に加え２・４区に分布が広がってい

る。Ａ‐１・２区では分布密度は低いが偏在的な分布となっている。Ａ‐４区ではＭ‐２６北側で密度の
高い分布が認められる。
彫器
石錐と同じく�ａ層では出土数が少ない。Ａ‐１区では地区の南側で散在的に分布し，Ａ‐４区では

地区北側のＬ‐２７で２点が近接して分布する。�ｂ層は�ａ層と比べて出土数が増加する。Ａ‐１区で
はＪ‐２８で２点が近接している。Ａ‐４・５区では散在的な分布である。
楔形石器
�ａ層ではＡ‐２区のＬ‐３０で４点が近接して分布し，Ａ‐５区ではＮ‐２２で２点が近接して分布する。
�ｂ層ではＡ‐１区で２点ずつが近接して分布し，Ａ‐５区ではＯ‐２２で２点が近接して分布する。

第２４５図 Ａ・Ｄ区石錐・彫器・楔形石器の分布（Ｓ＝１／８００）

－３８１－



掻／削器Ａ～Ｃ類

切削具として考えられるＡ～Ｃ類は�ａ・ｂ層で分布域が異なる。
�ａ層ではＡ区南側のＡ‐２・４区に分布の中心があり，偏在する傾向が見られる。Ａ‐２区ではＬ

‐３１周辺にＡ～Ｃ類が高密度に分布し，Ａ‐４区ではＬ‐２７・Ｍ‐２８に偏在して分布する。Ａ‐１区でも

南東側に，Ａ‐５区では全域に分布するが散在的である。

�ｂ層では�ａ層で分布が希薄であったＡ‐１・５区に分布の中心が移る。Ａ‐１区ではＡ～Ｃ類が
地区全域に分布を広げ，Ｆ‐３０とＨ‐２９ではＢ類を中心とする高密度の分布が見られた。Ａ‐２～４区

では密度が低く散在的に分布している。Ａ‐５区では地区北東側のＭ‐２４でＢ・Ｃ類がやや高密度に分

布するが，地区南西側に黒曜石製のＢ類が散在的に分布している。

第２４６図 Ａ・Ｄ区掻／削器Ａ～Ｃ類の分布（Ｓ＝１／８００）

－３８２－



掻／削器Ｄ類

収穫用として考えられるＤ類は，�ａ層のＡ‐１区では地区南側に偏在しており，Ｋ‐２８を中心に分
布している。Ａ‐２～５区では分布密度が希薄で散在的に分布している。

�ｂ層でも�ａ層と同様にＡ‐１区の南側に偏在しておりＡ‐４区北側の攪乱を挟んでＬ‐２８周辺に
分布が見られた。その他の地区では出土数が少ないが，Ａ‐５区に安山岩製が１点出土している。

�ａ・ｂ層ともに出土量は少ないが，Ａ‐１区南側のＫ‐２８を中心に偏在的に分布しており，機能差
があると考えられる掻／削器Ａ～Ｃ類とはＪ・Ｋ‐２８周辺で分布域に重なりが見られた。これに対し

てＤ類と同様の機能を有すると考えられる石庖丁用石器は�ａ層ではＪ‐２８で１点のみの出土であり，
�ｂ層ではＪ‐２８及びその周辺の出土はなかった。

第２４７図 Ａ・Ｄ区掻／削器Ｄ類の分布（Ｓ＝１／８００）

－３８３－



石庖丁様石器

�ａ層では５点が出土し，Ａ‐１・２区では，散在的に分布し，Ａ‐３区ではＭ‐２６で２点が同一グ

リッド内から出土している。

�ｂ層では３点が出土した。Ａ‐１・３・５区からは出土せず，Ａ区南側のＡ‐２・４区から出土す

るが，散在的に分布している。

前頁でもふれたが，収穫用としての機能が考えられる掻／削器Ｄ類は，Ｋ‐２８周辺で出土しており，

同様に収穫用として考えられる石庖丁様石器は，集中域を形成せずに広範に散在し分布している。

第２４８図 Ａ・Ｄ区石庖丁様石器の分布（Ｓ＝１／８００）

－３８４－



箆状石器
�ａ層ではＡ‐１・２区で各１点ずつ出土した。
�ｂ層ではＡ‐１・４区で計４点が出土した。Ａ‐１区ではＪ‐２７周辺で３点が近接して分布してい

る。
刃付けの方法や整形など類似した形態をもつ打製石斧の分布域とは重なりは見られなかった。
つまみ形石器
�ａ層では出土せず，�ｂ層ではＡ‐５区のＭ‐２４から１点のみ出土した。形態的に類似する掻／削

器Ｃ類はＭ‐２４を中心として高密度に分布しており，同一グリッドからの出土である。
異形石器
�ｂ層ではＡ‐１区のＩ‐２７で１点のみ出土した。Ｉ‐２７は剥片素材石器群の分布域の北端に位置し，

他の石器の出土も希薄な地点である。

第２４９図 Ａ・Ｄ区篦状石器・異形石器・つまみ形石器の分布（Ｓ＝１／８００）

－３８５－



二次加工剥片Ａ・Ｂ類

�ａ層ではＡ‐１・２・５区に分布の中心が見られ，Ａ‐３・４区の分布は希薄である。Ａ‐１区で
は地区の中央を南北軸に沿って分布し，地区南側のＫ‐２８周辺では高密度に分布している。Ａ‐２区で

は偏在的に分布し，Ｌ‐３０ではＢ類が高密度に分布している。Ａ‐５区では地区全域に分布が見られ出

土数も多いが，Ａ‐２区のＬ‐３０のような集中域は見られない。

�ｂ層では�ａ層に比べて出土数が増加する。Ａ‐１区では地区の中央より東西に分布の広がりが
認められ，特にＪ‐２８周辺ではＢ類を中心とする高密度の分布が見られた。Ａ‐２区では地区全域に分

布が広がり，Ａ‐３区では出土数は増えるものの全体的に散在している。Ａ‐４区では特に２６列の中央

に高密度に分布している。Ａ‐５区でも出土量は増加し，Ｍ‐２４では高密度の分布となる。

第２５０図 Ａ・Ｄ区二次加工剥片Ａ・Ｂ類の分布（Ｓ＝１／８００）

－３８６－



使用痕剥片
�ａ層ではＡ‐１区の中央を南北軸に沿って偏在的に分布し，地区南側のＫ‐２８周辺で高密度の分布

が見られる。また，Ｆ‐３０周辺にも高密度の分布が認められる。Ａ‐２区ではＬ‐３０を中心に高密度の
分布が認められた。Ａ‐３・４区では出土数が少なく分布は希薄であるが，４区は北側の攪乱に沿っ
てやや偏在して分布している。Ａ‐５区では地区全域に散在するが，地区北東端のＭ‐２４ではやや高密
度の分布が認められる。
�ｂ層では�ａ層に比べて出土数が増加する。Ａ‐１区では地区の西側まで分布を広げ，特にＪ‐２７

周辺に高密度に分布している。Ａ‐２区では地区全域に散在的な分布となり，Ａ‐３区では地区の北側
に出土が増えるが散在的に分布する。Ａ‐４区では�ａ層と同様にＭ‐２６・２８周辺の２ヶ所で高密度の
分布が見られた。Ａ‐５区では�ａ層同様の分布であるが，Ｍ‐２４周辺でより分布密度が高くなる。

第２５１図 Ａ・Ｄ区使用痕剥片の分布（Ｓ＝１／８００）

－３８７－



打製石斧Ａ～Ｄ類

�ａ層は出土数が少なく各地区において散在的に分布しているが，Ａ‐３区の南側のＫ‐２５・Ｌ‐２４
では２点ずつが同一グリッド内で出土している。また，Ａ‐３区のＬ‐２４とＡ‐５区北側のＭ‐２４では攪

乱を挟んで安山岩製と結晶片岩製がやや近接して分布している。

�ｂ層では�ａ層と比べて出土数が増加し，偏在する傾向が見られた。Ａ‐１区はＪ‐２８周辺とＨ‐
２９を中心として分布が認められる。Ａ‐２区では安山岩製がＬ‐３０周辺に集中して分布している。Ａ‐

３区は地区の南側で散在的に分布している。Ａ‐４区では地区の北西端のＭ‐２６と南東端のＭ‐２８周辺

で偏在的な分布となっており，特にＭ‐２８では安山岩製と結晶片岩製のＤ類が集中して分布している。

Ａ‐５区では地区のやや北側に偏在する傾向が見られるが，散在的な分布である。

第２５２図 Ａ・Ｄ区打製石斧Ａ～Ｄ類の分布（Ｓ＝１／８００）
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打製石斧未製品
�ａ層からは出土せず，�ｂ層では５点が出土した。Ａ‐１区ではＪ‐２８周辺で打製石斧の分布域と

やや近い位置から出土している。Ａ‐３・５区では各１点ずつの出土であるが，打製石斧の分布域と
近い位置に出土している。
打製石斧剥片
�ａ層では分布が希薄で，散在的に分布している。
�ｂ層ではＡ‐１・５区で�ａ層と比べて出土数が増加する。Ａ‐１区ではＪ‐２８を中心に未製品を

含む偏在的な分布が認められる。Ａ‐５区では２ヶ所で偏在した分布が認められる。Ｎ‐２２では北側に
集中した分布となり，Ｍ‐２４では未製品は見られないが３点が同一グリッド内から出土している。Ａ‐
１区のＪ‐２８周辺やＡ‐５区のＮ‐２２周辺では未製品，剥片，製品が同一グリッド内から重なって出土
しており，打製石斧の調整場としての空間利用が考えられる。

第２５３図 Ａ・Ｄ区打製石斧未製品・打製石斧剥片の分布（Ｓ＝１／８００）
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磨製石斧Ａ～Ｃ類
�ａ層ではＡ‐１区の中央で頁岩製が近接して分布し，Ａ‐５区で蛇紋岩製が１点出土している。
�ｂ層では�ａ層と比べて出土数が増加する。Ａ‐１区では地区の中央で２ヶ所の偏在した分布が

認められる。石材に偏りは認められない。Ａ‐３区では主に安山岩製が出土し，地区全体で散在的な
分布となる。Ａ‐４区では地区の北側に安山岩製が近接して分布する。Ａ‐５区は地区中央の攪乱より
西側のＮ‐２１・２２で２点ずつの近接した分布が認められた。�ａ層で１点のみの出土であった蛇紋岩
製は�ｂ層では出土数が増加し安山岩製と共に主として利用されるようになるが，安山岩製と異なり
蛇紋岩製のみで分布域は形成していない。
磨製石斧未製品・蛇紋岩片
�ａ層ではＡ‐１区から頁岩製の未製品が１点のみ出土した。�ｂ層ではＡ‐１区で蛇紋岩片が出土

した。Ａ‐４区のＭ‐２８では結晶片岩製の未製品が出土し，Ｍ‐２９では結晶片岩の岩片が高密度に分布
している。

第２５４図 Ａ・Ｄ区磨製石斧Ａ～Ｃ類・磨製石斧未製品・蛇紋岩片の分布（Ｓ＝１／８００）
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石皿
�ａ層では主にＡ‐１区に分布し，Ａ‐２～４区にも分布する。Ａ‐１区ではＦ‐３０で安山岩製２点が

近接して分布し，Ｊ‐２８・２９では砂岩製が近接して分布している。Ａ‐２～４区では各１点ずつの出土
で，Ａ‐５区では出土しなかった。
�ｂ層ではＡ‐１区では出土せず，Ａ‐３区に出土が増え，�ａ層では出土のなかったＡ‐５区にも

分布が見られる。Ａ‐３区では地区の南東端で攪乱沿いに分布しており，Ｋ‐２５では石材の異なる２点
が近接して分布している。Ａ‐５区では散在的に分布する。
�ａ層Ａ‐１区のＦ‐３０では剥片・砕片，原石・石核，剥片素材石器群が集中するが，�ｂ層のＡ‐
３区では剥片・砕片，原石・石核の分布は希薄である。このように石皿の分布密度の高い地域では，
他の石器群との分布の重なりに差違が見られた。本遺跡出土の石皿はダメージを有する資料が少なく
ないことから，分布域の空間利用の性格により機能を変えていた可能性も考えられる。

第２５５図 Ａ・Ｄ区石皿の分布（Ｓ＝１／８００）
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台石
�ａ層ではＡ‐１区のＩ‐２９から１点のみ出土した。Ｉ‐２９は玄武岩製の石核，剥片・砕片，剥片素

材石器群が高密度に分布している。また，黒曜石製では剥片素材石器群，石鏃未製品が分布している。
台石は石器加工時の作業台としての機能を有すると考えられることから，この地点は石器製作場とし
ての空間利用の可能性が高いと思われる。
砥石
�ａ層ではＡ‐５区を除いてＡ区全域に散在的に分布している。
�ｂ層ではＡ‐１区の地区北側のＦ‐３０，Ｈ‐２９で各１点ずつ出土し，Ａ‐２区での出土はなかった。

Ａ‐３区では３点が散在して分布している。Ａ‐４・５区は各１点ずつの出土であった。
磨きを伴う石器群との関係では局部磨製石鏃や異形石器とは分布域に重なりが見られないものの，

磨製石斧とは�ａ層のＩ‐２９と�ｂ層のＫ‐２４，Ｎ‐２２で分布の重なりが認められた。

第２５６図 Ａ・Ｄ区台石・砥石の分布（Ｓ＝１／８００）
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磨石／敲石Ａ類

�ａ層ではサイズにより分布域に差異が認められる。大型品は主としてＡ区の東端域の３０列に沿っ
て分布し，中型品はＡ‐５区に散在的に分布している。また，小型品はＡ区のほぼ中央付近で分布す

るが，いずれの地区でも散在的な分布で密度の高い分布は認められなかった。

�ｂ層では�ａ層で分布が広がっていたＡ‐５区からの出土は見られなくなる。小型品はＡ‐１区の
中央でやや近接した分布が認められ，大・中型品はＡ‐４区南東端のＭ‐２９を中心として偏在的に分布

している。

Ａ類は第４節２で示したとおり滑面のみを有する磨石である。このことから石皿とのセット関係が

考えられたが，分布域の重なりは認められなかった。

第２５７図 Ａ・Ｄ区磨石／敲石Ａ類（サイズ大・中・小）の分布（Ｓ＝１／８００）
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磨石／敲石Ｂ類

�ａ層ではＡ‐２区でのみ２点の出土が見られる。
�ｂ層では�ａ層と比べて出土数が増加し，Ａ‐３区を除く全区に分布が見られる。Ａ‐１区では中・

小型品が主に出土し，地区全域に散在している。Ａ‐４区では地区南東端のＭ‐２８・２９で大・中型品を

主とする偏在的な分布が認められた。Ａ‐５区では雨裂の東側で砂岩製や安山岩製の大・中型品が近

接して出土し，雨裂の西側では安山岩製の中型品が近接して分布している。

Ｂ類は第４節２で示したとおりダメージと滑面を有する磨石である。同様な滑面を有するＡ類とは

Ａ‐４区のＭ‐２８・２９で分布域の重なりが認められた。また，Ｂ類も石皿とのセット関係を考えたが，

分布域は重ならなかった。

第２５８図 Ａ・Ｄ区磨石／敲石Ｂ類（サイズ大・中・小）の分布（Ｓ＝１／８００）
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磨石／敲石Ｃ類
�ａ層ではＡ‐１～４区では出土せずＡ‐５区から２点出土した。
�ｂ層ではＡ‐１区のＨ‐２９で２点が近接している。Ａ‐５区では雨裂を挟んで２点出土した。
ストーンリタッチャー
�ａ層ではＡ‐３区で１点出土した。
�ｂ層ではＡ‐５区で頁岩製が２点出土するが近接はしていない。
磨石／敲石Ｃ類は第４節２で示したとおり，敲石としての機能を有している。Ｃ類とリタッチャー

の分布ではＡ‐５区のＮ‐２２周辺で安山岩製のＣ類と頁岩製のリタッチャーが近接して出土している。
Ｎ‐２２周辺は打製石斧剥片や打製石斧未製品，石鏃や石鏃未製品も分布しており，剥片・砕片の分布
密度も高いことからこの地域が二次加工の場として空間利用されたことが考えられる。

第２５９図 Ａ・Ｄ区磨石／敲石Ｃ類・ストーンリタッチャーの分布（Ｓ＝１／８００）
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円盤状石器

�ａ層ではＡ‐１区のＩ‐２９，Ａ‐２区のＪ‐３１で各１点ずつ出土した。円盤状石器は礫・岩片を素材

とする用途不明の石器群である。Ｉ‐２９は同一グリッド内で剥片素材石器群や礫・岩片素材石器群が

比較的高密度に出土しているが，Ｊ‐３１は全体的に遺物出土量の希薄な地点である。�ｂ層では出土

していない。

玉

�ａ層のＡ‐５区のＯ‐２４で１点のみが出土した。Ｏ‐２４は他器種の分布も希薄な地域であることか

ら他の石器群との関連性は分布からは見いだせなかった。

第２６０図 Ａ・Ｄ区円盤状石器・玉の分布（Ｓ＝１／８００）
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岩片・水磨礫・小礫
�ａ層では地区全体に分布し，Ａ‐１・２・５区に偏在した分布が認められた。Ａ‐１区では地区中

央の南北軸に沿う形で分布域が広がり，Ｉ‐２９では小礫がやや高密度に分布している。Ａ‐２区では地
区の中央から南側に岩片を主とするやや密度の高い分布が認められる。Ａ‐３・４区は地区の東側に
散在している。Ａ‐５区では雨裂より西側の地区のＮ‐２２周辺に偏在が見られ，東側では散在して分布
している。
�ｂ層では�ａ層と比べて出土数が増加し，より偏在した分布が見られる。Ａ‐１区では岩片，小

礫に加え水磨礫も一定量出土する。分布は散在的であるが，Ｊ‐２９周辺ではやや集中する分布が認め
られる。Ａ‐４区ではＭ‐２６・２９の２ヶ所に偏在して分布する。特にＭ‐２９では結晶片岩の岩片が高密
度に集中している。Ａ‐５区では全域に散在するが，Ｎ‐２３周辺にやや集中した分布が認められた。

第２６１図 Ａ・Ｄ区岩片・水磨礫・小礫の分布（Ｓ＝１／８００）
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剥片素材石器群
�ａ層ではＢ‐１区の地区東側と南側に偏在して分布し，地区東側のＱ‐１４周辺と南西側のＲ‐１１・

１２周辺の２ヶ所で密度の高い分布が見られた。Ｂ‐２・３区は地区全域に散在的に分布するが，３区
では雨裂に沿って偏在が見られる。Ｃ区では１～３区東側のＲ～Ｖ‐９に分布し，３区ではさらに雨
裂２に沿って分布する。Ｃ‐３区中央の攪乱西側にも広く分布しているが，散在的な分布である。
�ｂ層では�ａ層に比べて出土数が増加している。Ｂ‐１区では分布が希薄であったＱ‐１２・１３に分
布域が拡大し，地区全域で密度の高い分布となっている。特に�ａ層で密度の高かったＱ‐１４周辺と
Ｒ‐１２周辺ではより広範囲で高密度の分布となっており，Ｐ‐１２周辺でも高密度の分布が見られた。Ｃ
‐２・３区では雨裂２沿いのＵ‐９とＶ‐７の２ヶ所で高密度に偏在した分布となるが，３区中央の攪
乱西側の地区では，出土数が減りより散在的となる。

第２６２図 Ｂ・Ｃ区剥片素材石器群の分布（Ｓ＝１／８００）
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礫・岩片素材石器群
�ａ層ではＢ‐１区中央の攪乱より東側で散在的に分布するが，Ｐ‐１４ではやや密度が高くなる。Ｂ

‐２・３区，Ｃ‐１～３区では地区全域に散在的に分布するが，３区のＴ・Ｕ‐４・５中央付近ではや
や密度の高い分布が見られる。
�ｂ層では�ａ層と比べて出土数が増加している。Ｂ‐１区では�ａ層で出土が認められなかった

中央の攪乱より西側の地区まで分布が広がるが，特に高密度の分布は見られない。Ｂ‐２区では地区
の中央からやや北側で散在的に分布している。Ｂ‐３区では雨裂２に沿って分布密度が高くなる。Ｃ‐
１区は分布密度が希薄である。Ｃ‐２区では地区南東側に分布密度が高くなり，Ｕ‐９ではその傾向が
強くなる。Ｃ‐３区は�ａ層では全体的に散在した分布であったが，�ｂ層では偏在が見られ，Ｖ‐７
ではやや集中する分布が見られる。また中央の攪乱西側の地区では北側に分布が移るが，より散在的
になっている。

第２６３図 Ｂ・Ｃ区礫・岩片素材石器群の分布（Ｓ＝１／８００）
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原石・石核
�ａ層では原石・石核ともに各区で偏在的な分布が見られた。Ｂ‐１区では地区東側のＱ‐１４を中心

として黒曜石製の原石・石核が高密度に分布している。Ｑ‐１４以外の地区では分布密度は希薄である。
Ｂ‐２区では地区東側のＴ‐１４で石核が近接している。Ｂ‐３区では原石・石核が近接して出土し，Ｃ‐
２区では石核が２点ずつ同一グリッド内から出土した。Ｃ‐３区は雨裂２に沿って散在的に分布して
いる。
�ｂ層では玄武岩製石核の出土数が�ａ層と比べて増加する。Ｂ‐１区では中央の攪乱より西側で

分布の広がりが認められた。Ｑ‐１２・１３周辺では原石・石核がやや高密度に分布しており，Ｑ‐１４やＲ
‐１５では近接した分布が見られた。Ｂ‐２・３区では地区の外側周辺に散在的に分布している。Ｃ‐２・
３区は雨裂２に沿ってＵ‐９，Ｖ‐７の２ヶ所で偏在して分布している。Ｕ‐９では雨裂を挟んで石核
が近接し，Ｖ‐７では原石・石核が近接して分布している。

第２６４図 Ｂ・Ｃ区原石・石核の分布（Ｓ＝１／８００）
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剥片・砕片
�ａ層ではＢ‐１区のＱ‐１４・Ｒ‐１２周辺に偏在し，地区北西側のＱ‐１２・１３では分布密度が希薄であ

る。Ｒ‐１２では玄武岩製剥片が高密度に分布している。Ｂ‐２区では地区全域に分布し，東側のＳ・Ｔ
‐１４周辺で密度が高くなる。Ｂ‐３区は雨裂２に沿って散在的に分布している。Ｃ‐２区は雨裂１・２
沿いのＳ‐９，Ｕ‐９の２ヶ所でやや密度の高い分布が見られた。Ｃ‐３区では雨裂２沿いのＶ‐８の北
東付近にやや集中して分布し，中央の攪乱より西側にもやや偏在して分布が見られる。
�ｂ層では剥片・砕片ともに出土量が増加し，特にＢ‐１区では全域に分布が広がる。Ｂ‐１区では

中央の攪乱周辺のＱ‐１３・１４，Ｒ‐１１・１２，Ｑ‐１２周辺の３ヶ所で高密度の分布が見られた。Ｂ‐２区で
は分布の中心が地区北西端に移り，Ｓ‐１２周辺では高密度に分布している。Ｂ‐３区では雨裂２に沿っ
て分布し，Ｕ‐１２周辺で密度の高い分布が見られた。Ｃ‐２・３区は雨裂２沿いのＵ‐９，Ｖ‐７・８の
２ヶ所で高密度に分布している。

第２６５図 Ｂ・Ｃ区剥片・砕片の分布（Ｓ＝１／８００）
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石鏃未製品
�ａ層ではＢ‐１区中央の攪乱より東側の地区で散在的に分布する。Ｂ‐２区では地区東側のＳ‐１５

で黒曜石製２点が近接して分布する。また，Ｔ‐１２では製品と未製品ではあるが，同一グリッド内か
ら石材の違う２点が出土した。Ｃ区では２区で１点のみの出土である。
�ｂ層ではＢ‐１区中央の攪乱より西側で石鏃の分布の北側に出土している。他の地区では，散在
的に分布している。
石鏃
�ａ層ではＢ‐１区中央の攪乱より東側に分布が広がっているが散在的である。Ｂ‐１区以外の地区
では少量の出土であった。
�ｂ層ではＢ‐１区中央の攪乱より西側に分布が集中している。Ｂ‐２・３区，Ｃ‐１～３区では出
土数が少なく散在的な分布であるが，Ｖ‐８周辺にやや出土が多い。

第２６６図 Ｂ・Ｃ区石鏃・石鏃未製品の分布（Ｓ＝１／８００）
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石錐
�ａ層ではＢ‐２区の１点を除くとＢ‐１区でのみ出土である。Ｒ‐１１・１２の境界付近で２点が近接

して分布している。
�ｂ層でも同様にＢ‐１区に分布が集中するが散在的である。Ｂ‐２区からはＴ‐１４で１点のみ出土

した。礫錐は�ｂ層のＱ‐１１から１点のみ出土したが石錐との分布の重なりは認められなかった。
彫器
�ａ層ではＢ‐２区で３点が散在した分布となっている。Ｃ‐２区では北側の雨裂付近に分布してい

る。�ｂ層では分布の中心はＢ‐１区に移り，Ｑ‐１４では近接した分布となる。
楔形石器
�ａ層からは３点出土したが散在的に分布する。
�ｂ層ではＢ‐１区中央の攪乱より東側に分布の中心が見られる。Ｑ‐１３では近接した分布が認めら

れた。Ｃ‐３区では２点が近接した分布となっている。

第２６７図 Ｂ・Ｃ区石錐・礫錐・彫器・楔形石器の分布（Ｓ＝１／８００）

－４０３－



掻／削器類Ａ・Ｂ・Ｃ類

切削具と考えられるＡ～Ｃ類は大半がＢ区に分布し，Ｃ区では少量の出土であった。

�ａ層ではＢ‐１区東側と南西側に偏った分布となっている。Ｒ‐１１ではＢ類を主体とする高密度の
分布が認められ，Ｑ‐１４ではＣ類を主体としてやや密度の高い分布が認められた。Ｂ‐２・３区Ｃ‐１

～３区では出土数が少なく散在的な分布となっている。

�ｂ層では�ａ層と比べて出土数が増加し，特にＢ‐１区では地区全域に分布が広がる。Ｑ‐１４では
Ｂ類を主体とする高密度の分布が見られ，Ｐ・Ｑ‐１２やＲ‐１１ではＡ～Ｃ類がやや高密度に分布してい

る。Ｂ‐２区，Ｃ‐１・２区では出土数が少なく，Ｂ‐３区ではＵ‐１１でＢ・Ｃ類が近接して分布してい

る。また，Ｃ‐３区ではＶ‐７・８付近にＢ類が偏在して分布している。

第２６８図 Ｂ・Ｃ区掻／削器Ａ～Ｃ類の分布（Ｓ＝１／８００）

－４０４－



掻／削器類Ｄ類
収穫用と考えられるＤ類は�ａ・ｂ層ともにＢ‐１区に偏在して分布している。
�ａ層のＢ‐１区では地区北東側で散在的に分布し，攪乱より西側ではＲ‐１２で３点が近接して出土

している。その他の地区ではＢ‐２・３区で１点ずつ出土するが，Ｃ区からは出土していない。
�ｂ層ではＢ‐１区中央の攪乱より東側でＱ‐１４周辺に散在的に分布する。また，攪乱の西側では北

西端のＱ‐１１で３点が出土し，近接して分布している。Ｂ‐１区以外ではＣ‐２区で１点のみの出土で
ある。掻／削器Ａ・Ｂ・Ｃ類の分布と比較すると，Ｂ‐１区に偏在する点では同じであるが，�ａ・
ｂ層ともに分布域に若干の違いが見られる。
石匙
�ａ層ではＢ‐１区のＰ‐１４から１点のみ出土し，�ｂ層では出土しなかった。掻／削器類の分布域

とは重なりは見られない。

第２６９図 Ｂ・Ｃ区掻／削器Ｄ類・石匙の分布（Ｓ＝１／８００）

－４０５－



石庖丁様石器
�ａ層では３点が出土した。Ｂ‐１区ではＱ‐１４で安山岩製と結晶片岩製が近接して分布する。Ｂ‐

２区では安山岩製が１点出土した。
�ｂ層では�ａ層と比べて出土数が増加する。Ｂ‐１区ではＱ‐１４で２点が近接して分布し，Ｑ‐１２

では同一グリッド内から２点出土した。Ｃ‐２区ではＵ‐９から２点出土した。
�ａ層では安山岩を主とし結晶片岩も石材に利用されるが，�ｂ層では砂岩が主に利用され結晶片

岩は用いられなくなり，層位で利用石材の違いが見られた。
磨製石庖丁
�ａ層では出土せず�ｂ層のＢ‐１区のＲ‐１２から１点のみ出土した。同様に収穫用としての機能を

有すると考えられる掻／削器Ｄ類や石庖丁様石器とは�層全体でみると後者とは分布の重なりが見ら
れないが，前者とは�ａ層ではあるがＲ‐１２において３点が近接して出土しており重なりが見られる。

第２７０図 Ｂ・Ｃ区石庖丁様石器・磨製石庖丁の分布（Ｓ＝１／８００）

－４０６－



箆状石器
�ａ層ではＢ‐１区のＲ‐１２から１点のみ出土した。
�ｂ層ではＢ‐１区のＲ‐１１，Ｐ‐１２で各１点ずつ出土し，Ｂ‐３区のＵ‐１３でも１点出土した。Ｃ区

からの出土は認められない。
素材に差異はあるものの形態が類似する打製石斧との関連性は分布からは認められず，箆状石器は
剥片素材石器群の集中域からの出土となっている。
つまみ形石器
�ａ層ではＢ‐１区のＲ‐１２から１点のみ出土した。
�ｂ層ではＢ‐１区のＰ‐１４，Ｑ‐１４から各１点出土した。Ｃ区からの出土は認められない。
形態的に類似する掻／削器Ｃ類とは，�ａ層では分布域を異にするが，�ｂ層では分布域に重なり
が認められる。

第２７１図 Ｂ・Ｃ区篦状石器・つまみ形石器の分布（Ｓ＝１／８００）

－４０７－



二次加工剥片Ａ・Ｂ類

�ａ層ではＢ‐１区のＰ‐１５，Ｑ‐１４，Ｒ‐１２の３ヶ所で高密度に偏在した分布が見られた。いずれも
黒曜石製のＢ類を主体とする分布である。Ｂ‐２区では地区東端のＳ‐１５でやや密度の高い分布となる

が，東端以外の地区では散在的に分布している。Ｂ‐３区，Ｃ‐３区では散在的に分布しており，Ｃ‐

２区では地区の東側に分布が偏在し，Ｓ‐９とＵ‐９ではやや密度が高くなる。

�ｂ層ではＢ‐１区の全域に分布が広がり密度も高くなり，偏在した分布が認められる。特にＲ‐１１・
１２，Ｑ‐１３・１４，Ｐ‐１４の３ヶ所では広範で高密度の分布が認められた。Ｂ‐２では北東端と南西端周

辺に分布が偏在し，Ｂ‐３区では雨裂に沿って散在的に分布する。Ｃ‐２区では�ａ層と比べ東側の分
布密度が低くなるが，Ｃ‐３区ではＶ‐７北東側に黒曜石製のＢ類を主体とする分布が認められた。

第２７２図 Ｂ・Ｃ区二次加工剥片Ａ・Ｂ類の分布（Ｓ＝１／８００）
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使用痕剥片
�ａ層では二次加工剥片と同様の分布が認められる。Ｂ‐１区中央の攪乱より西側ではＲ‐１２，東側

ではＱ‐１４を中心とした高密度の分布が認められる。Ｂ‐２区では地区中央から南側に分布し，北西側
では希薄となる。Ｃ‐２区は東側にやや偏った分布が見られた。Ｃ‐３区では中央の攪乱より東側で雨
裂２に沿って分布が見られるが，散在的な分布である。
�ｂ層ではＢ‐１区の全域に分布が広がり，Ｒ‐１２，Ｑ‐１２～１４では高密度に分布している。Ｂ‐２区

では北西側と南東側に偏在した分布が認められる。Ｂ‐３区では雨裂２に沿って散在的に分布してい
る。Ｃ－２区は�ａ層同様に東側に偏在している。Ｃ‐３区では�ａ層と同様に雨裂２に沿って分布
密度が高くなり，特にＵ‐９・Ｖ‐７の２ヶ所では高密度に分布している。中央の攪乱より西側では，
ほとんど出土しなくなる。

第２７３図 Ｂ・Ｃ区使用痕剥片の分布（Ｓ＝１／８００）

－４０９－



打製石斧Ａ～Ｄ類

�ａ層では各地区において散在的な分布となる。Ｂ‐１区では出土数は多いが散在的である。Ｃ‐３
区ではＶ‐７でＡ・Ｄ類が近接し出土している。

�ｂ層では全体的に�ａ層と比べて出土数が増加する。Ｂ‐１区では地区全体に散在的に分布が広
がるが，中央の攪乱より西側の地区では２点ずつの近接した分布が認められる。攪乱より東側のＰ‐

１４ではＡ類３点が比較的近接して出土している。Ｂ‐２区では雨裂１付近で主に分布する。Ｂ‐３区に

も出土数が増え，Ｕ‐１３でＢ類とＣ類が近接して出土している。Ｃ‐１区では１点の出土であった。Ｃ

‐２区ではＴ‐７・８の境界付近でＡ・Ｄ類が近接して出土している。Ｃ‐３区では中央の攪乱から東

側では出土せず，西側のＵ‐４でＢ・Ｄ類が近接して出土している。

第２７４図 Ｂ・Ｃ区打製石斧Ａ～Ｄ類の分布（Ｓ＝１／８００）

－４１０－



打製石斧未製品・剥片

�ａ層では打製石斧未製品は１点のみの出土でありＣ‐１区のＲ‐９から出土している。打製石斧剥
片（以下剥片）は，Ｂ区・Ｃ‐１・２区では出土数も少なく分布も散在的であるが，Ｃ‐３区の中央の

攪乱より西側に偏在し密度の高い分布が見られた。

�ｂ層では�ａ層と比べてＢ区では出土数が増加し，Ｃ区では減少する。Ｂ‐１区のＲ‐１４で未製品
が出土し，その周辺では剥片が近接して分布している。Ｂ‐２区では地区の北西側に剥片がやや偏在

している。Ｂ‐３区では雨裂２沿いに打製石斧未製品・剥片が分布する。Ｃ‐２・３区ではそれぞれ出

土数は少ないが偏在した分布となる。Ｃ‐２区ではＵ‐９で剥片が近接し，Ｃ‐３区ではＶ‐７で未製品

に剥片が近接して分布しているが，攪乱の西側ではほとんど出土が見られなくなる。

第２７５図 Ｂ・Ｃ区打製石斧未製品・打製石斧剥片の分布（Ｓ＝１／８００）
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磨製石斧Ａ～Ｃ類
�ａ層ではＢ‐１区の中央の攪乱より東側に偏在して分布する。Ｑ‐１５では頁岩製が近接して出土し

た。Ｂ‐２区では散在して分布する。Ｃ‐３区ではＶ‐８で蛇紋岩製の２点が近接して出土した。磨製
石斧は石材に関係なく地区全域で散在的な分布となるが，Ｖ‐８の蛇紋岩製のように特定の石材で近
接して分布する例も認められる。
�ｂ層では�ａ層と比べて出土数が増加する。Ｂ‐１区では中央の攪乱より西側に頁岩製の高密度

の分布が見られるが，攪乱より東側の地区では安山岩製と頁岩製が混在する散在的な分布である。Ｂ
‐２区では蛇紋岩製２点が散在して分布する。Ｃ区では安山岩製が広範囲に散在して分布している。
磨製石斧未製品・蛇紋岩片
未製品は�ａ・ｂ層ともに出土せず，蛇紋岩片は�ｂ層のＢ‐１区東端で１点のみ出土した。

第２７６図 Ｂ・Ｃ区磨製石斧Ａ～Ｃ類・蛇紋岩片の分布（Ｓ＝１／８００）
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石皿

�ａ層ではＢ‐１～３区で散在的に分布している。Ｂ‐１区では地区の中央付近では散在し，Ｒ‐１１
では２点が近接して出土している。Ｂ‐２・３区では地区の東側に分布する。Ｃ‐２区では地区南側の

Ｕ‐９で高密度の分布が見られた。石材はＢ区では安山岩製が，Ｃ区では砂岩製が主に出土している。

�ｂ層では地区全体に分布が広がる。Ｂ‐１区では地区中央の攪乱の東側でＱ‐１４・１５の境界付近に
密度の高い分布が認められる。西側のＲ‐１１でも石材の異なる２点が近接している。Ｂ‐２・３区では

�ａ層と比べて出土数は増加するが，ほぼ全域に散在的な分布となっている。Ｃ‐２区ではＵ‐９で安
山岩製が近接して分布する。

Ｃ‐２区ではＵ‐９で�ａ・ｂ層ともに高密度に分布しているが，利用石材に差異が認められた。

第２７７図 Ｂ・Ｃ区石皿の分布（Ｓ＝１／８００）

－４１３－



台石
�ａ層ではＢ‐２区・Ｃ‐２区で各１点ずつ出土している。
�ｂ層ではＢ‐１区で出土が認められ，Ｑ‐１２，Ｑ‐１３で各１点ずつが出土し，Ｑ‐１２では砥石と近接

して出土している。Ｃ‐２区では�ａ層と同様Ｔ‐９からの出土である。
砥石
�ａ層では出土量が少なく散在的な分布である。Ｂ‐１区では地区のやや北側で散在的に分布し，

Ｂ‐３区では地区の西側に分布している。Ｃ区での出土は認められなかった。
�ｂ層では�ａ層と比べて出土数が増加し，Ｂ‐１区では中央の攪乱より東側の地区に分布が広が

る。Ｑ‐１３では台石と砥石が近接した分布となっている。攪乱より西側の地区ではＲ‐１２周辺でやや密
度の高い分布が見られた。Ｂ‐２区では出土量は増加するが，散在的な分布となる。Ｂ‐３区，Ｃ‐２
区からは各１点ずつの出土であった。他の地区からは出土していない。

第２７８図 Ｂ・Ｃ区台石・砥石の分布（Ｓ＝１／８００）

－４１４－



磨石／敲石Ａ類

�ａ層ではＢ‐１区で大型品２点が散在的に分布する。中・小型品も出土数は少ないが，分布はＢ

区の東端に偏在しており，Ｂ‐１区のＱ‐１５でやや密度の高い分布が見られた。Ｂ‐１区以外の地区か

らは数点ずつ出土するが散在的な分布である。

�ｂ層ではサイズにかかわらずＢ‐１区で�ａ層と比べて出土数が増加する。大型品はＰ・Ｑ‐１２周

辺で近接した分布となり，中・小型品もまたその周辺に分布が認められる。Ｂ‐１区以外の地区では

散在的な分布である。中・小型品もＢ‐１区以外の地区では散在的な分布となっている。Ａ類は石皿

とのセット関係が考えられたが，�ａ・ｂ層ともに分布域の重なりは認められなかった。

第２７９図 Ｂ・Ｃ区磨石／敲石Ａ類（サイズ大・中・小）の分布（Ｓ＝１／８００）

－４１５－



磨石／敲石Ｂ類
�ａ層では出土数が少ない。Ｂ‐１区では大・中・小の３タイプが１点ずつ出土している（Ｒ‐１１出

土分を含めると小は２点）が散在している。他の地区からの出土はＣ‐３区に１点の出土がある。
�ｂ層では�ａ層と比べて出土数が増加する。Ｂ‐１区ではＱ‐１４より東側で大・中型品が偏在する

分布が見られた。中央の攪乱より西側では散在的な分布となっている。Ｃ‐２区では地区東端のＴ・
Ｕ‐９で中・小型品が近接し偏在する分布が見られる。Ｃ区の他の区では，出土していない。
Ｂ類の中・小型品の分布を見てみると，�ｂ層ではＱ‐１４，Ｔ・Ｕ‐９周辺で近接した分布が認めら

れ，石核，剥片・砕片の集中域と重なりが認められる。
Ａ・Ｂ類ともにＢ‐１区に分布の中心が見られるが，Ａ類は地区中央の攪乱より西側に，Ｂ類は東
側に分布域を形成しており，分布域に相違が認められる。石皿との関係ではＢ類はＵ‐９で分布の重
なりが認められた。

第２８０図 Ｂ・Ｃ区磨石／敲石Ｂ類（サイズ大・中・小）の分布（Ｓ＝１／８００）
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磨石／敲石Ｃ類
�ａ層では出土していない。�ｂ層では各地区で出土が認められる。Ｂ‐１区では，Ｑ‐１２・１４で各

１点ずつ出土した。Ｂ‐２区は１点のみの出土である。Ｂ‐３区では北側の雨裂２に沿って出土するが
散在的な分布であった。Ｃ区では，２・３区で各１点ずつ出土している。
ストーンリタッチャー
�ａ層では出土せず，�ｂ層ではＢ‐１・３区で各１点ずつ出土した。Ｂ‐１区では地区の北側に分

布し，Ｂ‐３区では磨石／敲石Ｃ類と同じく雨裂２沿いに分布する。
Ｃ類，ストーンリタッチャーは剥片石器製作に関連する礫・岩片素材石器と考えられ，�ｂ層の分

布では原石・石核，剥片・砕片といった剥片剥離時の石器群の集中と重なる分布が認められた。Ｐ・
Ｑ‐１４では磨石／敲石Ｂ類も集中域を形成しており，この地点が剥片石器製作場として利用されてい
た可能性は高いと思われる。

第２８１図 Ｂ・Ｃ区磨石／敲石Ｃ類・ストーンリタッチャーの分布（Ｓ＝１／８００）
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石錘

�ａ・ｂ層ともにＢ区での出土はなく，Ｃ区でのみ出土している。Ｃ‐２区ではＶ‐８で安山岩製が
�ａ・ｂ層と層位に違いがあるものの近接して出土している。また，Ｃ‐３区では地区南西隅のＵ‐４
区で１点の出土があった。

円盤状石器

�ａ層ではＢ区での出土はなく，Ｃ‐３区のＶ‐７で１点のみ出土した。
�ｂ層ではＣ区での出土はなく，Ｂ‐１区のＱ‐１３で１点のみ出土した。
円盤状石器は岩片を素材としているが，�ａ層のＶ‐７と�ｂ層のＱ‐１３は礫・岩片素材石器群及び

剥片素材石器群ともに分布密度は比較的高い地点である。

第２８２図 Ｂ・Ｃ区石錐・円盤状石器の分布（Ｓ＝１／８００）
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岩片・水磨礫・小礫
�ａ層ではＢ区に分布の中心があり，Ｃ区では密度が希薄である。Ｂ‐１区ではＰ‐１４，Ｑ‐１４，Ｒ‐

１２の３ヶ所に偏在している。Ｐ‐１４，Ｑ‐１４では岩片・小礫が高密度に分布しており，Ｒ‐１２では密度
は低いものの岩片・小礫が近接して分布している。Ｂ‐２区では地区の中央から西側の地区に分布し
ており，雨裂２周辺のＴ‐１３・１４でやや密度の高い分布となっている。Ｂ‐３区では雨裂２に沿って高
密度に分布する。Ｃ‐１～３区は分布密度が低いが，Ｓ‐９のように近接して分布している地区もある。
�ｂ層ではＢ‐１区で�ａ層と比べて出土数が増加し，地区中央の攪乱より西側の地区で分布域が

広がる。Ｐ‐１２やＰ・Ｑ‐１３・１４の中央付近ではやや密度が高くなる。Ｂ‐２区では地区北側に分布の
中心が移っている。Ｂ‐３区では地区全域に分布が広がり，Ｕ‐１１では密度の高い分布が見られた。Ｃ
区では出土数は�ａ層と同様に少ないものの，Ｃ‐３区のＶ‐７で岩片が集中して分布している。

第２８３図 Ｂ・Ｃ区岩片・水磨礫・小礫の分布（Ｓ＝１／８００）
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第�章 ま と め
第１節 縄文時代後期～弥生時代前期の土器について
時期設定

権現脇遺跡の後期から弥生時代前期にかけての土器群を先学の研究と調査結果をふまえて�期～�

期の８期に区分し，各期の変遷を追いたい。主に島原半島・肥後地方との併行関係から，�期を御領

式，�期を天城式，�期を古閑式，�期を礫石原式，�期を山ノ寺式，�・�期を原山式，�期を原

山式に後続する土器群として対応させる。

各器種の変遷

深鉢

深鉢Ａ類は器面に貝殻条痕調整を施すものが多く，�期に位置付けられるものと考えるが，突帯文

期に残る可能性もある。

深鉢Ｂ類については深鉢Ｄ類の肩部の消滅によって成立したものと考えられ，�期に位置付ける。

深鉢Ｄ類に比べると器壁はやや厚くなり，内面のナデ調整も粗くなる。口縁部には突起を持つもの（第

５３図３５等）が見られるようになる。深鉢Ａ類同様貝殻条痕調整を施すものが多い。

深鉢Ｃ類は頸部と口縁部文様帯を持つ土器であるが，権現脇遺跡で出土した縄文時代後期以降の土

器群の中では最も古い時期から登場する。�期～�期に位置付けられる。器面の調整は貝殻条痕の後

丁寧なナデ調整か研磨調整を施すものがほとんどである。全体的な器形まで判断できる資料は少ない

が，口径に対して器高の比較的低い鉢形のものを一定量含んでいるものと考えられる。�期において

は外反する頸部に内傾・内湾する口縁部が付く（第８５図５３６・５３８）。�期においては口縁部文様帯が

直立する様になり，沈線は３～４本を施す。�期になると口縁部文様帯は幅を広くし，沈線は４～６

本となる。�期までの深鉢Ｃ類とⅢ期の深鉢Ｃ類の大きな違いは頸部の作りで，�期までは頸部上位

を外反させて口縁部文様帯をのせるのに対し，�期になると頸部は直線的に内傾して立ち上がり，頸

部上端を外側へ折り曲げるか別に粘土紐を貼り付けて外側に張り出させ，そこへ口縁部文様帯を取り

付けるようになる。これは口縁部文様帯が長大化し外傾することによって起こる製作段階での型崩れ

を防ぐ方法として採用された製作技術として理解でき，このことにより頸部と口縁部文様帯の境では

内面に稜や段が作られる。一方�～�期において共通する点として，口縁部文様帯に施される沈線の

最下位のものは多くが頸部と口縁部文様帯の境部分に引かれており，装飾としてだけではなく製作過

程での粘土紐を積み上げる際の接合という目的もあったものと考えられる。

深鉢Ｄ類は深鉢Ｃ類からの変化が考えられ，�期に位置付けられる。口縁部文様帯は極度に発達し，

間隔の広い平行沈線や弧状沈線が施されるようになる。深鉢Ｃ類に見られた頸部と口縁部文様帯の境

の部分は形骸化してわずかな段を残すのみか完全に消失する。また，深鉢Ｃ類において頸部であった

部分は肩部に変わり，その肩部も次第に形骸化してゆるい「Ｓ」字状をなして立ち上がる胴部へと変

容するものと考えられる。胎土・色調・調整においても深鉢Ｃ類とは大きな差がある。胎土には小礫

を多量に含むものが一定量見られるようになり，色調は深鉢Ｃ類に見られた赤味の強いものが数を減

らし，黄色味の強いものが増える。調整については外面には貝殻条痕調整を多用し，内面は丁寧なナ
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デ調整を施すものが多く見られる。

突帯文土器である深鉢Ｅ類は，多くが胴部と口縁部に突帯を貼り付ける。一部口縁部の突帯がない

ものが見られるが，胴部で屈曲せず口縁部のみに突帯を持つものは少ない。突帯に施される刻目原体

は指，棒状工具，ヘラ状工具が多く見られ，まれに貝殻腹縁を使ったものや棒状工具による刺突など

も見られる。器面調整としては貝殻条痕調整や擦過調整を明瞭に残すもの，胴部突帯より上位のみそ

の調整をなで消すもの，全体をナデ調整するものが見られる。

�期においては胴部突帯部分での屈曲が強く，刻目は指先によって爪痕を残す大振りの刻目が主体

を占める。器面には貝殻条痕を残すものが多く，器壁が厚い。口縁部突帯は口唇部から１．０�前後下

がった位置に貼り付けられる。�期では刻目原体の主体がヘラ状工具に変わり，また棒状工具の側面

を押し当てて刻むものが新たに登場する。胴部突帯部分での屈曲は�期と変わらないものもあるが，

明確な屈曲部を持たず内湾するもの（第１００図８２９等）が見られる。器面にはナデ調整を行うものが多

くなるが，器壁は�期と変わらず厚い。口唇部と口縁部突帯の間隔は�期に比べると縮まり，口唇部

に接するものも見られるようになる。�期においては刻目原体の主体はヘラ状工具で変わらないがさ

らにその比率は高まり，一方棒状工具の比率が下がる。器面は丁寧なナデ調整を行うものがほとんど

である。器壁は�・�期に比べると薄くなり，土器自体の大きさも�・�期に比べると小振りなもの

が多くなるものと思われる。胴部突帯と口縁部突帯の間に線刻を施すものが出現する。�期では�期

までの胴部突帯部分での屈曲がなくなり，口縁部は内傾・内湾することなく立ち上がる。刻目原体の

主体はヘラ状工具で，刻目は小刻みになり，押し引くのではなく切るように施すものが多くなる。Ｂ

区検出の埋甕についても当期に含まれる。

深鉢底部に関しては胴部・口縁部との接合する資料が乏しい。深鉢底部Ａ類は�・�期の深鉢Ｃ類

に伴うものであろう。深鉢底部Ｂ類は深鉢底部Ｃ類の張り出し底へとつながる兆しが見受けられ，�・

�期の深鉢Ｃ類の伴うものと考える。深鉢底部Ｃ類は深鉢底部Ｂ類から張り出し部分が発達したもの

として捉えられる。第５０図１に見られる様に深鉢Ａ類に伴う例があり，第１０９図１０２１のように刻目突

帯を付すものも見られる。深鉢Ａ類，深鉢Ｂ類，深鉢Ｄ類，深鉢Ｅ類に伴うものと思われる。深鉢底

部Ｄ類は器面調整などから	期以降のものと考えられるが，判然としない。深鉢底部Ｅ類はやはり	

期以降と考えられ，突帯を付すもの（第６６図２６２）もあることから下限は突帯文期まで考えられる。

浅鉢

浅鉢Ａ類は頸部が下位では内傾し上位で強く外反するもの（第６７図２６７・２７６，第１１１図１０４６等）と，

頸部が下位で外反し大きく開くもの（第６７図２６５，第１１１図１０５５等）がある。前者を�・�期に，後者

を�期に位置付ける。

浅鉢Ｂ類は頸部が大きく開いて口縁部へと至るが，頸部は緩やかに外反するものと直線的に伸びる

ものとがある。口縁部外面に沈線一条を引くものが見られ，浅鉢Ａ類に見られた口縁部文様帯が消滅

し，沈線のみが残ったものと考えられ，口縁部外面に沈線を持たないものは後出的である。口縁部に

は突起を持つもの（第６８図２８８・３０３，第１１２図１０６８）があり，また頸部の基部には肩部を作り出すも

の（第１１２図１０７０等）が見られる。�期～	期に位置付けられるものと考える。

浅鉢Ｃ類は頸部の作りにおいて外反させることを意識したものと直線的なものとがあり，外反させ
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るものは浅鉢Ａ類・浅鉢Ｂ類に見られる外反して大きく開く頸部を意識してのものと考えられ，浅鉢

Ｃ類の中では先出的なものと考える。大部分が�期に位置付けられようが，口縁部に突起を持つもの

（第６９図３０７）は，頸部内面の段が不明瞭で間延びしており，�期に位置付けられるであろう。

浅鉢Ｄ類は多くが短い頸部と幅の広い口縁部文様帯を持つが，一部頸部を作らないもの（第１１４図

１１２１・１１２２）がある口縁部文様帯には沈線を施すものと施さないものがある。�期に位置付けられる。

浅鉢Ｅ類については出土例が少なく，今後検討が必要である。

浅鉢Ｆ類は大きく張った胴部・肩部を特徴とし，口縁部の内面に段を作る。また，口縁部の外面に

は沈線を引くものと引かないものがあり，基本的には沈線を引くものから引かないものへと変化する

ものと考えられ，今後細分が可能かもしれない。�期である。

浅鉢Ｇ類は口縁部の作りは浅鉢Ｂ類と共通するが，丸みを帯びた肩部を持つ点で異なる。�期に位

置付けられる。

浅鉢Ｈ類は波状をなす口縁部を特徴とし，底部には沈線と暗文による装飾を施す。�期に属すると

考えられる。口縁部に突起を持つもの（第１１７図１１６０）も見られ，赤色顔料の塗付が認められるもの

もある。

浅鉢Ｉ類は浅鉢Ｈ類に後続するものと考えられ，多くが突帯を貼り付け，刻目を施したものも見ら

れることから突帯文期に伴うものである。

浅鉢Ｋ類は屈曲の強いものから屈曲のゆるいものへと変化するものと考えられる。口縁部内面に段

を持つもの（第１１９図１２３０・１２３１）は浅鉢Ｆ類からの変化が考えられ，浅鉢Ｋ類の中では古い位置付

けとなろう。突帯文期に位置付けられる。

浅鉢Ｌ類は胴部外面に段を持つものと持たないものが見られる。外面には貝殻条痕調整や擦過調整

を残し，内面のみ丁寧なナデ調整や研磨調整を施すものが多い。口縁部には突起を持つものがある（第

１２０図１２３９・１２４３）。刻目突帯を施すもの（第７６図４２９，第１２０図１２４６）も見られることから突帯文期ま

で見られる器種である。

浅鉢Ｍ類も浅鉢Ｌ類同様外面には貝殻条痕調整や擦過調整を残し，内面は丁寧なナデ調整か研磨調

整を施したものが多い。また，浅鉢Ｌ類と浅鉢Ｍ類はともに外面に厚く炭化物が付着するものが多く

見られ，器形的にも似かよっており，製作技法の上では違いが認められるが，機能的には同じ目的で

使用され，共存した時期においては補完関係にあったと考えられる。�期～突帯文期前半に位置付け

られよう。

壷

壷については器壁の厚さから大型品と小型品に分かれるようである。口縁部は段を作らず外反する

ものがほとんどであるが，口縁部外面を肥厚させて段を持つもの（第１２３図１２８８）や肩部に羽状文を

施すもの（第１２４図１３２８）があり，これらは�期以降に位置付けられよう。
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第２８５図 深鉢Ｅ類の刻目原体別出土数とその比率（出土位置記録分）
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� 時期別出土状況

Ａ・Ｄ区，Ｂ・Ｃ区それぞれの時期別に土器の出土状況を見る。

Ａ・Ｄ区

�期 出土は見られない。

�期 数量は多くはないが，Ａ‐１区を中心に出土が見られる。他の小区画に

ついてもわずかではあるが散在する。

�期 出土量が急激に増える。各小区画に分布が見られるが，特にＡ‐５区の

北東部分に集中的な出土がある。

�期 各期を通じて最も出土量が豊富である。分布は各小区画に及ぶが，特に

Ａ‐１区からＡ‐４区北東部分にかけて特に出土が集中する。

�期（突帯文�期）以降 遺物の出土はほとんど見られなくなる。

Ｂ・Ｃ区

�期 Ｂ区雨裂２の南側でわずかながら遺物の出土が見られるようになる。

�期 出土数量はやや増加する。Ｃ区での出土は少ない。一方Ｂ区ではＢ‐１

区と雨裂２周辺のまとまりとして捉えられるようだが，散在的で確定的

ではない。

�期 出土数が急激に増える。分布ははっきりと二つのまとまりを捉えること

ができる。一つはＢ‐１区で，北西・南東方向にやや細長く分布する。

もう一つはＣ区南東部分からＢ区南側部分にかけての雨裂２周辺に分布

域があり，Ｂ・Ｃ区のさらに調査区外，南側への広がりを推測させる。

�期 �期に引き続き，出土量は豊富である。雨裂１より北側のＢ‐１区にお

いて東西に分かれて二つのまとまりが認められる。また，雨裂２周辺に

おいてもまとまった出土が見られる。

�期（突帯文�期） 分布は雨裂１の北側であるＢ‐１区にほぼ限定され，多くが１１列から１４

列の中に収まる。Ｂ区のさらに北側への広がりが予想される。

�期（突帯文�期） 分布は�期に引き続きＢ‐１区にほぼ限定され，Ｂ区のさらに北側への

広がりが予想される。�期に比べ出土数が増大する。

�期（突帯文�期） 引き続き分布域はＢ‐１区にほぼ限定され，Ｂ区のさらに北側への分布

の広がりが予想される。

	期（突帯文�期） 分布はやはりＢ‐１区に限定されるが，出土数は�期に比べると大きく

減る。
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清田純一 １９９８「縄文後・晩期土器考－中九州の縄文後・晩期土器とのその並行型式について－」『肥後考

古』第１１号 肥後考古学会
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田川肇編 １９９４『県道国見雲仙線改良工事に伴う埋蔵文化財緊急発掘調査報告書』長崎県教育委員会

竹中哲朗 ２００１『稗田原遺跡Ⅴ』長崎県教育委員会
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考古学会
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中島直幸 １９８２「初期稲作期の凸帯文土器」『森貞次郎博士古希記念古文化論集』森貞次郎博士古希記念古

文化論集刊行会

中村友博 １９７７「和歌山県瀬戸遺跡の発掘調査」『京都大学構内遺跡調査研究年報』京都大学農学部構内遺

跡調査会・京都大学理学部付属瀬戸臨海実験所構内遺跡調査会

日本考古学協会特別委員会 １９６０「島原半島」『九州考古学』１０号 日本考古学協会

橋口達也編 １９８４『石崎曲り田遺跡Ⅱ』福岡県教育委員会

橋口達也編 １９８５『石崎曲り田遺跡Ⅲ』福岡県教育委員会

福田一志 １９９９「山の寺梶木遺跡」『県内主要遺跡内容確認調査報告書』Ⅱ 長崎県教育委員会

藤尾慎一郎 １９９０「西部九州の刻目突帯文土器」『国立歴史民族博物館研究報告』第２６集 国立歴史民族博

物館

古門雅高編 １９９５『国崎遺跡Ⅱ』南串山町教育委員会

古門雅高編 ２００１『東鷹野遺跡』有明町教育委員会

古城史雄編 １９９６『沖松遺跡』熊本県教育委員会

古田正隆 １９７０『山ノ寺梶木遺跡』百人委員会

古田正隆 １９７７『礫石原遺跡』百人委員会

古森政次・島津義昭 １９９４『ワクド石遺跡』熊本県教育委員会

本田秀樹編 １９９４『中木場遺跡』長崎県教育委員会

町田利幸・浦田和彦 １９８８『礫石原遺跡』島原市教育委員会

町田利幸 １９９７『黒丸遺跡Ⅱ』長崎県教育委員会

丸山伸二・濱田彰久 １９９３『大原天子遺跡』熊本県教育委員会

水ノ江和同 １９９７「北部九州の縄紋後・晩期土器」『縄文時代』８ 縄文時代文化研究会

村川逸郎編 １９９４『畑中遺跡』島原市教育委員会

村川逸郎編 １９９７『稗田原遺跡Ⅰ』長崎県教育委員会

村川逸郎編 １９９８『稗田原遺跡Ⅱ』長崎県教育委員会

森貞次郎 １９６６「弥生文化の発展と地域性 九州」『日本の考古学』Ⅲ弥生時代 河出書房

山崎純男 １９８０「弥生文化成立期における土器の編年的研究」『鏡山猛先生古希記念古文化論攷』

山崎純男・島津義昭 １９８１「晩期の土器」『縄文文化の研究』４ 雄山閣

吉田正一編 １９９４『大久保遺跡』熊本県教育委員会

渡辺誠 １９９１「組織痕土器研究の諸問題」『交流の考古学』肥後考古学会

和田好史 １９９３『中堂遺跡』人吉市教育委員会
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第２８６図 Ｂ・Ｃ区時期別分布�（Ｓ＝１／８００）
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第２８７図 Ａ・Ｄ区時期別分布�（Ｓ＝１／８００）
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Ⅴ期（突帯文Ⅰ期）Ⅲb層�

Ⅳ期Ⅲb層�

Ⅵ期（突帯文Ⅱ期）Ⅲb層�

第２８８図 Ｂ・Ｃ区時期別分布�（Ｓ＝１／８００）
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Ⅴ期（突帯文Ⅰ期）Ⅲb層�

Ⅵ期（突帯文Ⅱ期）Ⅲb層�

第２８９図 Ａ・Ｄ区時期別分布�（Ｓ＝１／８００）

－４２９－



Ⅶ期（突帯文Ⅲ期）Ⅲb層�

Ⅷ期（突帯文Ⅳ期）Ⅲb層�

第２９０図 Ｂ・Ｃ区時期別分布�（Ｓ＝１／８００）
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Ⅶ期（突帯文Ⅲ期）Ⅲb層�

Ⅷ期（突帯文Ⅳ期）Ⅲb層�

第２９１図 Ａ・Ｄ区時期別分布�（Ｓ＝１／８００）
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第２節 石器について
権現脇遺跡では，�ｂ層から縄文時代早期中葉～後葉の石器群が，�ａ層・�ｂ層から縄文後期～

弥生早期にかけての石器群が発見された。以下では，本遺跡の主体である�ａ層・�ｂ層出土石器群

の組成を中心に，調査成果を整理しておきたい。

縄文時代早期の石器群について

縄文早期の土器に伴う石器群は主にＤ区の�ｂ層から出土した。器種的には基部に逆「Ｕ」字状の

深い抉りを施した長身形の鍬形鏃が多く，柏原型石核・石匙・台形状削器など該期に特徴的な器種が

見られる。石材は黒曜石と無班晶質玄武岩を用いているが，黒曜石は暗灰色の針尾島系と考えられる

ものが大半で，黒色黒曜石を多用する�ａ層・�ｂ層の石器群とは対照的である。

分布の中心はＤ区で，�ｂ層が残っていないＡ～Ｃ区では断片的な遺物が確認されたに過ぎない。

資料数が少ないため詳細は不明だが，石鏃と削器類を主体とする石器組成で，器種的偏在が強いこと

から定住的様相は考えにくい。狩猟場など一時的な利用の痕跡を示しているようである。早期として

報告した資料には旧石器的なものも見られたが，ナイフ形石器などの定型石器は確認できなかった。

縄文時代後期～弥生時代早期の石器群について

�ａ層・�ｂ層の出土資料は，権現脇遺跡の主体をなすものである。大部分は縄文時代晩期を中心

とする時期と考えられるが，伴出土器を考慮すると縄文時代後期末～弥生時代早期の時間幅で捉える

必要がある。�ａ層・�ｂ層出土の石器群は，第�章第４節で述べたように大半をドットマップ遺物

として取り上げており，その地区別・層位別数量は第５５～５９表に示した通りである。以下では集計表

とグラフに基づいて，石器群の全体像を簡単にまとめておきたい。

第２９２図は第５７表から作成した石器組成グラフで，上段が大別器種，中段が剥片素材石器群（Ａ群）

の各器種，下段が礫・岩片素材石器群（Ｂ群）の各器種の構成を示している。左はＡ・Ｄ区，右はＢ・

Ｃ区である。このグラフは全器種を対象としているため全体の傾向は把握しやすいが，逆に１００点以

下の器種では差異が現れにくい。この問題を回避するために作成したグラフが第２９３図である。同図

中段は，剥片素材石器群（Ａ群）から使用痕剥片・二次加工剥片Ｂ類・不明�を除外したもので，下

段は礫・岩片素材石器群（Ｂ群）から打製石斧剥片と不明�を除外している。上段のグラフは，基本

的に中段・下段のデータと同一だが，剥片素材石器群（Ａ群）から数量の多い二次加工剥片Ｂ類と使

用痕剥片を独立させて追加し，水磨礫・小礫・岩片・石製品を除外したものである。

全体の石器組成について

まず第２９２図の上段から全体を概観しておこう。量的に最も多いのは，剥片素材石器群（Ａ群）で，

計２，６２１点を数える。原石・石核・剥片・砕片を加えると５，１４８点で，全体（６，１６６点）の８３．４９％を占

める。石材別では黒曜石Ａ類４，０３１点，黒曜石Ｂ類８０点，黒曜石Ｃ類１１点，無班晶質玄武岩１，０２０点，

その他６点で圧倒的に黒曜石Ａ類の利用が多く，無班晶質玄武岩との比率は約４：１となる。

礫・岩片素材石器群（Ｂ群）の総数は５８８点で，全体に占める比率は９．５４％，水磨礫・小礫・岩片

を加えた場合でも１，０１７点で，総数に対する比率は１６．４９％に留まる。

このように権現脇遺跡の石器群は，黒色良質の黒曜石Ａ類を多用した剥片素材石器群とそれに関連

する原石・石核・剥片・砕片が全体の８割強を占めている点に特徴がある。

－４３２－



第２９２図 権現脇遺跡の石器組成グラフ�（全器種）
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剥片素材石器群について

権現脇遺跡における剥片剥離は「十郎川型剥片剥離技術」（橘１９７８）と呼ばれるもので，打面転移

を頻繁に繰り返しながら中型～小型の不定形剥片を大量に生産している。それは黒曜石製の石核で顕

著に認められ，残核というべき状態に至るまで徹底的に剥離されている例が多い。剥片石器や剥片に

は長さ５�を超えるものも見られるが，このような比較的大型の縦長剥片に対応するような剥離面を

残す石核は皆無に近い。剥片剥離の進行に伴って初期段階の作業面が失われているからである。接合

資料に乏しいため石核の検討から剥片剥離作業のプロセスを復元することは困難だが，残された剥片

や剥片石器の状態に基づく，ある程度の推察は可能である。簡単に整理しておこう。

黒曜石の場合，鶉卵～鶏卵～拳大の原石が使用されているようである。第１２８図２２は長さ６�を超

える縦長剥片を素材とする彫器で，背面側に先行する数枚の縦長剥離痕が残されていることから，原

石は８～１０�を超えるサイズであったと推定される。背面には粗雑ながらもクレステッド調整が施さ

れており，縦長剥片の剥離に先立って誘導稜線を準備したものと思われる。第１５３図２０６・２１０は，原

石の直線的な稜線を活用した例で，縦長剥片の剥離を容易にするための配慮と言えよう。第１３５図６８

は背面側に連続的な縦長剥離痕を残しているが，最終的には横位の撃打で剥離されており，９０°の打

面転移を試みた初期状態の資料と考えられる。こうした資料の存在から，拳大の原石の場合，最初に

縦長剥片を剥離し，それが困難になった段階から９０°あるいは１８０°の打面転移を繰り返して不定形剥

片の剥離へ移行したものと思われる。縦長剥片の剥出が可能かどうかは原石のサイズや形状に規制さ

れるが，それが得られた場合には，削器・彫器・使用痕剥片などに利用されることが多い。鶉卵～鶏

卵大の場合，第１５１図１９４のように細石刃状の縦長剥片を連続的に剥離している例も見られるが，大半

は最初から不定形剥片を剥出しているようである。総じて自然面や先行する剥離面を打面とするもの

が多く，また限界まで剥片剥離を実施しているため小型で最終剥離面の長さが２�に満たないものも

少なくない。

剥片素材石器群のなかで，量的に多いのは使用痕剥片と二次加工剥片Ｂ類である。前者は計１，４６６

点（うち黒曜石Ａ類１，２５４点＝８５．５％），後者は計５０９点（同４８５点＝９５．３％）を数える。それぞれを剥

片素材石器群＋原石＋石核＋剥片の合算値（計４，４６５点：砕片を除く）に対する比率で見ると，使用

痕剥片＝３２．８３％，二次加工剥片Ｂ類＝１１．４０％で両者の合計（計１，９７５点）は４４．００％となる。もちろ

ん微細剥離痕＝使用痕という確証はなく，偶発剥離を誤認している例が少なからず含まれている可能

性は否定できない。二次加工剥片Ｂ類も一部に偶発剥離や使用痕を含んでいる可能性がないわけでは

ないが，その危険率は使用痕剥片に比べて低く，大部分は人為的な二次加工と考えられる。

前述したように剥片素材石器群＋原石＋石核＋剥片の合計は４，４６５点である。これを［原石＋石核］

と［二次加工剥片Ｂ類・使用痕剥片を含む剥片素材石器群＋剥片］に大別して見ると［１２＋１６８＝１８０］：

［２，６２１＋１，６６４＝４，２８５］となる。剥片総量である後者の値を石核数（１６８点）で割ると１：２５．５１で，

石核１点あたり２５枚以上の剥片が生産されていることになる。石材別に同様の計算を試みると黒曜石

Ａ類では１：２３．６８，無班晶質玄武岩では１：３２．７０である。無班晶質玄武岩の数値が高いのは，原石

（あるいは石核の素材剥片）が黒曜石に比べて大きいことに起因しているのであろう。

次に代表的な剥片石器である石鏃や削器などの比率を見ておこう。剥片総量（４，２８５点）を母数と

すると［石鏃＋局部磨製石鏃＋石鏃未製品］＝計１０７点（２．５０％），［石匙＋掻器／削器類（Ａ～Ｄ類）］
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＝計２６３点（６．１４％），［石錐＋彫器＋楔形石器＋つまみ形石器＋篦状石器＋異形石器＋不明�］＝計

１４９点（３．４８％），［二次加工剥片Ａ類］＝計１２７点（２．９６％）となり，合計でも６４６点（１５．０８％）に過

ぎない。一方，二次加工剥片Ｂ類は計５０９点（１１．８８％），使用痕剥片は計１，４６６点（３４．２１％），剥片は

計１，６６４点（３８．８３％）で，その合計は３，６３９点（８４．９２％）となる。つまり生産された剥片の総量に対

して二次加工を施したものが１５．０８％＋１１．８８％＝２６．９６％，使用痕（と思われる微細剥離痕や摩耗痕）

のあるものが３４．２１％，剥片のまま残されたものが３８．８３％という比率である。この数値は，剥片生産

量の多さを示すと同時に，石鏃や削器など定型石器の素材として有効に活用されていないことを示し

ているように見える。従来，西北九州における該期の剥片剥離は，非効率的・非経済的・乱暴である

といった負のイメージで語られることが多い。たしかに石核は執拗なまでの剥片剥離が行われている

ことが多く，なかには剥片剥離作業というより原石の破砕としか思えないようなものさえある。その

結果生み出された剥片の多くは長さ２～３�以下の小型・不定形であり，小型石鏃や石錐などごく一

部の器種の素材にしかなり得ない。ここで問題となるのが二次加工剥片Ｂ類の存在である。

本遺跡で二次加工剥片Ｂ類とした器種は，縦長剥片や不定形剥片を素材として，側縁や末端の一部

に急角度加工を施したものである。素材は長さ２～３�以下の小型品が多く，１�に満たないものも

見られる。二次加工は主要剥離面側から背面側に施されているものが大半を占め，なかにはナイフ形

石器のブランティング加工と見紛うようなものもさえある。全体に局部的・限定的な加工例が多く，

注意深く観察しないと見落としてしまいそうなものも少なくない。正確な数量としては示せないが，

使用痕と思われる微細剥離痕が認められるものも多く，擦痕（線状痕）や摩耗痕が観察される例もあ

る。こうした特徴から考えると二次加工剥片Ｂ類が人為的に加工され，使用された剥片石器であるこ

とは確実と思われる。

本遺跡は普賢岳山麓の標高２００�を超える火山性扇状地に占地し，縄文時代晩期～弥生時代早期を

中心とする時期に形成されており，石器組成には一定量の掻器／削器Ｄ類・打製石斧・石庖丁様石

器・磨石・石皿などがある。掻器／削器Ｄ類は，大部分が無班晶質玄武岩製の大型剥片を素材とする

もので，第１３１図４６腹面のように顕著なポリッシュが認められるものがあることから，収穫具的な用

途に供された可能性を想定することができる。打製石斧や石庖丁様石器なども農耕的色彩を強く示唆

する器種である。二次加工剥片Ｂ類が権現脇遺跡の石器群のなかでも量的に最も多い剥片石器である

ことを考えれば，掻器／削器Ｄ類・打製石斧・石庖丁様石器ともに農耕的な生業活動に関与した器種

である可能性も想定される。その場合，いかなる用途に供されたのであろうか。

繰り返しになるが，二次加工剥片Ｂ類は黒曜石を多用する１～３�程度の小型剥片石器である。加

工痕を見逃せば砕片に分類されてしまいそうなほど小さなものもあり，単体での使用は考えにくい。

使用痕剥片では，稜線やバルブ付近に擦痕・摩耗痕が残されている例があることから，二枚の板の間
ソリ

に挟んで使用された可能性も考えられる。トルコの民族例には橇状木板の裏面に多量のフリント製石

刃を埋め込んだ脱穀具があり，こうした組み合せ石器としての利用法を想定する必要があるのかもし

れない。現状では使用痕分析を実施していないため二次加工剥片Ｂ類の機能・用途に言及できない。

しかし今回の調査により，徹底的な剥片剥離より生産された大量の小型・不定形剥片を二次加工剥片

Ｂ類の素材として活用していることは明らかとなった。このことは西北九州縄文晩期の遺跡で普遍的

に見られる徹底的な剥片剥離の背景を理解するうえで，重要な意味を持つと思われる。
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Ａ・Ｄ区とＢ・Ｃ区の差異について

土器から見た場合，Ａ・Ｄ区＝古相，Ｂ・Ｃ区＝新相という時間差が想定できることはすでに触れ

たが，石器ではどうであろうか。両区を比較すると，全体量はＢ・Ｃ区が多いものの組成自体は比較

的近似した構成を示している。第２９２図上段ではＢ・Ｃ区の砕片と岩片が多さが目立つが，これはＢ

区から調査を開始したため，より慎重な取り上げを行ったことによる調査時のバイアスである。

剥片素材石器群の大勢は近似的だが，Ｂ・Ｃ区では打製石鏃がＡ・Ｄ区の二倍近くに増加している。

にも関わらずＡ・Ｄ区で３点出土している局部磨製石鏃がＢ・Ｃ区で全く見られないことは興味深い。

両区の時間差を考慮すると，Ａ・Ｄ区の時期とＢ・Ｃ区の時期との間に局部磨製石鏃が衰退・消滅し

た可能性を示唆しているのであろう。掻器／削器類は，Ａ類とＤ類がほぼ同数であるのに対し，Ｂ類・

Ｃ類は倍増している。掻器／削器Ｂ類は緩角度加工の刃部を有する一般的な削器で，解体具とすれば，

Ｂ・Ｃ区での石鏃増加（狩猟活動の活発化）に連動する変化と考えることができる。篦状石器は縄文

時代後期後葉を主体とする大野原遺跡（諌見編２００１）で７０点を超える量が出土しているが，本遺跡で

はＡ・Ｄ区でも６点に過ぎず，Ｂ・Ｃ区は３点とさらに半減している。石匙はＢ・Ｃ区で１点出土し

たのみで，Ａ・Ｄ区では出土しなかった。単なる偶然の可能性もあるが，いずれにせよ石器組成全体

のなかで石匙の占める比率は極端に低い。逆に異形石器はＡ・Ｄ区のみの出土でＢ・Ｃ区には見られ

ない。

礫・岩片素材石器群では，Ｂ・Ｃ区における磨製石庖丁と礫錐の出土が特筆される。磨製石庖丁は

擦切穿孔を施したもので，長崎県内では北有馬町原山遺跡と大村市黒丸遺跡に続く３例目となった。

礫錐は砂岩製の小型棒状水磨礫を素材とするものでＣ区から出土したが，加工対象と考えられる円形

穿孔タイプの石庖丁は発見されなかった。石庖丁様石器はＡ・Ｄ区＝８点，Ｂ・Ｃ区＝９点とほぼ同

数で，両区の間に差異は見られない。収穫具的な機能を有すると考えられる掻器／削器Ｄ類もＡ・Ｄ

区＝２０点，Ｂ・Ｃ区＝２１点という数値である。磨製石斧はＢ・Ｃ区での変動が目立つ器種である。伐

採具と考えられる磨製石斧Ａ類の増加が著しく，扁平幅広で刃部のみを研磨したＣ類も増加している

が，逆に加工具（ノミ形）と考えられるＣ類は激減する。磨製石斧未製品はＡ・Ｄ区で３点出土した

のに対し，Ｂ・Ｃ区では皆無であった。打製石斧はＢ・Ｃ区でＤ類が増加しているものの，全体とし

ては両区ともに近似している。打製石斧未製品や剥片類も同様である。石皿は，Ａ・Ｄ区の１４点に対

してＢ・Ｃ区では４５点が出土している。いずれも破片数で個体数での比較ではないが，両区とも同様

の石材を利用しており，被熱や凍結で破断したと考えられる資料である。石皿と連動するように磨石

／敲石Ａ類（滑面のみを有する磨石）や砥石も同様の増加を示しており，Ｂ・Ｃ区では砂岩製や安山

岩製の大型石器の多さが目立っている。石錘はＢ・Ｃ区だけに見られる器種だが，Ｃ区から３点出土

したのみで，Ａ・Ｄ区とＢ・Ｃ区を比較する上での指標になる器種ではない。

以上述べてきたように，権現脇遺跡Ａ・Ｄ区とＢ・Ｃ区の石器群は全体として近似した組成を示す

が，Ｂ・Ｃ区では擦切穿孔の磨製石庖丁や礫錐など，大陸系磨製石器とその工具が新たに出現してい

る点に大きな特徴がある。また第１７１図３０７の石材は朝鮮半島産のアマゾナイト（天河石）である可能

性が高くＢ・Ｃ区の時期における大陸系文物の流入を示している。Ｂ・Ｃ区では打製石鏃・掻器／削

器Ｂ類・磨石・石皿などが増加しており磨製石斧の構成も変化しているが，打製石斧や収穫具と考え

られる掻器／削器Ｂ類・石庖丁様石器には，大きな変化が見られない。二次加工剥片Ｂ類はＡ・Ｄ区

の２１１点からＢ・Ｃ区で２９８点と増加しているが，両区とも石器組成の首位を占める器種である点は変

わらない。
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第２９３図 権現脇遺跡の石器組成グラフ�（一部除外）
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第２９４図 権現脇遺跡の石器

第Ⅴ章 総 括
権現脇遺跡は雲仙普賢岳東山麓に営まれた遺跡である。今回の調査において本遺跡は縄文時代早期

から現代に至るまで断続的に造営されてきたことが明らかとなった。

島原半島における縄文時代晩期～突帯文期の遺跡は「ハチマキゾーン」とも呼ばれる２００�前後の

標高域に，広範囲に造営されることがこれまで指摘されてきた。例を挙げれば，礫石原遺跡（島原市），

山ノ寺梶木遺跡（深江町），原山遺跡（北有馬町）などがある。権現脇遺跡の主体をなす時期も縄文

時代晩期を中心とする縄文時代後期から弥生時代前期であるが，比較的長期にわたって，水無川右岸

の緩やかな傾斜地に標高１９０�～２８０�の間に東西約１．３�，南北２００～３００�の範囲に広がっており，

前述の遺跡と同様の様相を示す。

石器における主要器種を「狩猟具類（打製石鏃＋局部磨製石鏃＋石鏃未製品）」，「収穫具類（掻器

／削器Ｄ類＋磨製石庖丁＋石庖丁様石器）」，「磨石・石皿類（磨石／敲石（Ａ～Ｃ類）＋石皿＋台石）」，

「打製石斧類（打製石斧（Ａ～Ｄ類）＋打製石斧未製品）」，「磨製石斧類（磨製石斧（Ａ～Ｃ類）＋

磨製石斧未製品）」の５つにまとめてグラフ化すると第２９４図になる。権現脇遺跡の石器組成は，縄文

時代を通じて見られる狩猟具類や磨石・石皿類の他に，収穫具類や打製石斧類の出土が豊富であるこ

とを特徴とする。これは動物性食糧や根茎類・堅果類などの植物性食糧の利用に加えて，雑穀や穀物

の栽培を植物性食糧獲得の手段として持ちえていたことを推察させる。それを裏付けるように土器の

器面に残された種子圧痕の中にはイネも確認された。立地から見て水田施設等の存在は考えづらく，

焼畑などの形態を採用していたことが考えられる。

また，アマゾナイト（天河石）製勾玉や擦り切り穿孔を施した石庖丁の存在は大陸文化の流入を考

えるとき，注目すべき資料である。

今回の調査では眉山起源の火砕流を起因とする倒木痕も多く検出された。普賢岳の平成噴火の際に

は，１万回近くの火砕流が普賢岳の東斜面を駆け下り，降雨のたびに水無川・中尾川では土石流が発生

した。遺跡周辺のみならず，深江町や隣接する島原市が大きな被害に見舞われたことは記憶に新しい。

普賢岳をはじめとする雲仙山系の火山活動はときに近づくことさえ許されないほどの大きな制限を人

類に加えたが，権現脇遺跡ではその合間を縫うように脈々と人類活動が営まれた。火山活動によって

培われた肥沃な大地は，生活の基盤となって大きな恵みを人類に与えもしたのである。そういった意

味で火山活動と人類活動の交差する地点，それが権現脇遺跡であったといえる。

【参考文献】
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藤尾慎一郎 １９９３「生業からみた縄文から弥

生」『国立歴史民俗博物館研究報告』第４８集

国立歴史民俗博物館
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遺跡遠景（西から）

遺跡遠景（北から）

図版１
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調査風景・整理風景

図版２
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範囲確認調査出土遺物
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Ｄ区Ｇ列北壁土層（南から）

Ｄ区東側露頭（南東から）

図版４
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Ａ区（Ａ‐５）�層上面遺構検出状況（西から）

Ａ区（Ａ‐３）�層上面遺構検出状況（南から）

図版５
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Ａ区（Ａ‐１・２）�層上面遺構検出状況（西から）

Ａ区（Ａ‐４）�層上面遺構検出状況（西から）

図版６
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Ａ区（Ａ‐１）�層上面遺構検出状況（南西から）

Ａ区（Ａ‐２）�層上面遺構検出状況（西から）

図版７
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Ｄ区�層上面検出状況（南から）

Ｄ区�層上面検出状況（北から）

図版８
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Ｃ区�層上面遺構検出状況（東から）

Ｃ区�層上面遺構検出状況（西から）

図版９
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Ｂ区�層上面遺構検出状況（西から）

Ｂ区�層上面遺構検出状況（北東から）

図版１０
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Ｂ区�層上面遺構検出状況（西から）

Ｂ区�層上面遺構検出状況（東から）

図版１１
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Ｂ区埋甕検出状況（東から）

Ｂ区埋甕検出状況（南から）

図版１２
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Ａ区土坑１検出状況（西から）

Ａ区土坑２検出状況（北から）

図版１３
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Ａ区土坑墓検出状況（北から）

Ａ区土坑墓検出状況（西から）

図版１４
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Ａ区土坑墓検出状況（北から）

Ａ区土坑墓検出状況（北から）

図版１５
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Ｄ区桝状水場遺構（北から）

Ｄ区円形状水場遺構（東から）

図版１６
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雨裂１（東から）

雨裂２（東から）

倒木痕

倒木痕

雨裂１（東から）

雨裂２（北から）

倒木痕

クズの根

図版１７
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Ａ区土器・土製品出土状況

図版１８
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Ａ区石器出土状況

Ｄ区土器・石器出土状況

図版１９
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Ｂ区土器・石器出土状況

図版２０
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Ｂ区鉄器出土地点

Ｂ区鉄器出土状況

図版２１

鉄器出土位置
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Ａ・Ｄ区ピット群出土土器

Ｂ・Ｃ区ピット群出土土器
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Ｂ区埋甕

１

１

図版２３
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Ａ区土坑１内出土土器

Ａ区土坑２内出土石器
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Ａ区土坑墓内出土土師皿

１

１

１

５

９

５

５

９

９

２

２

６

６

１０

１０

２

６

１０

７

３

７

１１

１１

３

３

７

１１

４

４

８

８

４

８

図版２５



Ｄ区桝状水場遺構内出土遺物

Ｄ区円形状水場遺構内出土遺物・水田址内出土遺物
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縄文時代早・前期の土器
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縄文時代早・前期の土器
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３０

２６

３０

２６

２３

２３

３５

３５

３１

３１

２７

２７

３６

２４

３６

２８

３２

２４

２８

３２

図版２８

－４６８－



縄文時代早・前期の土器

４０

３９

４０

３９

３７

３７

４１

４２

４１

４２

４３

４４

４３

４４

４７

４６

４５

４５

４６

４７

４９

４８

４９

４８

３８

３８

５１

５０

５０

５１

図版２９

－４６９－



縄文時代早・前期の土器

５２

５６

５７

５２

５６

５７

５８

５８

６１

５９

６０

６０

５９

６１

５３

５３

６２

６２

６３

６３

５４

６４

６４

５４

６６

６６

５５

６８

６８

６５

６７

５５

６７

６５

図版３０

－４７０－



縄文時代早・前期の石器

１

１

１５

１５

８

８

９

２

２０

２

９

２０

１６

１６

３

３

１０

１０

１７

１７

４

１１

１１

４

５

５

２１

１２

１２

２１

１８

１８

６

６

１３

１３

７

７

２２

１４

１４

２２

１９

１９

図版３１

－４７１－



縄文時代早・前期の石器

２３

２３

２６

２６
２７

２７

２４

２４

２８

２８

３０

３０

２９

２５

２５

２９

図版３２

－４７２－



縄文時代早・前期の石器

３１

３１

３２

３２

図版３３

－４７３－



縄文時代後期～弥生時代前期の土器（Ａ・Ｄ区）

１

２ ２

１

図版３４

－４７４－



縄文時代後期～弥生時代前期の土器（Ａ・Ｄ区）

７

６

７

６

１５

１５

３

３

１２

１２

８

８

１７

１７

１３

１３

４

４

９

９

１８

１０

１４

１４

１０

１８

５

１９

１１

１６

１６

５

１９

１１

図版３５

－４７５－



縄文時代後期～弥生時代前期の土器（Ａ・Ｄ区）

２０

２０

２８

２８

２３

２３

２１

２５

２１

２５

２９

２９

２４

２４

３０

３０

２６

３１

３１

２６

２２

３２

２２

２７

３２

２７

図版３６

－４７６－



縄文時代後期～弥生時代前期の土器（Ａ・Ｄ区）

３３

３７

３６

３７

３３

３６

図版３７

－４７７－



縄文時代後期～弥生時代前期の土器（Ａ・Ｄ区）

３５

３５

図版３８

－４７８－



縄文時代後期～弥生時代前期の土器（Ａ・Ｄ区）

４０

３４

３４

４０

図版３９

－４７９－



縄文時代後期～弥生時代前期の土器（Ａ・Ｄ区）

３９

３８

３８

３９

図版４０

－４８０－



縄文時代後期～弥生時代前期の土器（Ａ・Ｄ区）

４２

４１

４２

４１

図版４１

－４８１－



縄文時代後期～弥生時代前期の土器（Ａ・Ｄ区）

４９

４９

４３

４３

４４

４４

４８

４８

５３

４５

４５

５０

５３

５０

５４

５１

４６

５４

５１

４６

４７

５５

５２

４７

５５

５２

図版４２

－４８２－



縄文時代後期～弥生時代前期の土器（Ａ・Ｄ区）

７２

５６

５６

６４

６４

７２

８６

７９

７９

８６

５７

５７

６５

７３

７３

６５

８２

８２

８７

８７

７４

７４

６６

６６

５８

８３

８３

５８

６７

８８

８８

６７

７５

７５

５９

５９

６８

６８

７６

８０

８９

８０

８９

６０

６０

７６

６９

６９

８１

８１

６１

６１

９０

９０

７７

７７

７０

７０

６２

８４

６２

８４

６３

８５

７８

７１

９１

６３

７８

８５

７１

９１

図版４３

－４８３－



縄文時代後期～弥生時代前期の土器（Ａ・Ｄ区）

９２

９９

９９

９２

１０５

１０５

１１６

１１６

９３

９３

１０６

１０６

１００

１１７

１１７

１００

９４

９４

１０９

１０７

１１３

１０７

１０９

９５

１１３

９５

１０１

１０１

１１４

１０８

１０８

１１４

９６

９６

１０２

１０２

１１２

１１０

１１０

９７

９７

１０３

１０３

１１５

１１１

１１２

１１１

１０４

１１５

１０４

９８

９８

図版４４

－４８４－



縄文時代後期～弥生時代前期の土器（Ａ・Ｄ区）

１２２

１２６

１２２

１３０

１３０

１２６

１１８

１１８

１３１

１３１

１２３

１２３

１２７

１２７

１１９

１１９

１３２

１３２

１２８

１２８

１２０

１２４

１２４

１２０

１３３

１３３

１２５

１２５

１２１

１２１

１２９

１２９

１３４

１３４

図版４５

－４８５－



縄文時代後期～弥生時代前期の土器（Ａ・Ｄ区）

１３５

１３５

図版４６

－４８６－



縄文時代後期～弥生時代前期の土器（Ａ・Ｄ区）

１４０

１４０

１４６

１４６

１３６

１４１

１３６

１４５

１４１

１４５

１５２

１５２

１４２

１４２

１３７

１４９

１４９

１３７

１４３

１５３

１５３

１３８

１４３

１３８

１５０

１５０

１５４

１５４

１３９

１４４

１４４

１５１

１３９

１５１

図版４７

－４８７－



縄文時代後期～弥生時代前期の土器（Ａ・Ｄ区）

５９

１４８

１４７

１２６

１４８

１４７

１３２

図版４８

－４８８－



縄文時代後期～弥生時代前期の土器（Ａ・Ｄ区）

１６２

１６２

１７２

１６８

１７２

１７８

１６３

１７８

１５５

１５５

１６８

１６３

１７３

１６４

１７３

１５６

１６９

１５６

１６４

１６５

１６９

１７９

１７４

１７９

１７４

１６５

１５７

１５７

１５８

１７５

１８０

１８０

１７５

１５８

１７０

１５９

１７６

１７０

１７６

１５９

１６６

１６６

１６０

１８１

１６０

１８１

１６１

１７１

１６７

１７７

１８２

１７７

１８２

１７１

１６７

１６１

図版４９

－４８９－



縄文時代後期～弥生時代前期の土器（Ａ・Ｄ区）

１９８

１９８

１８３

１８３

１８８

１８８

１９２

１９２

１９９

２０５

１９９

２０５

１８４

１９３

１９３

１８９

１８４

１８９

２０６

２０６

２００

２００

１９０

１９０

１９４

１９４

１８５

２０１

２０７

２０７

１８５

２０１

２０２

１９５

１９１

１９１

１８６

１９５

２０２

１８６

２０８

２０８

１９６

１９６

２０３

２０３

２０９

２０９

１８７

２１０

２０４

１９７

１９７

１８７

２０４

２１０

図版５０

－４９０－



縄文時代後期～弥生時代前期の土器（Ａ・Ｄ区）

２２３

２１１

２１１

２２３

２１９

２１９

２１５

２１５

２２４

２２４

２１２

２１２

２２０

２２０

２１６

２２５

２１６

２２５

２１３

２１３

２２１

２２１

２１７

２２６

２１７

２２６

２１４

２２７

２１４

２２７

２２２

２２２

２１８

２１８

図版５１

－４９１－



２１１（口縁部）

２１４（胴部）

２１８（胴部）

２２２（胴部）

２２５（口縁部）

縄文時代後期～弥生時代前期の土器（Ａ・Ｄ区・刻目突帯文土器拡大）

２１２（口縁部）

２１５（胴部）

２１９（胴部）

２２３（口縁部）

２２５（口唇部）

２１３（口縁部）

２１６（胴部）

２２０（胴部）

２２４（口縁部）

２２６（口縁部）

２１３（胴部）

２１７（胴部）

２２１（胴部）

２２４（胴部）

２２７（口縁部）

図版５２

－４９２－



２２８

２３２

２３６

２４０

２４４

２４８

２５２

２５６

縄文時代後期～弥生時代前期の土器（Ａ・Ｄ区）

２２９

２３３

２３７

２４１

２４５

２４９

２５３

２５７

２３０

２３４

２３８

２４２

２４６

２５０

２５４

２５８

２３１

２３５

２３９

２４３

２４７

２５１

２５５

２５９

図版５３

－４９３－



２６０

２６４

２４０（底面）

２６０（底面）

縄文時代後期～弥生時代前期の土器（Ａ・Ｄ区）

２６１

２５７（底面）

２６３（底面）

２６２

２５８（底面）

２６４（底面）

２６３

図版５４

－４９４－



縄文時代後期～弥生時代前期の土器（Ａ・Ｄ区）

２６６

２６６

２６７

２６７

２７６

２７６

２６９

２６９

２８２

２７７

２７１

２７７

２７１

２６５

２８２

２６５

２７２

２７２

２８３

２８３

２７３

２７９

２７９

２７３

２８４

２８４

２７４

２７４

２６８

２７５

２６８

２７５

２８５

２８５

２７８

２７８

２８０

２８０

２８１

２８１

２７０

２７０

２８６

２８６

図版５５

－４９５－



縄文時代後期～弥生時代前期の土器（Ａ・Ｄ区）

２８７

２８７

２９３

２９３

３００

２８９

２８９

３００

２９４

２９４

３０１

３０１

２９０

２９０

２９５

２９５

３０２

３０２

２９６

２９６

３０３

３０３

２９７

３０４

２９７

３０４

２８８

２８８

３０５

２９８

２９８

３０５

２９１

２９１

２９９

３０６

３０６

２９２

２９９

２９２

図版５６

－４９６－



縄文時代後期～弥生時代前期の土器（Ａ・Ｄ区）

３１８

３１２

３１８

３１２

３０７

３０７

３１９

３２４

３２４

３１３

３１９

３１３

３２０

３２０

３２５

３２５

３１４

３１４

３２６

３２６

３２１

３０８

３２１

３０８

３１０

３１５

３１５

３１０

３２７

３２２

３２７

３２２

３１６

３０９

３０９

３１６

３２８

３２８

３２３

３２３

３１１

３１１

３２９

３２９

３１７

３１７

図版５７

－４９７－



縄文時代後期～弥生時代前期の土器（Ａ・Ｄ区）

３３２

３３２

３３７

３３７

３３３

３３５

３３５

３３３

３３６

３３６

３３４

３３４

３４１

３４１

３４５

３４９

３４９

３４５

３３８

３４６

３４６

３３８

３４２

３５０

３５０

３４２

３４７

３４７

３３０

３３０

３４３

３３９

３４３

３３９

３４０

３３１

３４８

３５１

３４８

３４４

３５１

３４０

３４４

３３１

図版５８

－４９８－



縄文時代後期～弥生時代前期の土器（Ａ・Ｄ区）

３５８

３６５

３７１

３５８

３６５

３７１

３５２

３５２

３５９

３５９

３６６

３６６

３７２

３７２

３５３

３５３

３６０

３６０

３６７

３６７

３５４

３５４

３６８

３６８

３６１

３６１

３５５

３５５

３７３

３６２

３７３

３６２

３６９

３５６

３６９

３５６

３６３

３６３

３７４

３５７

３５７

３６４

３７０

３６４

３７０

３７４

図版５９

－４９９－



縄文時代後期～弥生時代前期の土器（Ａ・Ｄ区）

３７５

３７５

３７５

図版６０

－５００－



縄文時代後期～弥生時代前期の土器（Ａ・Ｄ区）

３７６

３７６

図版６１

－５０１－



縄文時代後期～弥生時代前期の土器（Ａ・Ｄ区）

３８２

３８３

３８３

３８２

３７７

３７７

３８４

３７８

３７８

３８９

３８４

３８９

３７９

３７９

３８７

３８７

３８８

３８８

３８５

３８５

３８０

３９０

３８０

３９０

３８１

３８１

３８６

３８６

３９１

３９１

図版６２

－５０２－



縄文時代後期～弥生時代前期の土器（Ａ・Ｄ区）

３９２

３９２

４０３

３９８

４０３

３９８

３９７

３９７

４０２

４０２

３９３

３９３

３９９

３９９

３９４

３９４

４００

４００

４０４

４０４

３９５

３９５

４０５

４０５

３９６

４０１

４０１

４０６

４０６

３９６

図版６３

－５０３－



縄文時代後期～弥生時代前期の土器（Ａ・Ｄ区）

４１５

４１５

４１２

４１２

４０７

４１３

４０７

４１３

４０９

４０９

４１１

４１０

４１１

４１０

４１６

４１６

４０８

４１９

４０８

４１７

４１７

４１９

４１４

４１８

４１８

４１４

図版６４

－５０４－



縄文時代後期～弥生時代前期の土器（Ａ・Ｄ区）

４２０

４２０

４２８

４２４

４２４

４２８

４２９

４２９

４２１

４２５

４２５

４２１

４２６

４２２

４２２

４２６

４３０

４３０

４２７

４２３

４２７

４２３

図版６５

－５０５－



縄文時代後期～弥生時代前期の土器（Ａ・Ｄ区）

４３２

４３２

４３１

４３１

４４０

４４０

４３３

４３６

４３３

４３６

４４１

４４１

４３７

４３７

４３４

４３４

４３８

４３８

４３９

４４２

４４２

４３５

４３９

４３５

図版６６

－５０６－



縄文時代後期～弥生時代前期の土器（Ａ・Ｄ区）

４５２

４５３

４５３

４５２

４４４

４４４

４４５

４５０

４５５

４５０

４５５

４４５

４４３

４４３

４４６

４４６

４５７

４５７

４５６

４５６

４４９

４４９

４４８

４４８

４４７

４４７

４５１

４５１

４５４

４５４

図版６７

－５０７－



４３１

４４３３３３

４３５

４４３３６６

縄文時代後期～弥生時代前期の土器（Ａ・Ｄ区・組織痕土器拡大）

４４３３１１（（モモデデリリンンググ陽陽像像））

４４３３３３（（モモデデリリンンググ陽陽像像））

４４３３５５（（モモデデリリンンググ陽陽像像））

４４３３６６（（モモデデリリンンググ陽陽像像））

図版６８

－５０８－



４３７

４４３３８８

４３９

４４４４００

縄文時代後期～弥生時代前期の土器（Ａ・Ｄ区・組織痕土器拡大）

４４３３７７（（モモデデリリンンググ陽陽像像））

４４３３８８（（モモデデリリンンググ陽陽像像））

４４３３９９（（モモデデリリンンググ陽陽像像））

４４４４００（（モモデデリリンンググ陽陽像像））

図版６９

－５０９－



４４４４１１

４４２

４４４４３３

４４４４４４

縄文時代後期～弥生時代前期の土器（Ａ・Ｄ区・組織痕土器拡大）

４４４４１１（（モモデデリリンンググ陽陽像像））

４４４４２２（（モモデデリリンンググ陽陽像像））

４４４４３３（（モモデデリリンンググ陽陽像像））

４４４４４４（（モモデデリリンンググ陽陽像像））

図版７０

－５１０－



４４４４５５

４４７

４４４４８８

４４４４９９

縄文時代後期～弥生時代前期の土器（Ａ・Ｄ区・組織痕土器拡大）

４４４４５５（（モモデデリリンンググ陽陽像像））

４４４４７７（（モモデデリリンンググ陽陽像像））

４４４４８８（（モモデデリリンンググ陽陽像像））

４４４４９９（（モモデデリリンンググ陽陽像像））

図版７１

－５１１－



４４５５００

４４５５１１

４４５５２２

４５３

縄文時代後期～弥生時代前期の土器（Ａ・Ｄ区・組織痕土器拡大）

４４５５００（（モモデデリリンンググ陽陽像像））

４４５５１１（（モモデデリリンンググ陽陽像像））

４４５５２２（（モモデデリリンンググ陽陽像像））

４４５５３３（（モモデデリリンンググ陽陽像像））

図版７２

－５１２－



４５８

４６２

４６６

４５８（底面）

縄文時代後期～弥生時代前期の土器（Ａ・Ｄ区）

４５９

４６３

４６７

３７６（拡大）

４６０

４６４

４６６（拡大）

４６１

４６５

図版７３

－５１３－



縄文時代後期～弥生時代前期の土器（Ａ・Ｄ区）

４６８

４６８

４６９

４６９

４７１

４７１

４７０

４７０

図版７４

－５１４－



縄文時代後期～弥生時代前期の土製品（Ａ・Ｄ区）

４７２

４８４

４８４

４７２

４７８

４７８

４７３

４７９

４８５

４９１

４８５

４７９

４７３

４９０

４７４

４７４

４８０

４８６

４８６

４８０

４９１

４８１

４８１

４８７

４７５

４８７

４７５

４８２

４７６

４７６

４８８

４８２

４８８

４９０

４９１

４７７

４８９

４８３

４７７

４８３

４８９

図版７５

－５１５－



縄文時代後期～弥生時代前期の土器（Ｂ・Ｃ区）

４９２

４９２

５０３

５０３

４９３

４９７

４９３

４９７

５０４

５０４

４９４

４９８

４９４

４９８

５０５

５０６

５００

５０５

５０６

５００

４９９

４９９

４９５

４９５

５０８

５０８

５０２

４９６

５０２

５０７

５０１

５０７

４９６

５０１

図版７６

－５１６－



縄文時代後期～弥生時代前期の土器（Ｂ・Ｃ区）

５０９

５０９

５１０

５１０

図版７７

－５１７－



縄文時代後期～弥生時代前期の土器（Ｂ・Ｃ区）

５１１

５１１

図版７８

－５１８－



縄文時代後期～弥生時代前期の土器（Ｂ・Ｃ区）

５１２

５１２

図版７９

－５１９－



縄文時代後期～弥生時代前期の土器（Ｂ・Ｃ区）

５２０

５２０

５１３

５１３

５２１

５２１

５１４

５１７

５１７

５１４

５２２

５２２

５１８

５１８

５１５

５１５

５２３

５２３

５１６

５１９

５１９

５２４

５１６

５２４

図版８０

－５２０－



縄文時代後期～弥生時代前期の土器（Ｂ・Ｃ区）

５２５

５２５

５３７

５３２

５３７

５５１

５５１

５３２

５２６

５２６

５４７

５４０

５４７

５４０

５２７

５２７

５３３

５３３

５４１

５５２

５４１

５５２

５４５

５４５

５４８

５３４

５２８

５２８

５３４

５４８

５４２

５４２

５５３

５２９

５４９

５４９

５４３

５２９

５４３

５５３

５３５

５３５

５４６

５４４

５３０

５５０

５４４

５５４

５３０

５４６

５５０

５３６

５５４

５３６

５３１

５３１

５３８

５３８

５３９

５３９

図版８１

－５２１－



縄文時代後期～弥生時代前期の土器（Ｂ・Ｃ区）

５５７

５５５

５６９

５５５

５５７

５６９

５６４

５６０

５６４

５５８

５５６

５５８

５６０

５５６

５７０

５７０

５６５

５６５

５６１

５６１

５７１

５７１

５６６

５６６

５７２

５６２

５６７

５６２

５６７

５７２

５５９

５５９

５７３

５６８

５６８

５６３

５７３

５６３

図版８２

－５２２－



縄文時代後期～弥生時代前期の土器（Ｂ・Ｃ区）

５７４

５７４

５７５

５７５

５９７

５９７

５７６

５７６

５７７

５８２

５７７

５８２

５９３

５８６

５８９

５８６

５９３

５８３

５７８

５８３

５８９

５７８

５９０

５９４

５９０

５９４

５７９

５７９

５８４

５８４

５８７

５９１

５８７

５９１

５９５

５８０

５９５

５８０

５９８

５９８

５８５

５９６

５８８

５９２

５８５

５８８

５８１

５８１

５９６

５９２

図版８３

－５２３－



縄文時代後期～弥生時代前期の土器（Ｂ・Ｃ区）

６１０

６１０

６０４

６０４

５９９

５９９

６０５

６１１

６１１

６０５

６００

６０６

６００

６０６

６１２

６１２

６１７

６１７

６０７

６０７

６０１

６０１

６０８

６１３

６０８

６１３

６１４

６１４

６１８

６１８

６０２

６０２

６１５

６１５

６１９

６０３

６０９

６１９

６１６

６０９

６０３

６１６

図版８４

－５２４－



縄文時代後期～弥生時代前期の土器（Ｂ・Ｃ区）

６３４

６２９

６３４

６２９

６２０

６２０

６３０

６３０

６３５

６３５

６２５

６２５

６２１

６２１

６３１

６２６

６２６

６２２

６３１

６２２

６２３

６２３

６３２

６２７

６３２

６２７

６３６

６３６

６２８

６２８

６２４

６２４

６３３

６３３

図版８５

－５２５－



縄文時代後期～弥生時代前期の土器（Ｂ・Ｃ区）

６３７

６３７

６４２

６４２

６３９

６３８

６４３

６３８

６４３

６３９

６３９

６４４

６３７

６４４

６４５

６４５

６４０

６４６

６４６

６４０

６４１

６４７

６００

６４１

６４７

図版８６

－５２６－



縄文時代後期～弥生時代前期の土器（Ｂ・Ｃ区）

６５８

６５８

６４９

６４９

６４８

６５９

６４８

６５５

６５９

６５２

６５２

６５５

６５３

６６０

６５０

６５６

６６０

６５０

６５６

６６１

６５３

６６１

６５７

６５４

６５１

６６２

６５１

６５４

６５７

６６２

図版８７

－５２７－



縄文時代後期～弥生時代前期の土器（Ｂ・Ｃ区）

６６３

６６３

６６７

６７２

６６７

６７２

６６８

６６８

６７３

６６９

６６４

６６４

６６９

６７３

６６５

６６５

６７４

６７０

６７０

６７４

６７５

６６６

６７１

６６６

６７５

６７１

図版８８

－５２８－



縄文時代後期～弥生時代前期の土器（Ｂ・Ｃ区）

６９６

７０３

６７６

６８３

７０３

６７６

６８９

６８３

６９６

６８９

６７７

６７７

６９７

６９７

７０４

７０４

６９０

６８４

６８４

６９０

６７８

６９８

６７８

６８５

６９８

６８５

７０５

７０５

６９１

６９１

６９９

６９９

６７９

６７９

７０６

７０６

６９２

６９２

６８６

６８６

７００

６８０

６８０

７００

６８７

６９３

６８７

６９３

７０７

７０１

７０７

７０１

６９４

６９４

６８１

６８１

７０２

７０８

６８８

６８２

６９５

７０２

６８８

６８２

７０８

６９５

図版８９

－５２９－



縄文時代後期～弥生時代前期の土器（Ｂ・Ｃ区）

７１５

７１２

７１２

７１５

７０９

７１６

７１６

７０９

７１４

７１３

７１７

７１７

７１０

７１０

７１３

７１８

７１８ ７２１

７１４

７１９

７２１

７１９

７２２

７２０

７２０

７１１

７１１

７２２

図版９０

－５３０－



縄文時代後期～弥生時代前期の土器（Ｂ・Ｃ区）

７３０

７３０

７３８

７３８

７４４

７２３

７４４

７２３

７５１

７５１

７３１

７３１

７３２

７３２

７４５

７４５

７２４

７２４

７３３

７４６

７５２

７５２

７４６

７３３

７２５

７２５

７３９

７４７

７４７

７３９

７３４

７５５

７３４

７５５

７４０

７４０

７４８

７２６

７４８

７３５

７２６

７５３

７５３

７４１

７４１

７３５

７２７

７４９

７２７

７４２

７４９

７３６

７４２

７５４

７５４

７３６

７２８

７２８

７３７

７５０

７５６

７５０

７５６

７３７

７２９

７２９

７４３

７４３

図版９１

－５３１－



縄文時代後期～弥生時代前期の土器（Ｂ・Ｃ区）

７６３

７６３

７５７

７５７

７６９

７５８

７５８

７６４

７６４

７６９

７６５

７５９

７５９

７６５

７６７

７６７

７７０

７７０

７６０

７６０

７６６

７６６

７７１

７７１

７６１

７６１

７６８

７６２

７７２

７６２

７６８

７７２

図版９２

－５３２－



縄文時代後期～弥生時代前期の土器（Ｂ・Ｃ区）

７９３

７９３

８００

７８７

７８７

７７３

８００

７７３

７８０

７８０

８０１

７９４

７９４

８０１

７８１

７８１

７８８

７７４

７８８

７７４

７８２

７９５

８０２

８０２

７９５

７８２

７７５

７７５

７８９

７８９

７９６

７９６

７７６

７８３

８０３

７８３

８０３

７７６

７９０

７８４

７９７

７８４

７９０

７９７

８０４

８０４

７７７

７９８

７９８

７７７

８０５

７９１

７９１

８０５

７８５

７８５

７７８

７７８

７９９

７９２

７９９

７８６

７９２

７８６

８０６

７７９

７７９

８０６

図版９３

－５３３－



縄文時代後期～弥生時代前期の土器（Ｂ・Ｃ区）

８１３

８１３

８１９

８２４

８１９

８０７

８２４

８０７

８２０

８２０

８１４

８１４

８０８

８０８

８２５

８２５

８１５

８２１

８２１

８１５

８０９

８０９

８２６

８２２

８２６

８２２

８１０

８１０

８１７

８１７

８１６

８１６

８２７

８２７

８２３

８１１

８１１

８２３

８１８

８２８

８１８

８２８

８１２

８１２

図版９４

－５３４－



縄文時代後期～弥生時代前期の土器（Ｂ・Ｃ区）

８３２

８３０

８３２

８３０

８２９

８３３

８２９

８３３

８３１

８３１

図版９５

－５３５－



縄文時代後期～弥生時代前期の土器（Ｂ・Ｃ区）

８３８

８３８

８３４

８３４

８３９

７７９

８３９

８３５

８３５

８４１

８４１

８４０

８４０

８３６

８３６

７７９

８４２

８３７

８４２

８３７

図版９６

－５３６－



縄文時代後期～弥生時代前期の土器（Ｂ・Ｃ区）

８５８

８４５

８４５

８５８

８５１

８６５

８６５

８５１

８６６

８６６

８５９

８５９

８５２

８５２

８６７

８６７

８４６

８４６

８５３

８６０

８５３

８６８

８６０

８６８

８４７

８４７

８６１

８５４

８６１

８５４

８６９

８６９

８４８

８４８

８６２

８５５

８６２

８７０

８５５

８７０

８６３

８４９

８６３

８４９

８５６

８５６

８７１

８６４

８５７

８５０

８５７

８７１

８５０

８６４

図版９７

－５３７－



縄文時代後期～弥生時代前期の土器（Ｂ・Ｃ区）

８７２

８７２

８７９

８７９

８９４

８９５

８７３

８７３

８８７

８８７

８８０

８８０

８８８

８８８

８９４

８８１

８９５

８８１

８７４

８７４

８８９

８８９

８７５

８７５

８８２

８８２

８９６

８９０

８９６

８９０

８８３

８８３

８８４

８８４

８７６

８７６

８７７

８７７

８９８

８８５

８８５

８７８

８９７

８７８

８８６

８９７

８８６

８９８

図版９８

－５３８－



縄文時代後期～弥生時代前期の土器（Ｂ・Ｃ区）

９１２

９１２

９１９

９１９

８９９

９０５

９０５

８９９

９１３

９１３

９２１

９２１

９００

９００

９０６

９０６

９１４

９１４

９２２

９２２

９０７

９０７

９１５

９１５

９０１

９０１

９２３

９２３

９０８

９０８

９０２

９０２

９０９

９２４

９２４

９０９

９１６

９１６

９０３

９０３

９２５

９２５

９１０

９１０

９１７

９１７

９２６

９０４

９１１

９１１

９１８

９１８

９２６

９０４

図版９９
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縄文時代後期～弥生時代前期の土器（Ｂ・Ｃ区）

８４４

８４４

８４３

８９１

８９１
８９２

８９２

８４３

８９３

８９３

９２０

９２０

図版１００

－５４０－



縄文時代後期～弥生時代前期の土器（Ｂ・Ｃ区・線刻土器拡大）

８９１

８９３

８４４

８４３

９２０

８９２

図版１０１

－５４１－



縄文時代後期～弥生時代前期の土器（Ｂ・Ｃ区）

９２７

９２７

９３４

９２９

９３４

９２９

９３０

９３０

９３５

９２８

９３５

９２８

９３１

９３１

９３２

９３３

９３３

９３２

図版１０２

－５４２－



７０９（口縁部）

７１２（胴部）

７１５（口縁部）

７１８（口縁部）

７２２（口縁部）

７２４（口縁部）

７２８（口縁部）

縄文時代後期～弥生時代前期の土器（Ｂ・Ｃ区・刻目突帯文土器拡大）

７０９（胴部）

７１３（口縁部）

７１５（胴部）

７１９（口縁部）

７２５（口縁部）

７２４（口唇部）

７２９（口縁部）

７１０（胴部）

７１４（胴部）

７１７（口縁部）

７２０（口縁部）

７２３（口縁部）

７２６（口縁部）

７３０（口縁部）

７１１（胴部）

７１６（胴部）

７１７（胴部）

７２１（口縁部）

７２３（口唇部）

７２７（口縁部）

７３１（口縁部）

図版１０３

－５４３－



７３２（口縁部）

７３６（口縁部）

７４０（口縁部）

７４４（口縁部）

７４７（口縁部）

７５１（胴部）

７５５（胴部）

縄文時代後期～弥生時代前期の土器（Ｂ・Ｃ区・刻目突帯文土器拡大）

７３３（口縁部）

７３７（口縁部）

７４１（口縁部）

７４５（口縁部）

７４７（口唇部）

７５２（胴部）

７５６（胴部）

７３４（口縁部）

７３８（口縁部）

７４２（口縁部）

７４６（口縁部）

７４９（胴部）

７５３（胴部）

７５７（胴部）

７３５（口縁部）

７３９（口縁部）

７４３（口縁部）

７４８（胴部）

７５０（胴部）

７５４（胴部）

７５８（胴部）

図版１０４

－５４４－



７５９（胴部）

７６３（胴部）

７６７（胴部）

７６８（口縁部）

７７０（胴部）

７７２（口縁部）

７７５（口縁部）

縄文時代後期～弥生時代前期の土器（Ｂ・Ｃ区・刻目突帯文土器拡大）

７６０（胴部）

７６４（胴部）

７６８（胴部）

７７１（口縁部）

７７２（胴部）

７７５（胴部）

７６１（胴部）

７６５（胴部）

７６９（口縁部）

７７１（胴部）

７７３（口縁部）

７７６（口縁部）

７６２（胴部）

７６６（胴部）

７６９（胴部）

７７４（胴部）

７７３（胴部）

７７６（胴部）

図版１０５

－５４５－



７７７（口縁部）

７７９（口縁部）

７８２（口縁部）

７８６（口縁部）

７９０（口縁部）

７９４（口縁部）

７９８（口縁部）

縄文時代後期～弥生時代前期の土器（Ｂ・Ｃ区・刻目突帯文土器拡大）

７７７（胴部）

７７９（胴部）

７８３（口縁部）

７８７（口縁部）

７９１（口縁部）

７９５（口縁部）

７９９（口縁部）

７７８（口縁部）

７８０（口縁部）

７８４（口縁部）

７８８（口縁部）

７９２（口縁部）

７９６（口縁部）

８００（口縁部）

７７８（胴部）

７８１（口縁部）

７８５（口縁部）

７８９（口縁部）

７９３（口縁部）

７９７（口縁部）

８０１（口縁部）

図版１０６

－５４６－



８０２（口縁部）

８０６（口縁部）

８１０（胴部）

８１４（胴部）

８１８（胴部）

８２２（胴部）

８２６（胴部）

縄文時代後期～弥生時代前期の土器（Ｂ・Ｃ区・刻目突帯文土器拡大）

８０３（口縁部）

８０７（胴部）

８１１（胴部）

８１５（胴部）

８１９（胴部）

８２３（胴部）

８２７（胴部）

８０４（口縁部）

８０８（胴部）

８１２（胴部）

８１６（胴部）

８２０（胴部）

８２４（胴部）

８２８（胴部）

８０５（口縁部）

８０９（胴部）

８１３（胴部）

８１７（胴部）

８２１（胴部）

８２５（胴部）

図版１０７

－５４７－



８２９（口縁部）

８３１（口縁部）

８３３（口縁部）

８３５（口縁部）

８３８（口縁部）

８４０（口縁部）

８４２（口縁部）

縄文時代後期～弥生時代前期の土器（Ｂ・Ｃ区・刻目突帯文土器拡大）

８２９（胴部）

８３１（胴部）

８３３（胴部）

８３５（胴部）

８３８（胴部）

８４０（胴部）

８４２（胴部）

８３０（口縁部）

８３２（口縁部）

８３４（口縁部）

８３６（胴部）

８３９（口縁部）

８４１（口縁部）

８３０（胴部）

８３２（胴部）

８３４（胴部）

８３７（胴部）

８３９（胴部）

８４１（胴部）

図版１０８

－５４８－



８４３（胴部）

８４６（口縁部）

８４８（口縁部）

８５０（口縁部）

８５２（口縁部）

８５５（口縁部）

８５９（口縁部）

縄文時代後期～弥生時代前期の土器（Ｂ・Ｃ区・刻目突帯文土器拡大）

８４４（口縁部）

８４６（胴部）

８４８（胴部）

８５０（胴部）

８５２（胴部）

８５６（口縁部）

８６０（口縁部）

８４４（胴部）

８４７（口縁部）

８４９（口縁部）

８５１（口縁部）

８５３（口縁部）

８５７（口縁部）

８６１（口縁部）

８４５（胴部）

８４７（胴部）

８４９（胴部）

８５１（胴部）

８５４（口縁部）

８５８（口縁部）

８６２（口縁部）

図版１０９

－５４９－



８６３（口縁部）

８６７（口縁部）

８７１（口縁部）

８７５（口縁部）

８７９（口縁部）

８８３（口縁部）

８８７（口縁部）

縄文時代後期～弥生時代前期の土器（Ｂ・Ｃ区・刻目突帯文土器拡大）

８６４（口縁部）

８６８（口縁部）

８７２（口縁部）

８７６（口縁部）

８８０（口縁部）

８８４（口縁部）

８８８（口縁部）

８６５（口縁部）

８６９（口縁部）

８７３（口縁部）

８７７（口縁部）

８８１（口縁部）

８８５（口縁部）

８８９（口縁部）

８６６（口縁部）

８７０（口縁部）

８７４（口縁部）

８７８（口縁部）

８８２（口縁部）

８８６（口縁部）

８９０（口縁部）

図版１１０

－５５０－



８９１（胴部）

８９５（胴部）

８９９（胴部）

９０３（胴部）

９０７（胴部）

９１１（胴部）

９１５（胴部）

縄文時代後期～弥生時代前期の土器（Ｂ・Ｃ区・刻目突帯文土器拡大）

８９２（胴部）

８９６（胴部）

９００（胴部）

９０４（胴部）

９０８（胴部）

９１２（胴部）

９１６（胴部）

８９３（胴部）

８９７（胴部）

９０１（胴部）

９０５（胴部）

９０９（胴部）

９１３（胴部）

９１７（胴部）

８９４（胴部）

８９８（胴部）

９０２（胴部）

９０６（胴部）

９１０（胴部）

９１４（胴部）

９１８（胴部）

図版１１１

－５５１－



９１９（胴部）

９２３（胴部）

９２７（口縁部）

９３０（胴部）

９３４（胴部）

縄文時代後期～弥生時代前期の土器（Ｂ・Ｃ区・刻目突帯文土器拡大）

９２０（胴部）

９２４（胴部）

９２８（口縁部）

９３１（口縁部）

９３５（胴部）

９２１（胴部）

９２５（胴部）

９２８（胴部）

９３２（胴部）

９２２（胴部）

９２６（胴部）

９２９（口縁部）

９３３（口縁部）

図版１１２

－５５２－



９３６

９４０

９４４

９４８

９５２

９５６

９６０

９６４

縄文時代後期～弥生時代前期の土器（Ｂ・Ｃ区）

９３７

９４１

９４５

９４９

９５３

９５７

９６１

９６５

９３８

９４２

９４６

９５０

９５４

９５８

９６２

９６６

９３９

９４３

９４７

９５１

９５５

９５９

９６３

９６７

図版１１３

－５５３－



９６８

９７２

９７６

９８０

９８４

９８８

９９２

９９６

縄文時代後期～弥生時代前期の土器（Ｂ・Ｃ区）

９９６６９９

９７３

９７７

９８１

９８５

９８９

９９３

９９７

９７０

９７４

９７８

９８２

９８６

９９０

９９４

９９８

９７１

９７５

９７９

９８３

９８７

９９１

９９５

９９９

図版１１４

－５５４－



１０００

１００４

１００８

１０１２

１０１６

１０２０

１０２４

１０２８

縄文時代後期～弥生時代前期の土器（Ｂ・Ｃ区）

１００１

１００５

１００９

１０１３

１０１７

１０２１

１０２５

１０２９

１００２

１００６

１０１０

１０１４

１０１８

１０２２

１０２６

１０３０

１００３

１００７

１０１１

１０１５

１０１９

１０２３

１０２７

１０３１

図版１１５

－５５５－



１０３２

１０３６

１０４０

９４８（底面）

１００４（底面）

縄文時代後期～弥生時代前期の土器（Ｂ・Ｃ区）

１０３３

１０３７

１０４１

９９１（底面）

１０１３（底面）

１０３４

１０３８

１０４２

９９７（底面）

１０３３（底面）

１０３５

１０３９

１０４３

図版１１６

－５５６－



縄文時代後期～弥生時代前期の土器（Ｂ・Ｃ区）

図版１１７

１０４８
１０４５

１０５０１０４４

１０５１ １０５５
１０５３

１０５７
１０６０

１０５６

１０５９
１０５４ １０５８１０４７ １０４９ １０５２１０４６

１０６５１０６２
１０６４１０６３１０６１

１０４８ １０５０
１０４５１０４４

１０５１ １０５３ １０５５

１０５７１０５６ １０６０

１０５９
１０４７ １０５２１０４６ １０４９ １０５８１０５４

１０６５１０６２ １０６３
１０６４１０６１

－５５７－



縄文時代後期～弥生時代前期の土器（Ｂ・Ｃ区）

図版１１８

１０６６

１０７０
１０６８

１０７２

１０６９ １０７３１０７１
１０６７

１０７８
１０７７１０７６

１０７５ １０７４

１０７９ １０８４１０８３１０８１１０８０ １０８２

１０６６

１０６８
１０７２１０７０

１０６９ １０７１１０６７ １０７３

１０７８１０７６１０７４ １０７７１０７５

１０７９ １０８４１０８１１０８０ １０８２
１０８３

－５５８－



縄文時代後期～弥生時代前期の土器（Ｂ・Ｃ区）

図版１１９

１０９０１０８５

１０８９１０８７
１０８６ １０８８

１０９５
１０９２ １０９３

１０９４１０９１

１１０１
１０９８ １０９９ １１００１０９６１０９７

１１０７
１１０５

１１０４ １１０６１１０３１１０２

１１１４
１１１２ １１１３１１０９１１０８ １１１０ １１１１

１０９０１０８５
１０８９１０８７

１０８６ １０８８

１０９３
１０９５１０９４１０９２

１０９１

１１０１１１００１０９８ １０９９１０９６１０９７

１１０７１１０６１１０５１１０４１１０３１１０２

１１１４１１１３１１０９１１０８ １１１０ １１１１ １１１２

－５５９－



縄文時代後期～弥生時代前期の土器（Ｂ・Ｃ区）

図版１２０

１１１７ １１１８
１１１６１１１５

１１２３
１１２１１１１９ １１２０

１１２６
１１２５

１１２４

１１２２

１１２８ １１２９
１１２７

１１１７
１１１６ １１１８

１１１５

１１２３１１１９ １１２０
１１２１

１１２６
１１２５

１１２４
１１２２

１１２７ １１２８ １１２９

－５６０－



縄文時代後期～弥生時代前期の土器（Ｂ・Ｃ区）

図版１２１

１１３１

１１３４１１３０
１１３３

１１３２

１１３９
１１３６

１１３８１１３５
１１３７ １１４０

１１４６
１１４１

１１４４ １１４５

１１４３
１１４２

１１４７

１１５１１１５２
１１５０ １１５３１１４９

１１４８

１１３１

１１３４
１１３２１１３０ １１３３

１１３９
１１３６

１１３８ １１４０１１３５
１１３７

１１４６

１１４１
１１４４

１１４５
１１４３ １１４７

１１４２

１１５１
１１５２

１１４８ １１５３１１４９
１１５０

－５６１－



縄文時代後期～弥生時代前期の土器（Ｂ・Ｃ区）

図版１２２

１１５７

１１５８

１１５４
１１５６

１１５５

１１５７

１１５８

１１５５
１１５６ １１５４

－５６２－



縄文時代後期～弥生時代前期の土器（Ｂ・Ｃ区）

図版１２３

１１７０
１１６０ １１６２

１１６５１１６３
１１５９ １１６８ １１６１

１１７２１１７１ １１７３１１６７１１６４ １１６９１１６６

１１６２ １１７０

１１６０

１１６３ １１６５１１６１１１６８１１５９

１１７３１１７１１１６７ １１６９ １１７２１１６４１１６６

－５６３－



縄文時代後期～弥生時代前期の土器（Ｂ・Ｃ区）

図版１２４

１１７８
１１７６１１７４ １１７７１１７５

１１８１ １１８３
１１８２

１１８０

１１７９

１１８７

１１８５ １１８６ １１８８１１８４

１１９４１１９０
１１８９ １１９１ １１９２

１１９３

１１７８
１１７７１１７６１１７４ １１７５

１１８３
１１８１ １１８２

１１７９
１１８０

１１８７

１１８５ １１８６ １１８８１１８４

１１９０ １１９４１１８９ １１９１ １１９２
１１９３

－５６４－



縄文時代後期～弥生時代前期の土器（Ｂ・Ｃ区）

図版１２５

１１９６
１１９７

１１９５
１２００

１２０６
１２２１１１９８ １２０５

１１９９ １２０１ １２０４１２０２ １２０３ １２０７
１２０８

１２１３ １２０９ １２１０ １２１１ １２１５ １２１６１２１４１２１２

１２２０
１２１９ １２２２１２１８１２１７ １２２３ １２２４ １２２５

１２２９１２２７１２２６ １２３１１２２８ １２３０

１１９６
１１９５ １１９７

１２００

１１９８ １２２１１２０６
１２０５

１２０１ １２０４１２０２１１９９ １２０３ １２０７ １２０８

１２１３ １２０９ １２１０ １２１５ １２１６１２１１ １２１４１２１２

１２２０１２１９ １２２３１２１８ １２２２１２１７ １２２４ １２２５

１２２９１２２７１２２６ １２３１１２２８ １２３０

－５６５－



縄文時代後期～弥生時代前期の土器（Ｂ・Ｃ区）

図版１２６

１２３４

１２３７
１２３２

１２３５
１２３６

１２３３ １２３８

１２４０
１２４１ １２４７

１２４２
１２４５１２４３１２３９

１２４６
１２４８

１２４９ １２５１１２４４ １２５０

１２３７
１２３６１２３４

１２３８１２３２
１２３３

１２３５

１２４０
１２４７１２４１

１２４２

１２４３１２３９ １２４５ １２４６

１２４８

１２４９

１２５０１２５１１２４４

－５６６－



縄文時代後期～弥生時代前期の土器（Ｂ・Ｃ区）

図版１２７

１２５８

１２５２ １２５３

１２５９１２５４
１２５６

１２５７１２５５

１２６４ １２６６
１２６２

１２６１１２６０ １２６５ １２６７ １２６８１２６３

１２５２ １２５３ １２５８

１２５７
１２５９

１２５４
１２５６

１２５５

１２６６１２６４１２６２

１２６５１２６０ １２６８１２６１ １２６３ １２６７

－５６７－



１２５３

１１２２５５４４

１２５５

１２５６

縄文時代後期～弥生時代前期の土器（Ｂ・Ｃ区・組織痕土器拡大）

１１２２５５３３（（モモデデリリンンググ陽陽像像））

１１２２５５４４（（モモデデリリンンググ陽陽像像））

１２５５（モデリング陽像）

１２５６（モデリング陽像）

図版１２８

－５６８－



１２５７

１１２２５５８８

１１２２５５９９

１１２２６６００

縄文時代後期～弥生時代前期の土器（Ｂ・Ｃ区・組織痕土器拡大）

１１２２５５７７（（モモデデリリンンググ陽陽像像））

１１２２５５８８（（モモデデリリンンググ陽陽像像））

１１２２５５９９（（モモデデリリンンググ陽陽像像））

１２６０（モデリング陽像）

図版１２９

－５６９－



１２６１

１２６２

１２６３

１２６４

縄文時代後期～弥生時代前期の土器（Ｂ・Ｃ区・組織痕土器拡大）

１２６１（モデリング陽像）

１２６２（モデリング陽像）

１２６３（モデリング陽像）

１２６４（モデリング陽像）

図版１３０

－５７０－



１２６５

１２６６

１２６７

１２６８

縄文時代後期～弥生時代前期の土器（Ｂ・Ｃ区・組織痕土器拡大）

１２６５（モデリング陽像）

１２６６（モデリング陽像）

１２６７（モデリング陽像）

１２６８（モデリング陽像）

図版１３１

－５７１－



１２６９

１２７３

１２７７

１２８１

１２８５

１１１１６６１１（（拡拡大大））

縄文時代後期～弥生時代前期の土器（Ｂ・Ｃ区）

１２７０

１２７４

１２７８

１２８２

１２８６

１１７１（拡大）

１２７１

１２７５

１２７９

１２８３

１１７２（拡大）

１２７２

１２７６

１２８０

１２８４

図版１３２

－５７２－



縄文時代後期～弥生時代前期の土器（Ｂ・Ｃ区）

図版１３３

１２８９ １２９０ １２９１１２８８
１２８７

１２９５ １２９８
１２９６ １２９９１２９７ １２９２

１２９４
１２９３

１３０６１３０４

１３００ １３０２ １３０５１３０１

１３０３ １３１３
１３１２１３１０１３０７ １３１４１３０９ １３１１１３０８

１２８９ １２９１１２９０
１２８８

１２８７

１２９８１２９５
１２９６ １２９９１２９７ １２９２１２９４

１２９３

１３０４
１３０６

１３０５１３０１１３００ １３０２ １３０３

１３１３１３１２
１３１４１３１１１３０８ １３０９ １３１０１３０７

－５７３－



縄文時代後期～弥生時代前期の土器（Ｂ・Ｃ区）

図版１３４

１３１８ １３１９
１３１６

１３２０
１３２３ １３２４１３２２

１３２７１３２１

１３２８
１３３１

１３２５ １３２９
１３２６ １３３０

１３１９
１３１８１３１６

１３２０ １３２３
１３２４１３２２

１３２１
１３２７

１３２８
１３３１

１３２９ １３３０１３２６１３２５

－５７４－



縄文時代後期～弥生時代前期の土器（Ｂ・Ｃ区）

図版１３５

１３１５

１３１５

１３１７

１３１７

－５７５－



縄文時代後期～弥生時代前期の土製品（Ｂ・Ｃ区）

図版１３６

１３３４１３３２ １３３３ １３３６１３３５

１３３８１３３７ １３３９ １３４０ １３４１

１３３５１３３４ １３３６１３３３１３３２

１３３８１３３７ １３３９ １３４０ １３４１

１３４５１３４４１３４３
１３４２

１３４４
１３４５

１３４３
１３４２

－５７６－



縄文時代後期～弥生時代前期の石器（Ａ・Ｄ区）

図版１３７

８７５ ６４３２１

１６１５１４１２ １３１１９ １０

２３２１
２４１９

２０１７
１８

２２

２９
２６

２５ ２８
２７

８７５ ６４３２１

１６１５１４
１２ １３１１１０９

２３
２４２１１９
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縄文時代後期～弥生時代前期の石器（Ａ・Ｄ区）

図版１３８
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縄文時代後期～弥生時代前期の石器（Ａ・Ｄ区）

図版１３９
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縄文時代後期～弥生時代前期の石器（Ａ・Ｄ区）

図版１４０
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縄文時代後期～弥生時代前期の石器（Ａ・Ｄ区）

図版１４１
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縄文時代後期～弥生時代前期の石器（Ａ・Ｄ区）

図版１４２
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縄文時代後期～弥生時代前期の石器（Ａ・Ｄ区）

図版１４３
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縄文時代後期～弥生時代前期の石器（Ａ・Ｄ区）

図版１４４
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縄文時代後期～弥生時代前期の石器（Ａ・Ｄ区）

図版１４５
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縄文時代後期～弥生時代前期の石器（Ａ・Ｄ区）

図版１４６
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縄文時代後期～弥生時代前期の石器（Ａ・Ｄ区）

図版１４７
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縄文時代後期～弥生時代前期の石器（Ａ・Ｄ区）

図版１４８
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縄文時代後期～弥生時代前期の石器（Ａ・Ｄ区）

図版１４９
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縄文時代後期～弥生時代前期の石器（Ａ・Ｄ区）
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縄文時代後期～弥生時代前期の石器（Ａ・Ｄ区）

図版１５１
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縄文時代後期～弥生時代前期の石器（Ａ・Ｄ区）

図版１５２
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縄文時代後期～弥生時代前期の石器（Ｂ・Ｃ区）

図版１５３
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縄文時代後期～弥生時代前期の石器（Ｂ・Ｃ区）

図版１５４
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縄文時代後期～弥生時代前期の石器（Ｂ・Ｃ区）

図版１５５
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縄文時代後期～弥生時代前期の石器（Ｂ・Ｃ区）

図版１５６
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縄文時代後期～弥生時代前期の石器（Ｂ・Ｃ区）

図版１５７
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縄文時代後期～弥生時代前期の石器（Ｂ・Ｃ区）

図版１５８
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縄文時代後期～弥生時代前期の石器（Ｂ・Ｃ区）

図版１５９
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縄文時代後期～弥生時代前期の石器（Ｂ・Ｃ区）

図版１６０
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縄文時代後期～弥生時代前期の石器（Ｂ・Ｃ区）

図版１６１
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縄文時代後期～弥生時代前期の石器（Ｂ・Ｃ区）

図版１６２
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縄文時代後期～弥生時代前期の石器（Ｂ・Ｃ区）

図版１６３
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縄文時代後期～弥生時代前期の石器（Ｂ・Ｃ区）

図版１６４
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縄文時代後期～弥生時代前期の石器（Ｂ・Ｃ区）

図版１６５
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縄文時代後期～弥生時代前期の石器（Ｂ・Ｃ区）

図版１６６
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縄文時代後期～弥生時代前期の石器（Ｂ・Ｃ区）

図版１６７
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縄文時代後期～弥生時代前期の石器（Ｂ・Ｃ区）

図版１６８
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縄文時代後期～弥生時代前期の石器（Ａ・Ｄ区・接合資料）

図版１６９
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縄文時代後期～弥生時代前期の石器（Ｂ・Ｃ区・接合資料）

図版１７０
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縄文時代後期～弥生時代前期の石器（Ｂ・Ｃ区・接合資料）

図版１７１
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縄文時代後期～弥生時代前期の石器（�層）

図版１７２
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縄文時代後期～弥生時代前期の石器

図版１７３
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縄文時代後期～弥生時代前期の石器

図版１７４
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Ｂ区出土鉄器

図版１７５
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弥生時代中期以降の遺物（Ａ区）

図版１７６
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弥生時代中期以降の遺物（Ｂ区）

図版１７７
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弥生時代中期以降の遺物（Ｂ区）

図版１７８
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弥生時代中期以降の遺物（Ｃ区）

弥生時代中期以降の金属器

図版１７９
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附 編



長崎県深江町権現脇遺跡出土土器に
付着した炭化物の炭素１４年代測定

国立歴史民俗博物館研究部

藤尾慎一郎・小林 謙一

１ 調 査 概 要

長崎県深江町字権現脇に所在する権現脇遺跡の調査によって出土した縄文晩期末から弥生前期に比

定される土器８点に付着した炭化物１０点の炭素１４年代を調査した結果，次の点が明らかになった。

調査したのは黒川式（５点），山の寺式（１点），原山式（２点）に比定された深鉢・鉢形土器であ

る。いずれも口縁部や胴部外面に付着した炭化物をＡＭＳ－炭素１４年代測定した結果，それぞれ，前

１１世紀（１点），前１０世紀～前９世紀（３点），前８世紀～前６世紀（６点）の較正年代を示した。こ

れらはいずれも従来考えられていた年代より，５００年ほど古い較正年代であった。本遺跡ではまだ１０

点しか測定していないが，これまで九州北部や西日本で測定した縄文晩期末から弥生前期の較正年代

からみるときわめて整合性のある年代であるといえよう。さらにこれまで黒川式として一括してきた

組織痕文土器や浅鉢，粗製鉢の中に，弥生前期に属する前７００年代まで下るものがあることも初めて

明らかになり，突帯文土器である原山式とセット関係をなすものとして注目される。

２ 調査の経緯と資料の選定

本遺跡を調査した深江町教育委員会の本多和典氏から，縄文晩期末から弥生はじめにかけての土器

に付着した炭化物の炭素１４年代測定を依頼したいというご連絡を受けた。藤尾慎一郎は，本多氏の申

し出以前より，福岡市教育委員会の山崎純男氏から，本遺跡には縄文晩期の火山灰台地を舞台とした

焼畑農耕が存在した可能性が高いという情報を得ていた。またこの地域が九州北部における縄文後・

晩期農耕論を語る上で長い研究史を持つことや，いわゆる弥生開始期の九州北部土器編年の標識遺跡

である山の寺遺跡や原山遺跡がある地域であることなどから，この申し出を快諾し，２００３年１１月５日

と２００４年８月２２日の２回に分けて調査を行った。

サンプリング総数は３３個体に及んだが，測定値がでたのはここに示した１０点である。

以下，試料を採取した土器の説明，前処理，測定方法の順に述べ，最後に得られた炭素年代および

較正年代についての考察をおこなうことにする。

３ 年代測定をおこなった土器の考古学的位置づけ

本遺跡の土器は，包含層を中心に出土している。中心となるのは�ｂ層で，弥生早期の山の寺式や

原山式などの突帯文土器を中心に，縄文晩期の天城式・古閑式や黒川式，弥生前期の突帯文系土器な

どを含む層である。�ａ層になると縄文晩期の古い段階の土器はみられなくなり，突帯文土器が中心

となる。�層は弥生早期の原山式や亀の甲�式などの弥生前期の突帯文系土器が中心となる。今回測

定をおこなったのは，�ｂ層と�層から出土した土器が中心である。
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土器以外には，各種打製土掘具，石庖丁状石器，擦り切り石庖丁，打製石鎌などの農耕関係と思わ

れる石器のほかに，スポーク状や同心円状の線刻を表裏にもつ紡錘車，丹塗り磨研土器など，かねて

より島原半島で見つかっている当概期の遺跡と同じ遺物の組み合わせをもつ，典型的な縄文晩期から

弥生開始期の遺跡である。もちろん，水田稲作をおこなっていたと思われる痕跡はみられない。

資料は８点である。写真１に資料の写真を，図１に実測図を示した。以下，測定した土器の特徴に

ついて列記する。写真には９片の土器が写っているが，サンプリング後の整理で，資料４の２点がくっ

つき，資料６と８も接合したので，個体数は７となる。

資料１ �ｂ層から出土した突帯文土器の甕である。刻目の大きさ，条痕調整をナデ消している点

などから原山式に比定した。おそらく胴の屈曲部に刻目突帯をもつ，二条甕と考えているが，口頸部

がかなり外傾するので，いわゆる九州北部型の二条甕ではない可能性がある。玄界灘沿岸の夜臼�ｂ

式前後に併行しよう。頸部外面に付着した炭化物を採取した。

資料２ �ｂ層から出土した黒川式鉢の口縁部破片である。口縁部にリボンをもつ，黒川式の砲弾

資料１ FJ０４２８ No．４１１８ 資料２ FJ０４３１ No．２２５ 資料３ FJ０５７１Re No．４１６１

資料４ FJ０４３６ No．３０３１０ 資料４ FJ０４３４ No．４１８０ 資料５ FJ０４３７ No．３０８１２

資料６ FJ０４４２・５７７ No．４２５ 資料７ FJ０４４０ No．６２３ 資料８ FJ０５７６ No．１７７９

写真１ 炭化物の採取箇所（上段左から資料１，２，３，中段左から資料４，５，
下段左から資料６，７，８：網掛けの部分がサンプリング位置。縮尺不同）
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0 10cm

資料１ FJ０４２８ No．４１１８

資料２ FJ０４３１ No．２２５

資料３ FJ０５７１‐（Re） No．４１６１

資料５ FJ０４３７ No．３０８１２資料４ FJ０４３６ No．３０３１０
FJ０４３４ No．４１８０
（サンプリング後に接合）

資料６ FJ０４４２・５７７ No．４２５
資料８ FJ０５７６ No．１７７９
（サンプリング後に接合）

資料７
FJ０４４０ No．６２３

図１ 権現脇遺跡出土の炭化物を採取した土器実測図（Ｓ＝１／３）
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型粗製深鉢と考えた。口縁部外面にびっしりと付着した炭化物を採取した。

資料３ 山の寺式新と考えた突帯文土器である。二条甕の胴部突帯文の上に付着した炭化物を採取

した。中ぶりの指刻目状の刻みをもつ点や，刻んだ後突帯上を丁寧にナデ消していること，ナデ調整

からみて，この土器は原山式まで下る可能性をもつと考えられる。

資料４ �ｂ層から出土した３０３１０と�ｃ層から出土した４１８０を２回測った。サンプリング後に同

一個体であることがわかったリボンをもつ粗製鉢の破片で，胴部外面の貝殻調整の間にたまった炭化

物を測定した。口縁部は玉縁状に仕上げ，内外に沈線の名残を残している。いわゆる黒川式の粗製鉢

とみてよいだろう。

資料５ 一見，突帯文土器にみえるが，突帯上につけられているのは，いわゆる刻目でない。口縁

部外面に作り出した突帯状の隆帯の上下に，それぞれ横長の刻目を付けたものである。つまみ出し状

の突帯にもみえる。�ｂ層から出土した。隆帯の下から炭化物を採取した。刻目突帯文のプレタイプ

と考え，黒川式に位置づけている。

資料６ �ａ層から出土した。粗製鉢の口縁部破片で，底部には組織痕が観察できる。籾痕土器で

ある。口縁部外面にべっとりと炭化物が付着していたので試料とした。黒川式と考えている。測定はＦ

Ｊ４４２とＦＪ５７７の２回行っている。また今年になって資料８と同一個体であることが確認されている。

資料７ �ｃ層から出土した。口縁部には突帯をもたず，屈曲部だけに突帯をもつ甕である。口縁

は波状を呈す。刻みは粗野な感じを残す中ぶりで，しかも施文後のナデ調整はあまりおこなわれてい

ない。したがって，原山式に位置づけている。玄界灘沿岸の夜臼�ｂ式から板付�新式にかけての時

期に併行すると考える。

資料８ �ａ層から出土した組織痕文をもつ黒川式の粗製大形鉢である。口縁部全面に大量の炭化

物が付着していた。吹きこぼれの印象を持っている。組織痕文は，米粒状である。資料６と同一個体

である。

４ 炭化物の処理

年代測定用試料については，以下の手順で試料処理を行った。�の作業は，国立歴史民俗博物館の

年代測定資料実験室において小林・新免歳靖，��は，坂本稔・尾嵜大真が行った。

� 前処理：酸・アルカリ・酸による化学洗浄（AAA処理）。

AAA処理は，土器付着物については，アセトンで洗浄し，油分など汚染の可能性のある不純物を

溶解させ除去した（２回）。AAA処理として，８０�，各１時間で，希塩酸溶液（１N-HCl）で岩石な

どに含まれる炭酸カルシウム等を除去（２回），さらにアルカリ溶液（１回目０．００１N，２回目以降

０．０１N，最終回０．１Nの NaOH）でフミン酸等を除去する。５～８回行い，ほとんど着色がなくなっ

たことを確認した。さらに酸処理（６時間以上）を行い中和後，純水により洗浄した（４回）。

試料は，AAA前処理を行った量（処理量），処理後回収した量（回収量），二酸化炭素化精製に供

した量（燃焼量），精製した二酸化炭素の炭素相当量（ガス）の重量（�）を表１に記す。処理した

量に対する AAA処理後に回収された試料の重量による重量比を回収量／処理量比，二酸化炭素に精

製した際の炭素含有率を収率，前者と後者を掛けて求められるところの処理した量に対する炭素量の

重量比を炭素量／処理量として付す。
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� 二酸化炭素化と精製：酸化銅により試料を燃焼（二酸化炭素化），真空ラインを用いて不純物

を除去する。

AAA処理の済んだ乾燥試料を，５００�の酸化銅とともに石英ガラス管に投じ，真空に引いてガス

バーナーで封じ切った。このガラス管を電気炉で８５０�で３時間加熱して試料を完全に燃焼させた。

得られた二酸化炭素には水などの不純物が混在しているので，ガラス真空ラインを用いてこれを分

離・精製した。

� グラファイト化：鉄触媒のもとで水素還元しグラファイト炭素に転換し，アルミ製カソードに

充填する。

１．５�のグラファイトに相当する二酸化炭素を分取し，水素ガスとともに石英ガラス管に封じた。

２ FJ４３１ AAA処理前 処理後 ３ FJ５７１Re AAA処理前 処理後

４ FJ４３６ AAA処理前 処理後 ４ FJ４３４ AAA処理前 処理後

５ FJ４３７ AAA処理前 処理後 ６ FJ４４２ AAA処理前 処理後

７ FJ４４０ AAA処理前 処理後 ８ FJ５７６ AAA処理前 処理後

写真２ 試料の炭化物写真１（２４倍：数字は資料番号）
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表１ 試料の重量（�）と炭素含有率

No. 採取量（�） 処理量（�） 回収量（�） 回収／処理 燃焼量（�） CO２（�換算） 収率 炭素量／処理
FJ４２８ ５４．２ ３２．２９ ４．５７ １４．２％ ２．８４ １．６１ ５６．８％ ８．１％
FJ４３１ ２４５．５ ４０．１４ ３．１６ ７．９％ ２．５７ １．５４ ６０．０％ ４．７％
FJ５７１ ３２．６ ３２．５８ ９．４６ ２９．０％ ５．２０ ２．０１ ３８．６％ １１．２％
FJ４３４ １２３．８ ３２．４９ ４．３５ １３．４％ ３．８２ ２．５５ ６６．７％ ８．９％
FJ４３６ １８２．７ ４０．２６ ９．７８ ２３．５％ ５．１３ ３．２７ ６３．８％ １５．０％
FJ４３７ ３０．９ ２３．０１ ２．３９ １０．４％ １．６８ ０．４８ ２８．６％ ３．０％
FJ４４２ ４５．３ ２５．６０ ８．６５ ３３．８％ ５．３３ ３．３７ ６３．３％ ２１．４％
FJ５７７ ２２７．４ ６９．４１ ６．２８ ９．０％ ４．０９ ２．５８ ６３．０％ ５．７％
FJ４４０ １０．６ １０．５７ ２．９３ ２７．７％ ２．０１ １．０３ ５１．０％ １４．１％
FJ５７６ ４８７．３ ８７．０６ ３．３５ ３．８％ ２．８４ １．７５ ６１．７％ ２．３％

これを電気炉で６５０�で１２時間加熱してグラファイトを得た。管にはあらかじめ触媒となる鉄粉が投

じてあり，グラファイトはこの鉄粉の周囲に析出する。グラファイトは鉄粉とよく混合した後，穴径

１�のアルミニウム製カソードに６００Nの圧力で充填した。

以上の試料では，FJ５７１，FJ４３７の収率がやや不良であり，炭化物の拡大写真からも若干鉱物の混入

が認められ，顕微鏡下で不純物を除去しているものであるが，二酸化炭素化精製時の収率が，約３０％

は認められ，年代測定には十分と判断した。他の試料は，収率が５０％以上であり，土器付着物として，

良好な炭素含有率であり，年代測定に適している。

５ 測定結果と暦年較正

ＡＭＳによる１４Ｃ測定は，５番（FJ４３７）は，地球科学研究所を通してベータアナリティック社へ委

託した（測定機関番号 Beta）。その他は，同時に調製した標準試料とともに，加速器分析研究所（測

定機関番号 IAAA）に依頼して測定を行った。

年代データの１４ＣBPという表示は，西暦１９５０年を基点にして計算した１４Ｃ年代（モデル年代）であ

ることを示す（BPまたは yr BPと記すことも多いが，本稿では１４ＣBPとする）。１４Ｃ半減期は国際的

に５，５６８年を用いて計算することになっている。誤差は測定における統計誤差（１標準偏差，６８％信

頼限界）である。

ＡＭＳでは，グラファイト炭素試料１４Ｃ／１２Ｃ比を加速器により測定する。正確な年代を得るには，

試料の同位体効果を測定し補正する必要がある。同時に加速器で測定した１３Ｃ／１２Ｃ比により，１４Ｃ／１２

Ｃ比に対する同位体効果を調べ補正する。１３Ｃ／１２Ｃ比は，標準体（古生物 belemnite化石の炭酸カルシ

ウムの１３Ｃ／１２Ｃ比）偏差値に対する千分率δ１３Ｃ（パーミル，‰）で示され，この値を－２５‰に規格化

して得られる１４Ｃ／１２Ｃ比によって補正する。補正した１４Ｃ／１２Ｃ比から，１４Ｃ年代値（モデル年代）が得

られる（英語表記では Conventional Ageとされることが多い）。ベータアナリティック社は安定同位

体比質量分析計で測定しているが，今回測定した５番（FJ４３７）は，測定できる炭素量がなく，測定

不能であったため，NAと表記されている。加速器研究所のδ１３Ｃ値は，加速器による測定であり，

括弧をつけて参考値として記しておく。前処理した炭素試料が十分にある場合，別に�明光通商に委

託して，安定同位体比質量分析計により測定した。

測定値を較正曲線 INTCAL９８（１４Ｃ年代を暦年代に修正するためのデータベース，１９９８年版）

（Stuiver, M., et. al.１９９８）と比較することによって実年代（暦年代）を推定できる。両者に統計誤差
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表１ 長崎県深江町権現脇遺跡出土土器外面に付着した炭化物の年代

資料
番号

測定機関
番 号

炭素１４年代
（１４Ｃ BP）

暦年較正 cal BC（２σ）
（％）は確率密度 δ１３Ｃ

１
原山式

IAAA‐４０５４１ ２５７０±３０

８０５cal BC‐７５５cal BC
６８５cal BC‐６６０cal BC
６３５cal BC‐５８５cal BC
５８０cal BC‐５４５cal BC

（６６．５％）
（１０．８％）
（１１．９％）
（６．２％）

（－２７．６）

２
黒川式

IAAA‐４０５４２ ２９１０±３０

１２４５cal BC‐１２４０cal BC
１２１０cal BC‐１１９５cal BC
１１９０cal BC‐１１３５cal BC
１１３０cal BC‐１０００cal BC

（０．７％）
（４．４％）
（１８．５％）
（７１．６％）

（－２６．２）

３
山の寺
式新

IAAA‐４１１００ ２５７０±４０
８２０cal BC‐７５５cal BC
７１５cal BC‐７１０cal BC
７００cal BC‐５４０cal BC

（４９．５％）
（０．４％）
（４５．２％）

－２６．１

４
黒川式

IAAA‐４０５４３ ２６００±３０ ８２５cal BC‐７６０cal BC
６７５cal BC‐６６５cal BC

（９１．９％）
（３．２％） （－２７．１）

４
黒川式

IAAA‐４０５４４ ２５９０±４０

８３０cal BC‐７５５cal BC
６８５cal BC‐６６０cal BC
６４０cal BC‐５８５cal BC
５８０cal BC‐５４０cal BC

（６９．３％）
（８．２％）
（１１．３％）
（６．５％）

－２６．４

５
黒川式

Beta‐１９４４００ ２５３０±４０

７９５cal BC‐５３５cal BC
５３０cal BC‐５１５cal BC
４５５cal BC‐４５０cal BC
４３５cal BC‐４３０cal BC

（９２．３％）
（２．０％）
（０．４％）
（０．４％）

NA

６Ａ
黒川式

IAAA‐４０５４６ ２７５０±３０ ９７０cal BC‐９５５cal BC
９３５cal BC‐８２５cal BC

（５．７％）
（８９．３％） －２６．４

６Ｂ
黒川式

IAAA‐４１１０１ ２７８０±４０ １０１５cal BC‐８３０cal BC （９５．０％） －２６．３

７
原山式

IAAA‐４０５４５ ２５９０±４０

８３０cal BC‐７５５cal BC
６８５cal BC‐６６０cal BC
６４０cal BC‐５８５cal BC
５８０cal BC‐５４０cal BC

（６９．３％）
（８．２％）
（１１．３％）
（６．５％）

（－２９．７）

８
黒川式

IAAA‐４１８９４ ２７９０±４０ １０４０cal BC‐１０３０cal BC
１０３０cal BC‐８３５cal BC

（９４．４％） （－２７．９）

があるため，統計数理的に扱う方がより正確に年代を表現できる。すなわち，測定値と較正曲線デー

タベースとの一致の度合いを確率で示すことにより，暦年代の推定値確率分布として表す。暦年較正

プログラムは，OxCal Programに準じた方法で作成したプログラムを用いている。統計誤差は２標準

偏差に相当する，９５％の信頼限界で計算した。年代は，較正された西暦 cal BCで示す。（）内は推定

確率である。図は，各試料の暦年較正の確率分布である。

６ 年代的考察

は２標準偏差に相当する，９５％信頼限界で計算した。年代は，較正された西暦 cal BCで示す。括弧

内は推定確率である。図２は，各試料の暦年較正の確率分布である。

測定の結果，７個体の土器の各面付着炭化物の炭素１４年代は，順に２５７０±３０１４ＣBP，２９１０±３０１４Ｃ

BP，２５７０±４０１４ＣBP，２６００±３０１４ＣBPと２５９０±４０１４ＣBP，２５３０±４０１４ＣBP，２７５０±３０１４ＣBPと２７８０±

４０１４ＣBP，２５９０±４０１４ＣBP，２７９０±４０１４ＣBP。較正暦年代は８０５cal BC～５４５cal BC（９５．４％），１２４５cal

BC～１０００cal BC（９５．２％），８２０cal BC～５４０cal BC（９４．３％），８２５cal BC～６６５cal BC（９５．１％）と８３０cal
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図２ 暦年較正の確率密度分布図（IntCal０４による）
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図３ 暦年較正の確率密度分布図（IntCal０４による）
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BC～５４０cal BC（９５．３％），７９５cal BC～４３０cal BC（９５．１％），９７０cal BC～８２５cal BCと１０１５cal BC～８３０

cal BC（９４．３％），８３０cal BC～５４０cal BC（９４．３％），１０４０cal BC～８３５cal BC（９５．０％）であった（表

１）。９５％という数字は２０点測定すれば１９例がこの範囲内に収まる確率であることを意味している。

存続幅ではない。なお，δ１３Ｃの値は加速器による測定（括弧ありのもの）と�明光通商による正確

な値が混在しているが，いずれも海洋リザーバー効果等を考慮する必要は薄いと予想している。これ

ら１０点の値が正しいかどうか調べるために，すでにこの時期の較正暦年代研究が進んでいる九州北部

の較正年代と比較してみよう〔藤尾ほか２００５〕（図３）。

学術創成研究グループでは，縄文晩期の始まりを前１２５０年頃，山の寺式の始まりを前１０世紀後半，

夜臼�ａ式の始まりを前９００～８６０年頃，板付�式の始まりを前８１０年頃と考えている。この較正年代

を目安に各資料の年代をみてみると，突帯文土器出現以前の黒川式まであがりそうなのは資料２だけ。

突帯文土器に伴う黒川式新は資料６・８，残りの黒川系鉢類（資料４・５）と山の寺式新や原山式と

した突帯文土器（資料１・３・７）は，すべて夜臼�ｂ・板付�式共伴期から板付�式の後半（２４００

年問題後半という意味）までのどこかに位置する土器群であることがわかる。問題はこれらの黒川系

鉢類とこの地域の突帯文土器である原山式との関係なのである。

これまで原山式は，山の寺式に後続する島原半島の突帯文土器と位置づけられてきたが，福岡平野

との関係については，おおむね，板付�式よりも古いと考えられてきた〔森１９６２〕。１９８０年代になっ

て島原半島と同じ有明海沿岸に位置する佐賀平野や熊本地方の調査が進むと，亀の甲タイプや斉藤山

式のような完全に弥生化した突帯文系土器よりも型式学的に古い特徴を残す土器群であるという認識

が共通の理解になった。

今回の年代測定の結果をこの脈略の中でとらえると，次のようになる。

島原半島の突帯文土器は，炭化物の量が少なくて測れなかった山の寺式（�ｂ層４５９５など１２９頁第

９５図－７０９）が資料６・８のような黒川系鉢類に伴って存在すると予想され，前１０世紀を中心として

前９世紀までを下限とする。

次に原山式が出現する。今回測定した突帯文土器３点はいずれも山の寺式新と原山式の段階となる。

上限は板付�式が成立する前９世紀の終わり，下限は較正年代では板付�ｂ式までの値がでているた

め，先述したように較正年代からみるとこの間のどこかに収まることになる。しかし型式学的な特徴

から板付�ｂ式に併行する亀の甲タイプと同じことはあり得ず，また最古の弥生化した突帯文土器で

ある亀の甲�式までもくだらないと考えられるため，下限はほぼ板付�式，もしくは板付�式新段階

におさまると考えられる。将来的にはウィグル・マッティングによって確定したい。

以上の島原半島の状況をふまえて縄文晩期末から弥生前期の突帯文土器の動きについて，まとめて

終わりにしよう（図３）。編年案は〔藤尾１９９１〕に準じている。
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縄文晩期末（黒川式単純）

この段階に正確に絞り込めているわけではないが，権現脇２，佐賀県所在遺跡，石木中高遺跡，菜

畑９～１２層の資料などはその可能性のあるもので，前１１～１０世紀に位置づけられる。次の段階の遺跡

からはこれら黒川系の土器が山の寺式と一緒に出てくるわけだが，その場合の黒川系はもともと�期

のものである。今後の測定数の増加が急務である。

�期（早期前半＝山の寺式段階）

前１０世紀の後半頃，九州では山の寺式が出現している。有明海沿岸では，佐賀県所在遺跡や三日月

町石木中高遺跡の山の寺式の炭素年代をおさえているわけではないが，もう少し上がる可能性が残さ

れている。権現脇では資料６・８の粗製鉢が該当するが，数が少なく統計的に絞り切れていない。次

の�期までのどこかに収まる可能性がある。玄界灘沿岸地域では唐津市菜畑９～１２層において山の寺

式に黒川系土器が伴っている。夜臼�式はまだ１点しかはかっていないし，その測定値もかなり新し

いところに分布の中心があるため，夜臼�式と山の寺式との関係を明確にできないが，板付３４次の最

下層である第９層から出土した黒川系粗製深鉢が明らかに一段階新しい�期の測定値を示しているこ

とは確かである。やはり類例の増加が必要である。

�期（早期後半＝夜臼�ａ式）

権現脇では測定値として明確に存在を指摘することはできないが，遺跡の連続性からみて必ず存在

する。�期で指摘したように測定数をふやせば，将来，絞り込めてくる可能性がある。玄界灘沿岸地

域では福岡市橋本一丁田遺跡や唐津市梅白遺跡の夜臼�ａ式に代表されるが，先述した板付３４次のよ

うに黒川系鉢類も確実に存在している。

�期古段階（前期初頭＝夜臼�ｂ式・板付�式）

権現脇の原山式の段階である。佐賀平野の最古式の板付系外反口縁甕にともなう突帯文系土器より

も古い傾向をもつことが根拠である。玄界灘沿岸地域では板付�式が成立し，菜畑８上層や福岡市雀

居遺跡１２次，那珂君休遺跡にみることができるが，有明海沿岸地域ではまだ出現していない。この地

域に板付系外反口縁甕が現れるのは�期新段階からである。

本稿は１～３を藤尾が，４・５は小林，６は藤尾と小林が執筆した。なお本稿を草するにあたり，

深江町教育委員会本多和典氏，長崎県教育委員会安楽勉氏，古門雅高氏，本田秀樹氏にお世話になっ

た。試料の前調整をおこなった歴博年代測定資料実験室の新免歳靖氏と尾嵜大真氏に記して感謝の意

を表したい。

この報告は，平成１６年度文部科学省・科学研究費補助金 学術創成研究「弥生農耕の起源と東アジ

ア―炭素年代測定による高精度編年体系の構築―」（研究代表 西本豊弘）の成果の一部である。

【参考文献】

今村峯雄 ２００４『課題番号 １３３０８００９ 基盤研究（Ａ・１）（一般）縄文弥生時代の高精度年代体系の構築』

（代表今村峯雄）

藤尾慎一郎 １９９１「水稲農耕と突帯文土器」（『日本における初期弥生文化の成立』pp.１８７～２０７，文献出版）。

藤尾慎一郎・今村峯雄・西本豊弘 ２００５「弥生時代の開始年代」（『総研大文化科学研究』創刊号，pp.７１～

９６，総合研究大学院大学）。
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森貞次郎 １９６２「島原半島の考古学的調査―長崎県南高来郡原山遺跡」（日本考古学協会西北九州綜合調査

特別委員会編『島原半島の考古学的調査』）。

Stuiver, M. et. al.1998 INTCAL 98 Radiocarbon age calibration, 24,000-0 cal BP. Radiocarbon 40 (3), 1041-1083.

追記）本稿脱稿後の２００５年３月に，較正曲線が IntCal０４に更新されたが，縄文晩期ころの年代につい

ては，データ自体には大きな変化はなく，計算方法のちがいで若干の差異がある程度である。

本稿では，本文中の記載などは INTCAL９８を基にした較正年代であるが，以上の理由から結論

に変更はない。

下記に参考までに，IntCal０４を基に，RHCal３で計算した較正年代を載せておく。また，パレ

オサーベイに委託して測定した２点について結果が得られたので，９（試料 No.FJ‐０４３５‐re）・

１０（FJ‐０５７５‐re）として追加して示しておく。

表２ 長崎県深江町権現脇遺跡出土土器外面に付着した炭化物の年代

資料
番号

測定機関
番 号

炭素１４年代
（１４Ｃ BP）

暦年較正 cal BC（２σ）
IntCal０４１）による（％）は確率密度

δ１３Ｃ
（‰）

１
原山式 IAAA‐４０５４１ ２５７０±３０

８０５cal BC‐７４５cal BC
６８５cal BC‐６６５cal BC
６４０cal BC‐５９０cal BC
５８０cal BC‐５６０cal BC

（７０．４％）
（１２．８％）
（１０．２％）
（２．０％）

（－２７．６）

２
黒川式 IAAA‐４０５４２ ２９１０±３０ １２５０cal BC‐１２４０cal BC

１２１０cal BC‐１００５cal BC
（１．０％）
（９４．４％） （－２６．２）

３
山の寺
式新

IAAA‐４１１００ ２５７０±４０
８１０cal BC‐７３５cal BC
６９０cal BC‐６６０cal BC
６５０cal BC‐５４５cal BC

（５５．２％）
（１３．９％）
（２６．４％）

－２６．１

４
黒川式系

IAAA‐４０５４３ ２６００±３０ ８２０cal BC‐７６０cal BC
６８０cal BC‐６７０cal BC

（９２．１％）
（３．４％） （－２７．１）

４
黒川式系

IAAA‐４０５４４ ２５９０±４０

８３０cal BC‐７４５cal BC
６８５cal BC‐６６５cal BC
６４５cal BC‐５８５cal BC
５８０cal BC‐５５０cal BC

（７２．２％）
（９．７％）
（１０．１％）
（３．４％）

－２６．４

５
黒川式系

Beta‐１９４４００ ２５３０±４０ ７９５cal BC‐５３５cal BC
５３０cal BC‐５２０cal BC

（９４．９％）
（０．６％） 測定不可

６Ａ
黒川式新

IAAA‐４０５４６ ２７５０±３０ ９７５cal BC‐９５５cal BC
９４５cal BC‐８２０cal BC

（６．６％）
（８８．９％） －２６．４

６Ｂ
黒川式

IAAA‐４１１０１ ２７８０±４０ １０１５cal BC‐８３０cal BC （９５．４％） －２６．３

７
原山式

IAAA‐４０５４５ ２５９０±４０

８３０cal BC‐７４５cal BC
６８５cal BC‐６６５cal BC
６４５cal BC‐５８５cal BC
５８０cal BC‐５５０cal BC

（７２．２％）
（９．７％）
（１０．１％）
（３．４％）

（－２９．７）

８
黒川式新

IAAA‐４１８９４ ２７９０±４０ １０４０cal BC‐１０３０cal BC
１０３０cal BC‐８３５cal BC

（１．０％）
（９４．４％） （－２７．９）

９
黒川式

PLD‐４６５７ ２７１５±３０ ９１５cal BC‐８１０cal BC （９５．４％） （－３０．１）

１０
黒川式

PLD‐４６６１ ２７８０±２５ １０００cal BC‐８９０cal BC
８８０cal BC‐８４５cal BC

（８３．０％）
（１２．１％） －２６．２

１）Reimer et al 2004 IntCal 04 Terrestrial Radiocarbon Age Calibration, 0-26 Cal Kyr BP
Radiocarbon 46 (3), 1029-1058(30)
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レプリカ法による長崎県権現脇遺跡
出土土器圧痕の種子類の同定

小畑 弘己・仙波 靖子

１．遺跡の調査と概要

遺跡名称：権現脇（遺跡）

所 在 地：長崎県南高来郡深江町大野木場名

調査期間：平成１５年２月２６日～平成１６年８月３１日

担 当 者：本多和典

時 期：縄文時代晩期後半

立 地：雲仙普賢岳東麓に展開する扇状地の北端部，標高２２０～２３５�

２．扱った資料と検索方法

植物圧痕検索の対象とした土器は，調査で出土した縄文時代晩期後半の黒川式土器から刻目突帯文

土器の時期に属する資料である。

圧痕の検索は以下の手順で行った。

� 肉眼・実体顕微鏡による圧痕部の観察。

� 圧痕内の洗浄後，土器全体写真・実体顕微鏡による圧痕部の拡大写真撮影。

� 離型材（アセトン＋パラロイドＢ‐７５）を圧痕部に塗布後，GE東芝シリコン SE３５０＋硬化剤

CE６２１を圧痕部に充填する。シリコン＋増粘材を塗った走査電子顕微鏡のマウントを圧痕部の

シリコンに接合し，固まったら取り外してアセトンで圧痕部の離型材を洗浄する。

� 走査電子顕微鏡による観察・同定。

今回の分析において，観察した土器の点数は１５０点であり，うちレプリカ資料を製作したものが３９

点である。その中で，植物種子・昆虫の可能性があるものは１０点あり，同定可能なものは５点であっ

た。今回種名が不明なものに関しても資料を提示し，大方のご教示を請うものである。

３．確認された種子と昆虫（第１表）

イネ（第１図・第２図）

確認されたものは２点で，どちらもほぼ完形である。１点は頴果であり，もう１点は脱穀後の玄米

で，内外頴や胚が取り除かれた状態であった。第１図�およびその圧痕である�には籾（外頴）表面

組織が明瞭に観察できる。種子の計測値は第１図の圧痕レプリカが長さ５．０�，幅２．０�，第２図の圧

痕レプリカが長さ４．５�，幅２．５�である。

－６３７－



第１表 権現脇遺跡出土圧痕種子類

図面番号 整理番号 出土地点 出土層位 土器型式 資料名 報告書中図版番号

１ １０２１ Q１２ �a 刻目突帯文 イネ 第９６図－７５０

２ ６７２ R１２ �a 黒川新 イネ 第９４図－６９６

３ ２７０５ Q１５ �b 黒川新 ワクド石タイプ －

４ ０３０６２６ R１１NB �a 黒川新 ワクド石タイプ －

５ ２６７７ Q１５ �b 黒川新 不明種子 －

６ ２６８８ Q１５ �b 黒川新 不明種子 －

７ A３０６ M２６ �a 黒川新 不明種子 －

８ ４０７ R１１ �a 不明種子 －

９ ０３０５２９ Q１４d �a 不明種子 －

１０ A４３１９ N２４ �b 不明種子 －

１１ A１８５４ N２１ �a 黒川新 コクゾウムシ －

ワクド石タイプ種子（第３図・第４図）

熊本県ワクド石遺跡の圧痕から確認された種子が指標となっており，未同定のためワクド石タイプ

という名称が便宜上用いられている（中沢・丑野２００５）。細長い楕円形をしており，種子の表面には

周囲に沿って線状の突起部がある。中央には溝状の凹みを持つ。イネ科の植物と思われる。種子レプ

リカの計測値は，第３図のものが長さ５．０�，幅１．４�，第４図のものが長さ４．４�，幅１．４�である。

不明種子（第５図～第１０図）

第５図の圧痕レプリカは長さ２．４�，幅１．８�の楕円形であり，種子と思われるが，表面が荒れて組

織などは不鮮明である。

第６図の圧痕レプリカは長さ２．８�，幅２．０�の楕円形であり，種子と思われる。表面には細かな凸

凹の組織が認められる。

第７図の圧痕レプリカは上部が欠損している。もとは楕円の球状をしていたと思われ，表面には繊

維状の凹凸が縦に走っているのが見られる。現存部の長さは６．７�，幅は３．７�である。スダジイやツ

ブラジイなどのシイ属種子に似るが，種を特定できない。

第８図の圧痕レプリカは細長い紡錘形をしたほぼ完全な種子と思われる。土器の胎土が粗く，表面

細胞は確認できない。長さ４．１�，幅１．６�である。

第９図の圧痕レプリカは長さ３．０�，幅２．１�で，先端に突起をもつ角錐形を呈する種子と思われる

資料である。

第１０図の圧痕レプリカは細長い紡錘形をしている。長さ４．８�，幅１．３�である。イネ科植物の種子

であろうか。
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コクゾウムシ（第１１図）

オサゾウムシ科に属する Sitophilus属の一般的総称で，米などの貯蔵穀類に害を加える世界共通種

の貯穀害虫である。日本の在来種としてはコクゾウムシ（学名 Sitophilus zeamais・英名Maize weevil），

ココクゾウムシ（学名 Sitophilus oryzea・英名 Rice weevil）の２種がある。

本資料は，口吻の一部，右中脚の一部が残っており，頭部，前胸，腹部の節も明瞭に認めることが

できる。また，翅鞘もしくは後翅の縦縞の文様も明瞭に観察できる。長さ４�，幅１．２�。大きさか

らみてコクゾウムシの可能性が高い。

４．ま と め

今回分析した資料は，すでに調査者によって圧痕が確認されていた第１～３図の３点（２点は肉眼

でイネであることが判明していた）に加え，新たに探し出した８点の資料である。結果的に，十分な

種の特定が行えなかったが，昨今問題とされている「ワクド石タイプ」の種子を２点明らかにするこ

とができた。さらに，貯穀害虫であるコクゾウムシの類例を追加することができた。

土器圧痕の種をレプリカ法によって同定する研究は，すでに丑野毅氏や中沢道彦氏らによって全国

的なレベルでの研究が行われ，九州地域における実践例も存在する（中沢・丑野２００３・２００５）。また，

最近では山崎純男氏によって熊本県下の縄文時代後～晩期資料を対象にした圧痕レプリカ法による研

究が精力的に実施され，多数の穀類や貯穀害虫が検出されつつある（山崎２００５）。そこでは，縄文時

代の穀物や有用植物の渡来時期の遡及やその組成が明らかになるなど，大きな成果が上がっている。

山崎によると，熊本県域では，縄文時代中期末からすでにイネが出現し，後期には確実にイネ，アワ

（ヒエ）などの穀物やシソ（エゴマ），ゴボウなどの栽培植物が存在するという。

今回の資料は縄文時代晩期後半の時期であり，当地域でも栽培穀物・作物がすでに存在していたと

予想される時期のものであり，新たな発見といえるものではない。しかし，島原半島における農耕史

を語る上で科学的な裏づけをもった確実な基礎資料を提示できたという点では評価できよう。本地域

は，１９６０～７０年代にかけて縄文農耕の存否論争が起こった，いわば農耕論に関しては先進地域である

にもかかわらず，今日的な学問レベルでの再検証が十分に行われているとは言いがたい。実際，われ

われの一連の作業過程で，イネ圧痕とされたものがまったく異なるものであった例も存在した。

今回は種名を特定できなかった不明な種子も多数あり，経験的にも未熟であることから，不備の感

は否めないであろう。しかし，私たちが抱いていた本方法の有効性は今回の調査で実証できたと感じ

ている。
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第１図－� No．１０２１ 土器全体写真 第１図－� No．１０２１ 土器圧痕部拡大写真

第１図－� No．１０２１ 土器実測図（Ｓ＝１／３） 第１図－� No．１０２１ レプリカSEM写真

第２図－� No．６７２ 土器全体写真 第２図－� No．６７２ 土器圧痕部拡大写真

第２図－� No．６７２ 土器実測図（Ｓ＝１／３） 第２図－� No．６７２ レプリカSEM写真
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第３図－� No．２７０５ 土器全体写真 第３図－� No．２７０５ 土器圧痕部拡大写真

第３図－� No．２７０５ 土器実測図（Ｓ＝１／３） 第３図－� No．２７０５ レプリカSEM写真

第４図－� No．０３０６２６ 土器全体写真 第４図－� No．０３０６２６ 土器圧痕部拡大写真

第４図－� No．０３０６２６ 土器実測図（Ｓ＝１／３） 第４図－� No．０３０６２６ レプリカSEM写真
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第５図－� No．２６７７ 土器全体写真 第５図－� No．２６７７ レプリカSEM写真

第６図－� No．２６８８ 土器全体写真 第６図－� No．２６８８ レプリカSEM写真

第７図－� No. A３０６ 土器全体写真 第７図－� No. A３０６ レプリカSEM写真

第８図－� No．４０７ 土器全体写真 第８図－� No．４０７ レプリカSEM写真
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第９図－� No．０３０５２９ 土器全体写真 第９図－� No．０３０５２９ レプリカSEM写真

第１０図－� No. A４３１９ 土器全体写真 第１０図－� No. A４３１９ レプリカSEM写真

第１１図－� No. A１８５４ 土器全体写真 図１１図－� No. A１８５４ 土器圧痕部拡大写真

図１１図－� No. A１８５４ 土器実測図（Ｓ＝１／３） 第１１図－� No. A１８５４ レプリカSEM写真
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約５６００年前の眉山起源，権現脇火砕サージに伴って生じた倒木の跡

長岡 信治（長崎大学教育学部）・松末 和之（応用地質�）

権現脇遺跡では多数の埋没ピットが発見された。これらの埋没ピットからは土器や石器などの遺物

が発見されず，遺構ではないと判断された。その成因を明らかにするべく，トレンチ掘削によってピッ

トを三次元的に復元し，詳細な地質調査を行った。その結果，これらは火砕サージに伴い立木が根こ

そぎ倒された跡と判断されたので，ここにその概略を報告する。

権現脇遺跡は旧大野木場小学校上流の水無川の右岸の約１万年前の扇状地（長崎県，２００４；２００５）

の上にあって，１９９０－１９９５年噴火では，サージ堆積物に薄く覆われたのみで火砕流本体による破壊や

埋没を免れた地域である（渡辺・星住，１９９５；図１，写真１）。遺跡では最下部に約１万年前の扇状

地礫層があり，それを覆って下位より厚さ５０�の暗褐色シルト質土壌，厚さ１５‐１５０�の赤褐色極粗～
粗粒砂サイズ火山灰（後述の権現脇火砕サージ堆積物），８０�の暗褐色土壌，２０�の灰白色細～極細
砂サイズ火山灰（平成火砕サージ堆積物）が堆積している（写真２）。埋没ピットは十数カ所の地表

下１～２�で，平成火砕サージ下位で赤褐色極粗～粗粒砂サイズの火山灰からなる火砕サージ堆積物
（後述の権現脇火砕サージ堆積物）の直下に発見された（図３，写真３～１５）。各ピットは円形また

は楕円形で，直径１－３�深さ１５０‐５０�であり，中は直上の火山灰で充填されていた。さらによく観
察すると，ピットの内部にあったと考えられる土壌や扇状地礫などの地層が，一方の縁でめくれ上が

り，直立したり，裂けて楔状の隙間などが出来ていた（写真３～１５）。この地層のめくれ上がりはピッ

トの南～南西の縁と一定の方向で発生していた。このような状況から，このピットは，倒木により地

層が根ごと掘り上げられた跡で，めくれ上がりは木が倒れた際に根と共に約９０°回転して立ち上がっ

た旧表層と考えられる（図５）。また，めくれ上がった地層の傾斜方向から，木は，北または北東から

強い横圧を受けたために倒れたと推定される（図２，４）。更に，火山灰がピットを充填し，めくれ

た地層を覆っていることから，この火山灰の堆積直前かほぼ同時に倒木が起きたと考えられる（図５）。

ピットを充填する赤褐色極粗～粗粒砂サイズ火山灰は，高温酸化したデイサイト質礫を交える黄褐

～赤褐色の極粗～粗粒砂で，厚さが１５‐１５０�と変化し，谷埋めの堆積構造が認められる（写真３）。
全体に均質だが，一部，不明瞭ながら成層構造や弱い斜交層理が認められる。一方，吹き抜けパイプ

や炭化木など高温の証拠はない。以上から，この火山灰層は，比較的低温の火砕サージ堆積物と判断

される。このサージ堆積物を権現脇火砕サージと呼ぶ。堆積物は細粒なことから，サージそのものに

よるのではなく，直前の爆風などによって木がなぎ倒されたことも考えられる。

火砕サージ堆積物直下の土壌の１４Ｃ年代が５８９０‐５６００yBP（長崎県，２００４；２００５）を示しており，権

現脇サージの発生は約５６００年前と推定される。爆風の方向は眉山であり，火砕サージ堆積物は，眉山

南麓で岩屑なだれ堆積物（おそらく渡辺・星住，１９９５の仁田町岩屑なだれ堆積物か島原岩屑なだれ堆

積物）へ変化するので，権現脇遺跡の倒木と権現脇火砕サージは眉山で発生した岩屑なだれに伴うも

のであろう。

なお，現地調査およびとりまとめにあたって長崎県雲仙活断層委員会の各委員，長崎県危機管理課，

深江町教育委員会および�埋蔵文化財サポートシステムの皆様に大変お世話になった。ここに心から
御礼申し上げます。

【引用文献】

星住英夫・宇都浩三（２０００）雲仙火山の形成史 月刊地球 ２２巻 ４号 ２３７－２４５頁

長崎県（２００４）平成１５年度 地震関係基礎調査交付金 雲仙活断層群に関する調査成果報告書

長崎県（２００５）平成１６年度 地震関係基礎調査交付金 雲仙活断層群に関する調査成果報告書

渡辺一徳・星住英夫（１９９５）雲仙火山地質図 火山地質図８ 地質調査所
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権現脇遺跡�

上畦津遺跡�

山ノ寺梶木遺跡�

権現脇遺跡�

上畦津遺跡�

下末宝遺跡�下末宝遺跡�

山ノ寺梶木遺跡�

平成新山�

普賢岳�

平成新山�
眉山�眉山�

普賢岳�

図１ 権現脇遺跡周辺の地形図

図２ 権現脇遺跡周辺の地質図，および遺跡の位置と権現脇火砕サージの方向
地質図は星住・宇都（２０００）による
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図３ 権現脇遺跡における倒木跡を示す埋没ピットの分布
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図４ 権現脇遺跡Ａ地区における倒木の方向

�礫混じり黒土に根
を張った立ち木

�爆風で木が倒れ、根
が掘り起こされた後
にピットが出来る

�ピットに権現脇火砕
サージが堆積する

�木が腐った後に、
根に絡まった黒土
と礫が残る。

図５ 権現脇火砕サージの堆積と倒木の仮定
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厚さ 層相

４５� 黒土（人工埋土）

２０� 平成火砕流・火砕サージ堆積物

１５－２０� 黒土

１０� 暗赤褐色土

３０� 黒褐色土

１０� 暗赤褐色土

１０� 赤褐色土

１５�
権現脇火砕サージ堆積物

GgPs

上部

下部

２５� 小礫混り暗褐色土 DS

３５�＋ 小礫混り黒灰色土 BS

眉山

権現脇火砕サージと爆風はこの方角から来た

写真１ 南西側からみた権現脇遺跡Ａ地区

写真２ 遺跡北東部の模式露頭と柱状
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写真2の露頭�

図６ 写真２，写真５～写真７の位置

平成火砕サージ物

権現脇火砕サージ堆積物

根に絡まって浮き上がった土壌

写真３ ピットを充填する権現脇火砕サージ堆積物とそれを覆う平成火砕サージ堆積物

根ごと持ち上げ
られた土壌層直線状の礫を含

む黒土の境界
木の倒れた方向

倒木と地表の隙間
に堆積した火砕
サージ

左から来て持
ち上がった根
のあとに出来
た穴に堆積し
た火砕サージ

当時の地表面
と土壌層

根が持ち上がった方向
根ごと持ち上がった土壌と，もともと
の水平な土壌をつなぐ蝶番の部分TR０４東面

写真４ TR０４トレンチ東面における倒木跡
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木の倒れた方向 根に絡まって上位の土壌とと
もに浮き上がった土石流の礫

根が浮き上がった後の窪地に堆
積した権現脇火砕サージ堆積物TR０８西面

写真５ TR０８トレンチ西面における倒木跡

木の倒れた方向

TR０８全景

写真６ TR０８トレンチ全景

木の倒れた方向

根に絡まって浮き
上がった礫を含む
黒土

倒木により根が浮
き上がった跡の窪
みに堆積した権現
脇火砕サージ

TR０７東面

写真７ TR０７トレンチ東面の倒木跡
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写真８ TR０４トレンチ東面における倒木跡

写真９ TR０５‐１トレンチ西面における倒木跡

－６５２－



写真１０ TR０５‐２トレンチ東面における倒木跡

写真１１ TR０６トレンチ東面における倒木跡
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写真１２ TR０６トレンチ西面における倒木跡

写真１３ TR０７トレンチ東面における倒木跡

写真１４ TR０８トレンチ西面における倒木跡
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写真１５ TR１０トレンチ西面における倒木跡
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